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　　　　１




　侯こう爵しやく家の正門を潜くぐったロールスロイスが常緑樹の森をしばらく走ると、緑のトンネルがふいに途と切ぎれて壮そう麗れいな建物が現れた。

　シルフォード侯爵の居城、グランローズ城だ。

「う、わあ……。なんて、なんて──」

　なんて美しい城だろう。和泉いずみ夕ゆう貴きは後部シートの窓に張り付き、榛はしばみ色の大きな瞳ひとみを零こぼれそうなほどに見開いた。

　天を貫つらぬく尖せん塔とうを二ついただく中央の建物は見事な薔薇ばら窓に彩いろどられ、荘そう厳ごんな大聖堂のようだ。右う翼よくと左さ翼よくの建物には尖塔アーチ型の窓がずらりと並び、緻ち密みつに編まれたレースのような彫ちよう刻こくが施ほどこされている。

「……凄すごい。まるで御お伽とぎ噺ばなしの舞ぶ台たいみたいだ」

　重じゆう厚こうなゴシック様式のグランローズ城は、しかし白い石造りのせいか、三月半ばの柔やわらかな陽ひ射ざしの中でロマンチックな佇たたずまいを見せていた。

「ようこそお越こしくださいました」

　車寄せに停とめられた車から降りると、黒いスーツをかちりと着こなした老紳しん士しに出で迎むかえられる。完かん璧ぺきな角度で腰こしを折られ、夕貴も慌あわてて頭を下げた。

「初めまして。俺はチェルシー芸術大学建築学科のユウキ・イズミといいます。建築史のクラスのバレット教授に頼たのまれて、書庫の整理に伺うかがいました」

「お話は旦だん那な様より伺っております。私は侯爵家の執しつ事じを務めておりますスチュアートと申します。ご滞たい在ざいの間、ご不自由がございましたら何なりとお申し付けください。では、城内へご案内いたします」

　どうぞ、と促うながされた先を見て、え、と夕貴は瞬まばたきをした。

　──俺、正面玄げん関かんから入っちゃっていいのかな。

　自分は今日から一ヶ月の間、教授の代理で書庫の整理に来た、いわば短期の雑用バイトみたいなものだ。

　しかし、これでは何だかゲストのような扱あつかいではないだろうか。

　夕貴は躊ちゆう躇ちよしながらも、執事の後について玄関へ続く石段におずおずと足を載のせる。

　と、城の方から風が吹ふき、何か輝かがやくものが視界に入った。

　きらきらした無数の花びらのようなものだ。それが目の前に吹き寄せてくる。

「うわっ!?」

　突とつ然ぜんの小さな花はな嵐あらしに驚おどろいた夕貴は、数度瞬きをし──、あれ、と首を傾かしげた。

　たった今目の前を舞まった不思議な花びらが、跡あと形かたもなく消え失うせている。

　──……何だ、今の。目の錯さつ覚かく？　それとも光の反射か何か？

　夕貴は軽く目を擦こすり、そっと辺りを見回した。

　だが、おかしなものは何もない。内心で首を捻ひねっていると、その思考を断たち切るかのように頭上から声が降ってきた。

「驚いたな、本当に来たのか。まさか教授の代理を務めようなんて酔すい狂きような人間がいるとはね」

　からかうような甘い美声に、夕貴はハッとして顔を上げた。

　石段の上に立つすらりとした長身。今のように微笑ほほえんでいなければ、近づくのも躊躇ためらわれる高貴な顔立ち。

　どこか猫ねこ科の猛もう獣じゆうを思わせる優ゆう雅がさで石段を降りてくるのは、グランローズ城の城主、シルフォード侯爵レヴィン・エインズワースだった。

　漆しつ黒こくの前まえ髪がみの下にある宝石のような青い瞳を向けられて、夕貴の心臓は跳はね上がる。

　──え、ええっ？　なんで、どうして侯爵が!?

　シルフォード侯爵は二十八歳という若さで一族を率いる当主であると同時に、欧州有数の企き業ぎようグループ、エインズワース財ざい閥ばつの総そう帥すいだ。そんな人が自分のような雑用バイトをじきじきに出迎えるなんてあり得ない。

　思わぬ事態に夕貴が硬こう直ちよくしていると、優雅な身のこなしで降りてきた侯爵は驚いたことに握あく手しゆを求めてきた。

「ようこそ、グランローズ城へ」

「え、あの、ええと……っ」

　こういう場合、何と応えればいいのだろう？

　三月とはいえ冷たい空気に喉のどを刺し激げきされ、声が掠かすれる。

　夕貴は焦あせって軽く咳せき払ばらいをし、はい、とか、どうも、とか曖あい昧まいな返事をしながら、ぎこちなく右手を差し出した。それを柔やわらかく握にぎられて、伏ふせていた睫毛まつげの先が震ふるえる。

　──……あ。あったかい。

　侯爵という高貴な存在に触ふれれば余計に緊きん張ちようしそうなものだが、夕貴はむしろその温ぬくもりにホッとして、少しだけ落ち着きを取り戻もどした。

「あの、ご挨あい拶さつが遅おくれてすみません。俺はバレット教授の代理の」

「和泉夕貴だろう？　一ヶ月間のイースター休きゆう暇かを丸々潰つぶして書庫の整理に来た、物好きな」

　夕貴の言葉を引き取った侯爵が、口元に皮肉めいた笑えみを刻む。

「堅かた苦くるしい挨拶は無しだ。ロンドンから一時間半も車に乗りっぱなしで、さすがに疲つかれただろう。おまえは先週まで風邪かぜ気ぎ味みだったと聞いているしな。とりあえずサロンでお茶にしよう」

「お茶、ですか？」

　思いがけない侯爵の誘さそいに夕貴は目を丸くする。

「でもあの、俺はそんな立場では──」

「立場？　同じだろう、そんなもの。俺とおまえはバレット教授に師事した者同士、いわば先せん輩ぱい後こう輩はいだし、今はそのバレット教授に迷めい惑わくを掛かけられている者同士じゃないか」

　気さくな侯爵の物言いに、夕貴はまた驚かされて瞬きをした。

　ただの日本人留学生と、英国貴族にして財閥総帥の彼の立場が同じである訳はない。ないが、そんなふうに一ひと括くくりにされると雲の上の人である侯爵が、急に身近になったような気がして、何だか気持ちが浮うき立ってくる。

　──どうしよう、誘いを受けてもいいかな。せっかく侯爵がこう言ってくれているんだし。

　陽射しの下で透すけるように輝く栗くり色いろの髪かみを揺ゆらし、夕貴は躊躇いがちに侯爵を見た。

　その視線をどう取ったのか、彼は器用に片かた眉まゆを上げてこちらを見下ろしてくる。

「何だ、断るつもりか？　俺とは茶など飲めない、とでも？」

「えっ？　いえ、まさかそんなこと……！」

　夕貴は慌てて首を振ふった。低い声に気け圧おされたというより、とっさに噓うそがつけなかったせいだ。そして馬ば鹿か正直に答えた後で、侯爵の瞳と唇くちびるが笑っていることに気がついた。

「──あ」

　いとも容易たやすく転がされたと遅おそまきながら悟さとったが、夕貴は少しも嫌いやではなかった。むしろ遠えん慮りよや気き後おくれが解消されて、ほっそりとした顎あごを素す直なおに引いた。

「それじゃ、お言葉に甘えてご馳ち走そうになります」







　通されたサロンは、南庭に面した広くて華はなやかな部屋だった。

　柱や壁かべや天てん井じようばかりか家具調度に至るまで、すべて金きん箔ぱくの張られた見事な蔓つる薔薇ばらのレリーフで丹たん念ねんに装そう飾しよくされている。

　だが、そんなサロンの美しさも今は目に入らなかった。夕貴は天鵞絨ビロード張りのソファに腰こし掛かけ、テーブルを挟はさんだ正面で寛くつろぐシルフォード侯爵をそっと窺うかがい見る。

　──教授の頼みを引き受けた時から、侯爵に会えたらいいなと思ってはいたけど。

　まさか城に着いた直後に、こんなことになるとは思わなかった。

　大学の研究室を時々訪おとずれていた侯爵は、実は夕貴の憧あこがれの人なのだ。

　彫刻のように整った男性的な美び貌ぼうを持ち、洗練された物もの腰ごしでありながら気さくな彼を遠くから眺ながめては、いつかあんな大人になれたら、と密ひそかに思っていた。

　その侯爵とお茶を飲んでいるなんて、何だか魔ま法ほうにかけられた気分だ。

「こうしてゆっくり話すのは初めてだな。夕貴は確か、大学二年生だったか？」

「あ、はい。そうです」

　そう答えながら、夕貴は当然のように名前を呼ばれたことにどきりとした。

「あの、さっきも思ったんですけど、どうして俺の名前を？　あ、そうか。バレット教授からお聞きになったんですね」

「──まあな。それにしても、教授が本当に学生を寄よ越こすとは思わなかった。好き放題に人の家の書庫を荒あらしたんだから、責任を持って自分で片付けてくれと俺があれほど言ったのに、直前になって君に押し付けて逃にげ出すとはな。ま、急な研究会が入ったというなら仕方がないが」

　うんざりとした溜ため息をついて、侯爵が夕貴を流し見た。

「気の毒だが、教授の書庫の荒らしようは尋じん常じようじゃないぞ。大学のイースター休暇は一ヶ月間だと聞いているが、おそらく丸々潰れるはずだ。災難だな」

「いえ、災難だなんて思いません」

　夕貴が慌あわてて首を振ると、侯爵が意外そうに片眉を上げた。

「グランローズ城の書庫は、歴代の御ご当主が数百年かけて蒐しゆう集しゆうした建築に関する貴重な資料が揃そろっていると伺いました。片付けのためでも、そこに立ち入ることが許されるなんて光栄です」

　心からそう言って、夕貴は嬉うれしそうに微笑んだ。グランローズ城の書庫は、夕貴にしてみれば宝ほう物もつ殿でんのようなものなのだ。

「それに一いつ般ぱん公開されていないグランローズ城をこの目で見られて、しかも一ヶ月も滞在させてもらえるなんて、俺には夢みたいな話です」

　十二世紀に城じよう郭かくとして創建されたグランローズ城は、その後数世紀に亘わたって修復や増改築を繰くり返し、十九世紀初頭に現在の形に落ち着いたという。

　そのため、それぞれの年代特有の建築様式が城内に取り入れられているのだとバレット教授に聞かされて、夕貴は以前からこの城に強い興味を持っていた。

　──それに、ここには凄すごく綺き麗れいなローズガーデンや、世界中でここにしかない門外不出の薔薇があるっていうし。

　それは『シルフォードの薔薇』と呼ばれる、とても珍めずらしい薔薇だという。

　そのことを教えてくれたのは、バレット教授と仲のいい造園科の教授だ。

　ガーデニングが趣しゆ味みだった母の影えい響きようで花が好きな夕貴は、庭園や珍しい薔薇を目にする機会があればいいな、と密かに楽しみにしていた。もっとも今は三月半ばで、薔薇の季節ではないのだが。

　──後は運良くシルフォード侯爵の姿を一目だけでも見られたら、って思ってた。これが一番叶かなえるのが難しいと思っていたのにな。

　そんな願いを抱いだいていたことは、侯爵にはもちろん秘密だ。

「なるほど、夕貴は真面目まじめだな。それほどうちの書庫に興味があるのか？」

　微笑んで尋たずねた侯爵に、夕貴はこくりと頷うなずいた。

「はい、もちろんです」

「城にも興味があるんだったな」

「はい。教授からグランローズ城は素す晴ばらしい城だと伺うかがっていたので。だから今回のことは、俺はとても嬉しいし有り難がたいと思っています」

「城主の俺はどうだ？」

「はい、とて…も……」

　思わず素直に答えかけ、夕貴はハッとして手で口元を覆おおった。

　だが、出て行った言葉が今いまさら戻もどるはずもない。日本人離ばなれした白い頰ほおがほんのりと赤くなってゆく。

　そんな夕貴を意地悪く眺め、侯爵がにやりと口元を歪ゆがめた。

「へぇ？　俺に『とても』興味があるのか。どんな興味だ？」

　そう言いながら彼は組んでいた長い足を解き、三人掛がけのソファに座っていた夕貴の隣となりに移動してきた。

「えっ、あの、こ、こここ侯爵!?」

「興味があるんだろう？　構わないから、好きにしていいぞ。触さわりたいなら触らせてやるし、見たいなら脱ぬいで見せてやってもいいが。──どうする？」

　信じられないほど下世話なことを言いながら、侯爵は高貴な面おも差ざしを近づけてくる。あまりのことに硬こう直ちよくした夕貴は彼の台詞せりふに赤くなり、その意味を理解した途と端たん、青くなって必死に首を横に振った。

「い、いえあの、違ちがいます！　すみません、違うんです、今のは間ま違ちがって……っ」

「間違い？　長期休暇に帰国もせず、俺のもとに留とどまることを望んだくせにか？」

　口元に意地の悪い笑えみを浮かべながら、侯爵が夕貴の右手をやんわりと握ってくる。

「違います、俺がここに来たのはバレット教授の頼たのみだし、グランローズ城は英国で最も美しい建物の一つとして有名で、書庫整理のためとはいえ滞たい在ざいを許可していただけるなんてもう二度とないだろうし、だから……っ」

「だから、本当は俺にはまったく興味がない？」

「違いま──、あっ」

　間違えた。そう気づいて夕貴が唇を左手で覆うと、侯爵はクッ、と喉のどを鳴らすようにして笑い出した。

「迂う闊かつな奴やつだな、ここは頷くところだろう」

　まったくもってその通りだ。夕貴は赤くなってうなだれた。

　──そういえばこの人、研究室でも女子学生をよくこんなふうにからかってた……。

　貴族で財閥総帥という立場でありながら誰だれとでも気軽に話すシルフォード侯爵は、大学でも大人気でいつも男女問わず学生達に囲まれていた。

　彼は女子学生をからかうことがよくあったけれど、どんなにふざけても具そなえた気品は損そこなわれず、適当なところであっさりと引くので、侯爵にからかわれる彼女達は皆みんなとても楽しそうにしていた。

　──でも、なんで俺が女の子達みたいにからかわれなきゃならないんだろう。

　気き恥はずかしくて俯うつむいていると「ほら」と侯爵の声がし、摑つかまれていた右手に何か温かいものが触ふれてきた。

「え？　あ、紅茶……」

「冷めないうちに、どうぞ。騒さわいで喉が渇かわいただろう？」

　確かに喉は渇いていたが、それは騒いだからというよりも、侯爵の言動に焦あせったからだ。わざわざ言うほどのことでもないので、口にはしなかったが。

「いただきます」

　一口、紅茶を口に含ふくむ。柔やわらかな香かおりと仄ほのかな甘みが花のように広がった瞬しゆん間かん、夕貴は胸をぎゅっと摑まれたような気持ちになった。

　──これ、ハチミツ入りだ。

　ひょっとして風邪かぜ気ぎ味みの夕貴が少し喉を痛めていたことに、彼は気づいていたのだろうか。それで、こうして気き遣づかってくれた──？

　──不思議な人だな。貴族なのに気取りがなくて、俺なんかにも優やさしくしてくれて。

　人の悪い一面にはどぎまぎさせられたが、もしかしたらそれも自分をリラックスさせるためだったのかもしれない。そう思うのは、さすがに都合が良すぎるだろうか。

　──侯爵は覚えているかな。俺を助けてくれたこと。

　夕貴は以前、大学の資料室で書しよ棚だなに架かけた梯はし子ごから落ちたことがある。あの時、誰も身動きすらできなかったのに、侯爵だけは怪け我がをする危険も顧かえりみず、三メートルほどの高さから落ちた夕貴を抱だきとめてくれた。

　忘れちゃったかな、と夕貴はちらと侯爵を見やる。

　それも当然かもしれない。あの直後、夕貴は心配した友人達に取り囲まれ、侯爵は女子学生達に医務室へ引っぱって行かれた。

　だから夕貴はお礼を言うのが精せい一いつ杯ぱいで、名乗ることもできなかったのだ。

　──覚えてて欲しいけど、忘れられても構わないんだ。俺はちゃんと覚えているから。

　それに今、こんなに近くで侯爵と話ができる上、とても優しくしてもらっている。それだけでも夢みたいに幸せだ。

　夕貴は暖かな気持ちで、自然に侯爵に微笑ほほえみかけた。

「あの、シルフォード侯爵。紅茶のハチミツ、ありがとうございました」

「へぇ、礼れい儀ぎ正しいな。だが、それを淹れたのはそこにいるスチュアートだ。礼はあれに言ってくれ」

「でも、そう指示してくださったのは侯爵だと思うから……ありがとうございます。──やっぱりこんな綺麗なお城で生まれ育つと、侯爵みたいに優しい大人になるのかな」

　後半の台詞は密かな独り言だったが、侯爵の耳に入ってしまったようだ。

「……綺麗？　ここがか？」

「はい。実際に見て驚おどろきました。グランローズ城は、建物も庭園も英国で最も美しいと聞いていたけど、想像以上です」

「最も美しい──ね」

　どこか皮肉混じりに呟つぶやいて、ついと侯爵は窓の外へ目を向けた。その時、彼の口元が一いつ瞬しゆん歪ゆがんだように見えたが、日にち没ぼつを迎むかえた薄うす闇やみの中では確かかどうかはわからない。

　それに再びこちらを向いた侯爵は、皮肉やからかいの色のない、温かい微笑みを浮うかべていた。

「城の話になると目の色が変わる辺り、さすがバレット教授の秘蔵っ子だな。そんなにこの城が気に入ったなら、城や庭園を自由に見て回ることを許可しよう」

「えっ、いいんですか？」

　夕貴が目を輝かがやかせると、侯爵は軽く頷いた。

「好きにしろ。ただし、迷子にならないように誰かに案内してもらうことが条件だ。──さて、まずは俺がおまえを客間へ案内しようか。書庫はその次だ」

　そう言って侯爵が立ち上がった時、彼の上着の胸ポケットから携けい帯たい電話の着信音が鳴り響ひびいた。失礼、と断って相手を確かく認にんした侯爵は、肩かたを竦すくめて夕貴を見る。

「済まない、案内はスチュアートに頼むが、いいか？」

「あ、はい。大だい丈じよう夫ぶです」

　笑って頷きながら、きっと仕事の電話なのだろうと夕貴は考えた。だったら仕方がない。彼は忙いそがしい人だから、午後のティータイムを一いつ緒しよに過ごせただけで幸運だ。

　──でも、もうちょっと一緒にいたかったな。

　滞在中に一度でも会えたらそれでいいと思っていたのに、会ったらもっとと望んでしまう。そんな自分に呆あきれつつ、夕貴は静かに席を立った。

　サロンのドアは、侯爵が歩み寄る窓辺のちょうど反対側だ。そのドアを押さえて待っているスチュアートのもとへと夕貴が歩を進めていると、

「──シェリー？　ああ、今夜の約束は覚えているさ。君と会う約束を俺が忘れるわけがないだろう？」

　……酷ひどくプライベートな内容が聞こえてきた。しかも侯爵の低い声は驚くほど甘く官能的で、自分に向けられた訳でもないのに頰が熱くなってくる。

　──な、なんで俺が赤くなるんだ？

　夕貴は慌あわててサロンを出た。スチュアートが無表情にドアを閉め、艶つやめいた声が遮さえぎられる。

　──……あの電話って、やっぱり恋こい人びとからだろうな。

　シルフォード侯爵のような人なら、恋人がいて当然だ。

　今夜の約束という言葉が聞こえたから、これからデートなのだろう。

　優しくされて舞まい上がっていた気持ちが、どうしてか少し重くなる。

　──そっか。侯爵って恋人いたんだ。

　はぁ、と夕貴は溜ため息をつく。それがあまりに深かったせいか、胸の中が空っぽになったような、奇き妙みような感覚が広がった。
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「あぁもう教授はどうしてこう……ッ」

　グランローズ城に来て四日目の午後。

　癇かん癪しやくを起こした夕貴の声が、書庫いっぱいに響き渡わたった。

「人様の書庫だよ!?　それもシルフォード侯爵の！　それをどうしてここまで好き勝手に荒あらせるんだ、あの人は！」

　バレット教授は建築史家としては尊敬すべき学者だが、一度何かに夢中になるとそれ以外は何も見えなくなる子供のような人だ。それは承知していたが、

「いくら何でも酷すぎる……」

　夕貴はぽつりと呟いて、知らず肩を落とした。それも無理はない。

　執しつ事じから渡された蔵書リストを片手に整理を始めて四日になるが、書庫は少しも片付かないのだ。

　初日に執事に案内されて絶句した時のまま、床ゆかは積み上げられた本に埋うめ尽つくされている。

　ページの隙すき間まからおびただしい数の付ふ箋せんをのぞかせた無数の本の間には、教授が書き散らした大量の紙切れが散乱し、足の踏ふみ場もない状態だ。

　昼の間は古い本から丁てい寧ねいに付箋を取り除き、書棚別に分類する。夜は、日中にかき集めた、いるのかいらないのかわからない紙切れを客間に持ち込んでファイリングする。そんなふうに朝から晩まで働いているにもかかわらず、少しも片付いたように見えない。

　はぁ…、と深い溜め息をついて、夕貴は天井を仰あおいだ。

　塔の中にある書庫は地階から天井まで吹き抜けになっており、上を向くと壁かべに沿って螺ら旋せん状に設しつらえられている書棚と幅はば広びろの階段が目に入る。

「……ほんとに一ヶ月で終わるのかな」

　見事にスカスカな書棚の群れを眺ながめやり、夕貴は力なく呟いた。弱音が出たのは、多分疲つかれているせいだ。書庫の整理は重労働だし、想像以上に気を遣つかう。

　睡すい眠みん不ぶ足そくの影えい響きようもあった。壁や天井に神話を題材にした絵がびっしり描えがかれた客間の空気は重苦しく、リアルな半はん裸らの神様や天使達が夜になると今にも抜け出してきそうで、怖こわくてとても眠ねむれないのだ。

　電気を消せば済む話だが、夕貴は電気をつけていないと眠れないタチだし、そもそも客間の空気が異様なので、目を閉じると怖さが増してしまう。

「俺、ここに泊とまり込んじゃおうかな」

　塔の上層部の窓から、午後の陽ひが射さしてくる。大きな窓のある塔の上層部は、城内で最も高く、陽のあるうちは一日中どこからか光が入るようになっていた。

「綺き麗れいだな……。城はこんなに凝こってて綺麗なのに、どうしてあの庭園はああなんだろう？」

　夕貴は窓の外へ視線を転じた。広い芝生しばふの前庭の先に、イチイの生いけ垣がきで囲われた庭園が見える。そこは手入れをされていないようで、生け垣はぼさぼさ、鍵かぎの掛かかった入り口の鉄てつ扉ぴには茨いばらの蔓つるが絡からみついていた。

「あの凄すごい生け垣、大たい抵ていの部屋から見えるよね」

　あれでは庭園というより廃はい園えんだ。見学した他ほかの庭は手入れが行き届き、造園科の教授が言ったように美しい分、荒れるに任せた廃園はあまりにも痛々しく見える。

　──もしも母さんがあれを見たら、脇わき目めも振ふらずに手入れをするだろうな。

　夕貴の母は花屋に勤め、ガーデニングを趣しゆ味みにしていた。そのため夕貴の育った家の内外は一年中花と緑に溢あふれていて、両親が不在の時も明るく華はなやいでいたものだ。

　そう過去を懐なつかしんだ夕貴は、ふとあることに気がついた。

「そういえば、この城の中に花が飾かざられているのって見たことない」

　日本に比べて花が身近なヨーロッパ、しかもここは庭師の国と言われる英国だ。その貴族の城館に廃園があり、城内には花が一輪もないなんて珍めずらしいように思える。

「侯爵は仕事が忙しそうだから、庭や城内のことまで考えている暇ひまはないのかも。それに、もしかしたらそういう采さい配はいは女主人の仕事かもしれないし」

　そうだとしたら侯爵は独身なので、この状じよう況きようも仕方のないことだ。

「独身といえば、シルフォード侯爵って婚こん約やく者とか、ちゃんとした恋人はいないのかな」

　知らず、夕貴は複雑な顔になった。

　金曜日の午後にグランローズ城に着いてから、夕貴は侯爵とよく顔を合わせた。

　週末は食事とティータイムを一緒にしたし、侯爵は自宅に持ち帰った仕事をしながら時々書庫に現れては、気分転てん換かんだと言って作業を手伝ってくれた。

　だから気づいてしまったのだが、

　──女の人が多いんだよね。侯爵の携けい帯たい鳴らすのって。

　会話を聞かないように夕貴が気をつけていても、侯爵本人が少しも気にしないので、音の響く書庫にいた場合にはどうしても話が聞こえてしまう。

　そして夕貴は、侯爵が必ず週末の夜は女性と一緒に出かけることを、知りたくもないのに知ってしまった。

　実際、金土日の三日間、彼は夕刻にどこかへ出かけていった。もちろんそれについて夕貴はどうこう言う気はないが、

「連れん絡らくしてきた順に会う予定を入れるって、どうなんだろう」

　侯爵は人の悪いところはあるが基本的には優しく紳しん士し的だから、もてるのはよくわかる。だが複数の女性と一度に付き合うなんて、人として問題ではないだろうか。

　──二ふた股またや三股ってレベルじゃなさそうだし、全部遊びなのかな。

　そうだとしたら、彼には心から大切に思う恋人はいないのだろうか。

　夕貴は彼の胸中に思いを馳はせて天井を仰ぎ──、日が傾かたむいているのに気づいてハッとした。

「うわ、どうしよ、ぼーっとしてた。そんな余よ裕ゆうないのに」

　やるべきことに集中しないと、休きゆう暇か中に書庫の整理が終わらなくなってしまう。

　──余計なことを考えるのは止めよう。俺はここを片付けに来ただけなんだから。

　書庫の明かりをつけると、気持ちを切り替かえて夕貴は作業に集中した。







　……書庫の整理に没ぼつ頭とうし、どのくらい経たった頃ころだろう。

「まだやっているのか、夕貴」

「ひゃあっ!?」

　急に耳の後ろから響ひびいた声に、夕貴は危あやうく手にした本を取り落としそうになった。

　膝ひざ立ちの姿勢のままびっくりして振り向くと、真後ろで身を屈かがめた侯爵がにやりと人の悪い笑えみを浮うかべている。

「おいおい、何だその派手な悲鳴は。まるでゴーストにでも会ったようだな」

「い、いきなり後ろから声をかけられたら、誰だれだって驚おどろきます」

　まだドキドキしている胸を片手で押さえ、夕貴は軽く睨にらむように侯爵を見上げた。彼は帰宅したばかりなのか、今朝出勤した時と同じスーツに身を包んでいる。

　──もしかして帰ってきてから着き替がえもせずに、まっすぐここに来てくれたのかな？

　そう思ったら、今度は違う意味で胸がドキドキし始めた。

「どうした？　少し顔が赤いようだが」

「い、いえ、そういえばご挨あい拶さつがまだだったなと思って。その、お帰りなさい。お仕事、お疲れ様でした」

　誤ご魔ま化かすようにそう告げると、侯爵は眼まな差ざしを和やわらげて「ああ、今帰った」と夕貴の細い髪をくしゃりとかき回した。

　こんなことをされたのは、いつ以来だろう？　その感かん触しよくの心地ここち好よさに、知らず口元が綻ほころんでしまう。

「今日は随ずい分ぶんと根を詰つめていたそうだな。頑がん張ばるのはそれくらいにして、そろそろ切り上げたらどうだ？　夕食の時間だぞ」

　言われて時計を見やれば、十九時を少し過ぎている。

「あ、もうこんな時間だったんだ。じゃあ、これだけ片付けたら終わりにします」

　夕貴はリストの通りに仕分けた十数冊の本を指差した。それを書しよ棚だなに仕し舞まうと、ちょうど作業のキリがいいのだ。急いで片付けてしまおうと、そう思って立ち上がった途と端たん、

「──あ、れ？」

　急に動いたせいか寝ね不ぶ足そくのためか、夕貴は目眩めまいに襲おそわれた。

　ふらついた身体からだを、侯爵に支えられる。

「おい、どうしたんだ？　ふらついているじゃないか」

「あ、すみません、大だい丈じよう夫ぶです。ただの立ち眩くらみで──」

「顔色が悪いな。熱は……ないようだが、指先が冷えてる。貧血か？」

「え、ちょっと、あの……っ」

　こちらの言葉などまるで構わず、侯爵は夕貴の細い腰こしを片かた腕うでに抱だき、顔を覗のぞき込んできたり額を合わせたり、手を握にぎってきたりする。

　そんなことをされたら、ますます目眩が酷ひどくなりそうだ。

　背の高い侯爵の胸の広さ、逞たくましさ。そうしたことを全身で感じて、自分でも不思議なくらいに動どう揺ようしてしまい、夕貴は慌あわてて彼の胸を押し返した。

「す、すみません、もう本当に大丈夫なので……っ」

「とてもそうは見えないな。食事はきちんと摂とっているのか？　睡すい眠みんは？　枕まくらが替わると眠れないタチか？」

「い、いえ、そんなことは」

　枕にこだわりはないけれど、部屋があれでは眠れない。……などとは、もちろん夕貴には言い出せなかった。

　夕貴が滞たい在ざいしている客間は、その歴史的価値と美しさからバレット教授のお気に入りだったらしい。だから夕貴も気に入るだろうと、わざわざ侯爵が用意させてくれた特別な部屋なのだ。

　──バロック様式の見事な部屋だから、確かに教授は喜びそうだけど。

　あんな怖こわい部屋に、好んで滞在していたなんて信じられない。

　研究対象として昼間に見るなら、あの客間は確かに興味深い。知的好こう奇き心しんを刺し激げきされもするだろう。だが、そこに寝ね泊とまりするとなると話は別だ。

　──でも、侯爵のせっかくの厚こう意いだし……。第一、お世話になっている身で部屋を替えて欲しいなんて言えないよ。

　夕貴にもそのくらいの分別はある。そして、言えない以上は我が慢まんするしかないのだ。

　夕貴は憂鬱な気分を振り払おうと、少し無理をして笑ってみせた。

「あの、ご心配をお掛けしてすみませんでした。もう大丈夫なので、俺、本を片付けてきますね」

　そう言いながら、リスト通りに積み上げた本を抱かかえ上げる。が、その重みは夕貴の腕うでに三秒と留まらなかった。侯爵に奪うばわれてしまったからだ。

「え？　シルフォード侯爵？」

「これはどこの棚たなの本だ？」

「え…ええと、三番目の本ほん棚だなの、下から二段目ですけど……」

「わかった。じゃ、おまえはその椅い子すに座って大人しくしていろ」

　いいな？　と優しい眼差しで念押しをした侯爵は、夕貴の腕から奪った重い本の山を軽々と運んでいった。代わりに片付けてくれるつもりなのだ。そう悟さとった夕貴は、座らされた椅子から立ち上がった。

　──侯爵だって仕事から帰ってきたばかりなのに。手伝わせるなんて申し訳ない。

　夕貴は急いで侯爵の後を追いかける。

「座っていろと言ったはずだぞ。倒れたらどうする気だ」

「大丈夫です、さっきのはただの立ち眩みですから。それにこれは俺の仕事だし」

　だが、侯爵の気き遣づかいを拒こばむようなことはしたくない。そこで夕貴は彼の腕から本を半分だけ取り戻もどした。こうすれば侯爵の厚意を無にすることなく、一いつ緒しよに片付けられる。

「……心配してくださって、ありがとうございます」

　そう告げると、窘たしなめるようだった侯爵の面差しにゆっくりと苦く笑しようが広がった。

「仕方ないな。だが、今日はこれで切り上げるんだぞ。その後は俺と食事をすること」

「食事を一緒に？　本当ですか？」

　夕貴は、ぱっと顔を輝かがやかせた。夕食だけは侯爵と同席したことがなく、朝や昼に比べて華はなやかなその席に一人でつくことを夕貴は寂さびしく思っていたのだ。

　スチュアートや給きゆう仕じをしてくれる従僕に、あれこれ話しかけながら食事をするのも決して嫌いやではないけれど、誰かが同じ食しよく卓たくについてくれるなら、やはりその方が夕貴は嬉しい。それが侯爵なら尚なお更さらだ。

　期待を込めて見つめると、こちらを流し見た侯爵が微笑ほほえんで頷うなずいた。

「倒れられたら困るからな。きちんと食べているかどうか、真正面から見張らせてもらうぞ」

「は、はいっ」

　嬉しさに客間が怖いことも吹ふき飛んでしまい、侯爵の隣となりに並んだ夕貴は、本を丁てい寧ねいかつ迅じん速そくに書棚へ収めていったのだった。
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　翌日の天候は荒あれ模も様ようだった。

　朝から風が吹き荒れて、日暮れ頃ごろには激しい雨が降りだし、夜が更ふけてゆくにつれ風雨は激しさを増してゆく。今は、さながら嵐あらしのようだ。

「三月は獅し子しのようにやって来て、羊のように去っていくって言うけど、まだ獅子の勢力範はん囲い内なんだなぁ」

　夕貴はそう独りごちて、居間の窓から外の様子を窺うかがった。

　獅子のように荒あら々あらしい三月の気候が羊のように穏おだやかになるのは、もう少し先になるらしい。

　──こんな悪天候の中、遅おそくまで仕事なんて大変だな。

　侯爵は今夜は帰宅が遅くなるというけれど、何時頃になるのだろう？

「イズミ様、食後のコーヒーをお持ちいたしました」

　従僕のロバートが居間に現れて、トレイからテーブルへ、そっとコーヒーを移動させた。

「あ、ありがとうございます」

　この城に来てから、少し年上のロバートが夕貴の身の回りの世話をしてくれている。友人もいない城の生活では、こんなちょっとした用事のついでに、何気ない雑談を交かわすのも楽しみだった。

「わあ、いい香り」

　にこりと微笑んでコーヒーを持ち上げたとき、ガタン！　と窓まど枠わくが鳴った。

「──っ！」

　思わず肩かたを竦すくませた拍ひよう子しに、カップからコーヒーが跳はね上がる。

「大丈夫ですか？」

　ロバートが慌てて零こぼれたコーヒーを拭ふき取り、やけどがないか確かめてくれる。

「あ、はい……大丈夫。たいしてかかってないし」

「本当に、風がひどくなってまいりましたね。驚おどろかれるのも無理はありません」

　だからって驚きすぎだよ、と自己嫌悪に陥りつつ、まだどぎまぎしている夕貴に、ロバートが優しく頷いてみせる。

「まもなく雷かみなりになるようです。尖せん塔とうもございますので、落ちないよう祈いのるばかりですが……」

　──雷!?

　心臓がぎゅっと縮み上がり、夕貴ははっきりと顔色を変えた。今の風雨でさえ恐おそろしくて、客間に戻る気になれず居間でぐずぐずしているのに、雷まで鳴ったらどうすればいいのだろう？　稲光と雷らい鳴めいの中、あの客間に一人でいるなんて、考えただけで膝ひざが震ふるえそうだ。

　思わず、一礼して下がろうとするロバートを引き留める。

「あっあの…っ、ロバートはこの後もまだ仕事なんですか？」

「さようでございます。今夜はこの天気ですし、城内を一通り見回りませんと」

　それは何時頃、終わるんだろう。そう尋たずねようとしたとき、またゴオッと風がうなった。ガタガタと激しく窓枠が揺ゆれ、夕貴は思わずロバートの腕にしがみつく。

「…っ」

「イズミ様？」

　ロバートは一いつ瞬しゆん驚いたように目を見開いたが、すぐ宥なだめるように、夕貴の肩かたをぽんぽんと叩たたいた。

「申し訳ございません。私が落雷などと脅おどかしてしまいましたね。大だい丈じよう夫ぶ、この二百年ほどは、この城に落雷はなかったはずでございますよ」

　それは、その前には落ちたことがあるということじゃないのか？

　夕貴はもう耐たえきれなくなり、思い切って、昨日から考えていたアイディアを告げてみた。

「あ、あの…ね。今夜だけ、あの客間で一緒に寝ねてくれるっていうのはダメ…ですか？」

「え？」

　ロバートは驚いた様子で目を丸くし、すぐに困った顔で首を傾かしげた。

「使用人がそのようなことをしては、旦だん那な様に叱しかられてしまいます。いったいどうなさったのですか？」

　──やっぱりダメか…。

　ロバートの言葉に落らく胆たんし、思わず目が潤うるみそうになる。

　正直に言ってしまった方が、納なつ得とくしてくれるだろうか。雷が怖こわいことも、あの客間に一人で居るのが心細いことも。

　夕貴は、ロバートの腕にしがみついた両手に、さらにぎゅっと力を込めると、思い切って彼を見上げた。

「ロバート。あの、俺、恥はずかしいんだけど、本当を言うと……」

「こんなところで立ち話か」

　口を開いたとき、突とつ然ぜんすぐ後ろから低い声が聞こえて、夕貴はびくんと肩を跳ね上げた。弾はじかれたように顔を振ふり向けると、廊ろう下かの先の薄うす暗くらがりに、侯こう爵しやくが立っている。

　横よこ殴なぐりの雨に濡ぬれたらしく、漆しつ黒こくの前まえ髪がみがしっとりと湿しめっていた。

　それを無造作にかき上げる仕草がひどく艶つやめいて、夕貴はどきりと胸を弾はずませる。

「旦那様！　お帰りなさいませ。お出で迎むかえが遅おくれ申し訳ございません」

　ロバートは、そっと夕貴の手を外すと、急いで侯爵に駆かけ寄る。

「ああ、かまわない。──ところで、おまえ達、随ずい分ぶん仲良くなったものだな？」

　何気ない、けれどどこかにひっそりと針を含ふくんだような口調。そして、首の後ろがひやりとするような眼まな差ざしを浴びせられる。

　使用人と必要以上に親しくしていたせいだろうか。それで二人を咎とがめているのだろうか。

　──そんなわけない、か。だって、侯爵本人があんなに気さくな人なんだし。

　けれども、侯爵はどこか不ふ機き嫌げんそうだ。スチュアートが持ってきたタオルで適当に肩をぬぐうと、それをロバートに投げやり、「北側の窓をもう一度見ておけよ」と命じて立ち去ってしまった。

　釈然としない思いでその後ろ姿を見送っているうちに、仕事に戻ったのか、気づけばスチュアートやロバートの姿が消えていた。

　──え、そんな……。

　頼れそうな人達が揃っていなくなってしまい、夕貴は途方に暮れてしまう。侯爵の様子も気になったが、いつまでもここにいるわけにはいかず、夕貴は仕方なく客間へと重い足を踏み出した。







　部屋に戻もどってシャワーを浴びても、先程の侯爵の不機嫌な様子が夕貴の頭から離はなれなかった。

　──どうしたんだろう？　何かあったのかな、シルフォード侯爵。

　密ひそかに侯爵の心配をしながら、教授の書き散らした紙切れをファイルに丁寧に綴とじていく。

　心配といえば、ロバートは大丈夫だっただろうか？　いつもは夜の十時頃にお茶を運んでくれるのだけれど、あんなことの後では、今夜は来てくれないだろう。そう思って心細くなったとき、

「──ッ！」

　ガタンッ、と吹きすさぶ風に窓が鳴り、夕貴はびくりと身を竦めた。一瞬、息が止まったが、ファイルから決して目を離さずに何度か深呼吸を繰くり返す。

「……気にしない。俺は気にしないぞ。気にするな、気にしたら負けだ」

　すすり泣くような風の音やガタガタと鳴る窓、そして天井や壁かべの不気味な絵。それらを一度でも気にしてしまったら、今夜も眠ねむれなくなってしまう。

　古城というものは昼の間は美しく華はなやかで、何を見ても興味深く感じるが、夜になるとその様子は一変する。

　何百年という長きに亘わたって堆たい積せきした歴史や人の思いが、じわりと物もの陰かげから染しみ出して、明かりをつけていてもどこか薄うす暗ぐらいような、独特の雰ふん囲い気きを醸かもし出すのだ。

　そこへ不ふ穏おんな風の音と不気味な絵が加われば、まさにホラー映画の世界である。

「ええと、この設計図のスケッチは……」

　怖こわさを紛まぎらわせるために声を出しながら作業を進めていると、ふいにコツコツ…、とドアを叩くような音が聞こえ、夕貴は恐きよう怖ふに竦み上がった。

　──な、なに!?

　ハッと音のした方を振り返り、顔を強こわ張ばらせてドアを凝ぎよう視しする。するとまた、コツコツ…、と音がした。さらには、低い声まで聞こえてきて──

「イズミ様。起きておいでですか？」

「………………。は、はい」

　思い切りビクついてしまったが、それはスチュアートの声だった。

　──そ、そうだよ。ドアを叩く音っていったらノックに決まってるじゃないか。

　全身で緊きん張ちようした分もの凄すごい脱だつ力りよく感かんに襲おそわれて、よろよろしながらドアを開けると、スチュアートが背筋を伸のばして立っていた。

「夜分に申し訳ございません。もしよろしければイズミ様を就しゆう寝しん前のお茶にお誘さそいしたいと旦那様が申しておりますが、いかがなさいますか？」

「シルフォード侯こう爵しやくが？」

　夕貴は小首を傾げた。

　──さっきは不機嫌そうだったのに、急にお茶なんてどうしたんだろう？

　だが、夕貴にとってこの誘いは天の助けも同然だった。たとえ侯爵がいまだに不機嫌だとしても、この部屋に一人でいるよりはずっといい。

「喜んで伺うかがいます。侯爵はどちらに？」

「書しよ斎さいでございます。ご案内いたしましょう」

　侯爵の書斎は、プライベートエリアの中でも奥まったところにあった。スチュアートがドアをノックをすると、すぐに「入れ」と落ち着いた応えが返る。

　夕貴は初めて彼の書斎に足を踏ふみ入れた。濃のう淡たんのグリーンとアイボリーで纏まとめられた部屋は、落ち着いていて居心地がよさそうだ。

「シルフォード侯爵、お招きありがとうございます」

　そっと侯爵の様子を窺うかがうと、彼は落ち着いた表情をしていた。眼まな差ざしも穏おだやかだ。

　いつものどこか意地悪な侯爵とは様子が違ちがうけれど、どうやら機き嫌げんは直ったようだと夕貴は密かにホッとした。

「いつまでも堅かた苦くるしいな。もっと気楽にして構わないぞ」

　気さくに夕貴を招き入れ、椅い子すを勧すすめた侯爵は慣れた手つきで紅茶の準備をし始めた。

「えっ、侯爵が淹いれるんですか？」

　驚おどろいて目を丸くすると、片眉を上げて皮肉に笑ういつもの侯爵の顔が覗のぞく。

「何だ。俺が淹れた紅茶では不満か？」

「いえ、不満だなんて。ちょっと驚いただけです」

　小さく首を振って答えた後は、流れるような手つきが珍めずらしくて夕貴はじっと侯爵の手元を見つめてしまう。

　彼はミルクティーのカップにブランデーを数滴てき垂らした。

　どこか眠ねむ気けを誘う温かい香かおりが、ふんわりと立ち上る。

　ティーカップが二つテーブルに並べられ、夕貴は侯爵が向かいの椅子に腰こし掛かけるのを待ってから、ミルクティーに口をつけた。

「……美味おいしい」

　柔やわらかく優しい香りと味に、とても安らいだ気分になった。

　相変わらず風は不気味に吹ふき荒あれ、雨あま粒つぶが激しく窓を叩いているけれど、ここで侯爵とお茶を飲んでいると不思議とそれが気にならない。むしろ気持ちが落ち着いて、心地ここち好よい眠りに引き込まれてしまいそうだ。

「そうか。ブランデーとミルク入りのノンカフェインだからな。きっとよく眠れるぞ。おまえの部屋はいつも明け方まで明かりがついているようだから、寝付けないのかとスチュアートが随分心配していた」

　夕貴は内心ぎくりとした。動どう揺ようしたのがばれないように、さり気なく長い睫毛まつげを伏ふせる。

「そ、そうなんですか。でも、あの、心配されるようなことは何も……」

「だが寝ね不ぶ足そく気味だろう？　昨日もふらついていたし、ひょっとして夜中に勉強でもしているのか？」

「え？　ええ、まあ、その……」

　上手うまい言い訳を思いつけず、夕貴は曖あい昧まいに言葉を濁にごした。

　暗いと怖くて眠れないとか部屋の装そう飾しよくが恐ろしいとか、そんな情けない理由を侯爵には知られたくない。

　二十歳はたちの男として恥ずかしいし、建築史を学ぶ自分があの見事なバロック様式の部屋を怖がるなんて、誰だれかに知られたら笑い話のネタにされるのがオチだ。

「あの……雨、止やみませんね」

　ぎこちなく侯爵に笑いかけ、夕貴は何とか話題を変えようと試みる。凄い風、などと白々しく呟つぶやきながら窓の外に目をやると、ゴロゴロと嫌いやな音が聞こえてきた。

　──まさか、今のは雷かみなりじゃ……。

　夕貴の顔が強張った。

　その途と端たん、空の一部が白く光り、さっきよりも大きな雷らい鳴めいが聞こえた。

「……っ！」

「ああ、雷だ。近いな」

　何気ない侯爵の呟きに、耳元で鼓こ動どうが鳴り始めた。手足の先が冷えて、今にもかたかたと身体中が震ふるえそうだ。

　──うわ、どうしよう、どうしよう……っ。

　夕貴は怪かい談だんやゴーストの類たぐいが苦手だ。だが、雷への苦手意識はその比ではない。

　子供の頃ころ、夕貴は悪戯いたずらをして物置に閉じ込められたことがあった。その時、物置のすぐ脇わきに生えていた木に雷が落ち、自分が雷に打たれたと錯さつ覚かくするほどの衝しよう撃げきを受けた。

　それ以来、雷だけはどうしても苦手なのだ。

「もう十一時過ぎか。付き合わせて悪かったな。今日はゆっくり休むといい」

　侯爵は何のためらいもなく立ち上がり、無言で夕貴に退室を促うながしてくる。そんな彼を、知らず夕貴は縋すがるような目で見上げた。

「何だ？　どうかしたか」

「い、いえ、何でもありません」

　無理に笑ってそう答え、夕貴は顔を俯うつむける。

　──早く部屋に戻もどらなきゃ。侯爵に迷めい惑わくを掛かけないように。

　そう気持ちは焦あせるのに、どうしても椅子から立ち上がれない。頭では戻らなければと思っていても、心がそれを嫌がっているのだ。

「様子が変だな。どうしたんだ、夕貴？　思い詰つめたような顔をして」

　動かない夕貴を心配してくれたのか、侯爵が床ゆかに片かた膝ひざをついて顔を覗き込んでくる。

「あ……」

　夕貴の唇がかすかに開く。

　あの部屋に戻るくらいならここにいたい。できれば、この人の傍にいたい。それは切実な願いだったが、口にするのは情けなさ過ぎる。

　唇くちびるを震わせ、夕貴はじっと侯爵を見つめた。言えない分、勝手に身体からだが動いてしまって、右手が侯爵のシャツの袖そで口ぐちを握にぎる。恐怖のあまり、瞳ひとみにじわりと水分の膜まくが張った。

「夕貴……？」

　侯爵は当とう惑わくした様子だったが、潤うるんだ夕貴の瞳を見て、ふと眼差しの色を変えた。そして、口元に意地の悪い笑えみを浮うかべる。

「何か言いたいことがありそうだな。それも、口にするのは恥はずかしいような……？」

　揶や揄ゆするように言い当てられ、びく、と夕貴は右手を引こうとした。しかし、その手は侯爵に摑つかまれてしまう。立ち上がった侯爵に手を引かれると、あれほど動かなかった夕貴の身体がするりと椅子を立ち、彼と向かい合う形になった。

「言ってみるといい。条件次し第だいでは叶かなうかもしれないぞ？」

「で、でも……」

　からかうようにそう言われ、夕貴は視線を泳がせる。見透かされているのなら、黙だまっていないで素直に傍にいて欲しいと頼たのんでしまえばいいのかもしれない。

　けれど、それは我が儘ままが過ぎるのではないだろうか。

　そう躊躇ためらっているうちに稲いな光びかりが走る間かん隔かくが短くなり、雷鳴が大きくなってくる。

　怯おびえた夕貴は意図せず侯爵に取られた右手を動かし、彼の指を握りしめた。侯爵がくすりと笑う。

「口にするのは恥ずかしいのか？　態度はこうもあからさまなのに？」

　やはり、見透かされている。夕貴は羞しゆう恥ちに身が縮む思いだったが、同時に密かに期待した。

　夕貴の怯えを見透かした上でこんなことを言っているのなら、もしかしたら雷が鳴り止むまで傍にいてくれるかもしれない──

　しかし、いつも優しい侯爵は、なぜだか今夜は意地が悪かった。

「さて、どうするか。気持ちはわかるが、俺としては簡単に応じるわけにはいかないな」

「そんな……どうしてですか？」

「君は教授からの預かりものだ。面めん倒どうなことになったら困る」

　面倒。そんな言葉が返ってくるとは思わず、夕貴は少なからずショックを受けた。だが、雷を怖こわがるなんて子供みたいだし、相手をするのは確かに面倒だろう。

「だから先に言っておくが、一度や二度の関係で、勘かん違ちがいして甘えるのは止めて欲しい」

「…それは……そう、ですよね」

　侯こう爵しやくの言う通りだ。大学で一度助けられ、城に来てからもあれこれ気き遣づかってくれたからといって、こんなことで侯爵に甘えていいわけがない。

「深刻になってもらっても困る。これはあくまで一時のことだ。割り切った関係だと、納得できるか？」

「はい、わかってます」

　こんなことで傷ついた顔をして、この先、侯爵を困らせてはいけない。そう思って顔を上げると、彼はなぜか、皮肉な笑みに唇くちびるを歪ゆがめた。

「へえ……納得するとは思わなかったな」

「だって…普ふ通つう、そうでしょう？　でも、それでも俺……っ」

　やっぱり雷もあの部屋も怖い。だから傍にいて欲しい。そう、恥はじを忍しのんで訴うつたえようとした瞬しゆん間かん、カッ、と稲いな妻ずまが室内を白く染め上げ、夕貴はとっさに目の前にあった逞たくましい胸にしがみついた。

「……なるほど。そういえば、さっきも同じようにあれを誘っていたんだったな。ならば、割り切った関係を持つのに問題はないというわけだ」

　ぎゅっと目を閉じ、侯爵の胸に身を寄せ雷をやり過ごした夕貴は、ふいに落ちてきた侯爵の呟きにそっと顔を上げた。

　──さっきも同じように、って……。

　きっと、居間でのロバートとのやり取りを聞かれてしまったのだ。そして今、こうして侯爵に縋すがっているのだから、誰だれ彼かれ構わず甘えるような人間だと呆あきれられたのかもしれないと、夕貴は居たたまれなくなる。

　──でも、「割り切った関係」って？

　問いかけるように覗のぞき込むと、侯爵の瞳が酷こく薄はくに眇すがめられる。その口元に浮かんだ危険な笑みに、ぞくりと背筋が震ふるえた瞬間、夕貴の腰こしに力強い腕うでが回された。

　低い美声が色を変えて滴したたるような甘さを帯びる。

「そういうことなら、今夜はたっぷり可愛かわいがってやろう」

　そんな言葉と共に顎あごを掬すくわれて、夕貴は唇を奪うばわれた。

「──ッ！」

　立て続けに稲妻が空を走り、雷が鳴る。思わず息を止めると、何かが呼吸を促すかのように夕貴の唇を吸い上げてきた。

　──な、何？

　驚おどろいて緩ゆるんだ唇の狭はざ間まから、何か柔やわらかいものが入り込み、夕貴の舌に絡からみついた。

「…ッ!?　ぅン…っ」

　舌を甘く吸われ、びくりと夕貴は身を竦すくめた。何が起きているのかわからず混乱して目を見開くと、宝石のような青い瞳が信じられないくらい間近からこちらを見つめている。

「どうした、驚いたような顔をして。あれほど大だい胆たんに誘さそったんだ、もっと喜んでくれてもいいんじゃないか？」

　キスを解き、濡ぬれた唇でそう言った侯爵を夕貴は呆ぼう然ぜんと見上げた。現状認にん識しきが追いつかず、頭の中は真っ白だ。そのまま惚ほうけているうちに男の腕に抱だき上げられて、ようやく夕貴は我に返った。

「な、なに？　何するんですか!?」

「もちろん、いいことを。いや、いけないことかな」

　喉のどの奥で笑う侯爵に思わず身を竦めた時、夕貴はベッドと見み紛まがうほどに大きなソファに降ろされた。そのまま当然のように押し倒たおされて、え、と見開いた榛はしばみ色の瞳に頭上の大きな窓が映る。その向こうで稲妻が走り、夕貴は現実を見失った。

　──やだやだ、怖い……！

　子供の頃に受けたショックと恐きよう怖ふが身体中に甦よみがえる。自分の上に覆おおい被かぶさってきた男に必死になってしがみつくと、「そんなに誘うな」と軽く笑われた。その唇が首筋から耳朶みみたぶへと滑すべってゆくのに、身体が小さく震えてしまう。

「やだ、侯爵……っ」

「侯爵じゃない。レヴィンだ。言ってみろ」

　ぞくりとするほど甘い声に耳の中を満たされて、一瞬、雷の音が遠ざかった。

「レ、ヴィン…？」

　おそるおそる侯爵の名を口にすると、耳元にひとつキスされる。同時に彼の指は夕貴のシャツのボタンを一つずつ外していたのだが、そこまで気づく余よ裕ゆうはなかった。

「もう一度」

「……レヴィン」

「そう、いい子だ。ベッドの相手に爵しやく位いで呼ばれるなんて興ざめだからな」

　侯爵──レヴィンの甘い声こわ音ねに魔ま法ほうにかけられたようにぼうっとしていた夕貴は、しかし彼の台詞せりふにふと理性を取り戻した。

　──……ベッドの相手？

　誰だれが？　と初めて疑問が浮かんだ。だがそれを問おうとするより早く、レヴィンの手にパーカーごとシャツの前をはだけられてしまう。

「な、何するんですか──！」

　ひやりとした夜気が肌はだに触ふれ、夕貴は思わぬ事態に混乱した。何を今さら、とレヴィンが笑い、鎖さ骨こつの下の皮ひ膚ふの薄うすいところをきつく吸い上げてくる。瞬間、走った生々しくも甘い痛みに、夕貴はびくりと身を縮めた。

「や、やだ、何!?」

「抱いて欲しかったんだろう？　幸い俺は男もいけるからな。望み通りに楽しませてやる。まずは、この俺を他の男と同じように誘ゆう惑わくしたことを、泣くほど後こう悔かいさせてやろう」

「な、何それ!?　抱くって、ゆ、誘惑って、いったい……っ」

　どういうこと、と続くはずの言葉は、しかし紡つむぐことはできなかった。レヴィンに軽く上体を浮かされたかと思うと、シャツとパーカーを肩かたから抜ぬかれ、一度にするりと脱ぬがされたからだ。

「や、嫌いやだ、なんで……！」

「なんでって、脱がなきゃできないだろう？　それとも、着たままするのが好みか？」

　俺はどっちでもいいが、と嘯うそぶいたレヴィンが、夕貴の上でシャツを脱ぎ捨て逞しい上半身をあらわにした。

　そうして、改めて組み敷かれ、夕貴は危機感に青あお褪ざめる。ここに至って、ようやくこの状況の意味を理解したのだ。

　──そ、そんな……どうしよう!?

　今、逃にげないと取り返しのつかないことになる。

　しかし、夕貴の身体からだはあまりのことに縛しばられたように動かない。

「どこが感じる？　どんなふうにされるのが好みだ？」

「な、何、言っ……」

「早く言わないと、俺の好きにするぞ」

　そう言いながら、レヴィンは夕貴のジーンズに手を掛かけ、下着ごと手て際ぎわよく剝はぎ取ってしまう。

「や、うそ……！」

　明かりのついた書しよ斎さいのソファで、無理やり一糸纏まとわぬ姿にされた。そのあまりの恥はずかしさに泣きそうになりながら、レヴィンの目から身を隠そうと夕貴は必死で身を捩よじる。レヴィンはそんな夕貴を楽しげに見下ろし、上から押さえ込んできた。

「往生際の悪い奴やつだな。あれほどあからさまに誘っておいて」

「さそ…ッ!?」

　そんな真似まねをした憶おぼえはない。だから懸けん命めいに首を横に振ったのに、轟とどろいた雷らい鳴めいに身を竦ませた隙すきに夕貴は脚あしを開かされ、その間にレヴィンの身体が割り込んできた。

　雷かみなりどころか、このままではもっと怖いことになる。

「や、待って、待ってください…っ」

「今さら恥ずかしがることはない」

「やだ、ほんとに違ちが…っ、あ…っ」

　しっかりと押さえ込まれ、首筋を吸われる甘い痛みに夕貴は思わず声を上げた。その、自分のものとは思えない切なげな響ひびきに、ハッとして青くなる。

「や、だ…っ、俺は、そんなつもりじゃ──」

「そんなつもりもなく男を誘ったのか？　俺も、ロバートも？　綺き麗れいな顔をして悪い子だ」

　そう揶や揄ゆする声には隠しきれない苛いら立だちが滲にじんでいたが、しなやかな筋肉のついた逞たくましい身体に伸し掛かられている夕貴には、気づく余裕などあるはずもない。

　──や、どうしよう……！

　思わず縋すがるようにレヴィンを見上げると、青い瞳ひとみが間近に迫せまる。その眼まな差ざしは、いったい何の罠わななのかと思うほど甘やかな色を帯びており、このまま見つめ返していたら容よう赦しやなく捉とらわれ、取り返しのつかない深みまで引きずり込まれてしまいそうだ。

　怖こわい、と夕貴は本能的に思った。それなのに、目が離はなせない。

「おまえには仕置きが必要だな。反省するまで啼なかせてやろう」

「な…っ、ん…ッ」

　強ごう引いんに唇を奪われて我に返り、夕貴は反射的にレヴィンの胸を押し返した。だが、一回り以上もの体格差の前では、全力の抵抗も意味をなさず、彼に唇を蹂じゆう躙りんされ、搦めとられた舌を好きなように嬲なぶられるばかりだ。

　首を振って逃のがれようとすると、脇わき腹ばらや胸の辺りを彷徨さまよっていた手がふいに胸の突とつ起きを摘つまみ上げてきた。

「ッんっ、ゃ、んんー…ッ！」

　驚おどろくほどの鋭するどい刺し激げきに、びくん、と夕貴の身体が竦すくんだ。指の腹で揉もみ込むように刺激されると乳ち首くびがじんじんと疼うずきだし、背中が勝手に跳はねてしまう。

　──なに？　嫌だ、なんでこんな……。

　なぜ男に胸を弄いじられて、こんなふうになってしまうのかわからない。嫌けん悪おに竦むどころか、敏びん感かんに反応する自分の身体に夕貴が混乱していると、レヴィンがキスを解いて濡ぬれた唇に人の悪い笑えみを浮うかべた。

「敏感だな。胸がいいのか？」

「やっ、噓うそだ、違ちがう……！」

「違う？　ちょっと弄られたくらいで、こんなに硬かたくしておいてか？」

　意地悪く指し摘てきした唇が、すっと胸に降りてゆく。何、と夕貴が泣きそうな目でその行方ゆくえを追いかけると、赤く尖とがった胸の頂をレヴィンの舌先にくすぐられた。

「ひ、あん…っ」

　途と端たんに走った未知の、けれど無視できない強きよう烈れつな刺激。それはレヴィンに胸を弄られるたびにはっきりとした快感となり、雷よりもずっと夕貴を追い詰つめる。

「やめ、て…っ、それ、やっ…ぁっ……」

　胸を弄られる切なさに、なぜだか腰こしが動いてしまう。そんな自分が恥ずかしいのに止めることもできないまま、夕貴は身を苛さいなむ快楽から必死に逃れようとした。けれど、

「やぁん…ッ」

　いきなり性器を手の中に収められて、しなやかな身体がびくんと跳ねた。そこを擦こするように刺激され、いつの間にかとろりと潤うるんでしまった先せん端たんを指先でくじられる。

「ひ、あぁっ…」

「ああ、もう濡れているな。胸だけで濡れるなんて、随ずい分ぶん慣れているんだな。いやらしい身体だ」

「やだ、違う…っ、違う、から……っ、離し、て……」

　そんなところを他人に触れられるのは初めてで、夕貴は今にも泣き出しそうに顔を歪ゆがめた。だが、そんな夕貴の顔を見てもレヴィンは笑みを深めるばかりで、決して止めようとはしない。それどころか胸と下か肢しを一度に嬲り、夕貴をますます追い詰めてくる。

「面おも白しろいな。ほら、胸にキスするだけで、ここがどんどん濡れてくる……」

　そんなふうに面白がられるのは嫌なのに、尖った乳首を吸い上げられると、切ない疼きに男の手の中ではしたなく蜜みつを零こぼしてしまう。男に触れられて、そんな淫らな反応をする自分の身体が信じられない。

　逃げるどころか反対側の乳首まで尖り、じんじんと内側から疼き始めると、気づいたレヴィンがそちらにも舌を絡からめてきた。

「や、あん…っ、いや…っ、……吸うの、やぁ…ッ」

　びくびくと不器用に身をしならせて、知らず夕貴は涙なみだを散らした。だが、やめてと口では懇こん願がんしながら、力の入らなくなった両手はレヴィンの髪かみに縋りついてしまっている。

　もう雷どころではなかった。自分の鼓こ動どうが耳の中で鳴り響き、酷ひどい快楽に頭も身体もじわじわと蝕むしばまれ、意識が朦もう朧ろうとしてしまう。

　自分が男の下で脚を開き、胸を吸われるたびに腰を揺ゆらしてしまっていることも、一番恥ずかしいところを男の手に捉われて、ぬるぬると嬲られて甘く喘あえいでしまっていることも、次第にわからなくなってきた。

「は、ぁん…っ、や…ぁ……っ」

「敏感だな。ちょっと弄られたくらいでこうまで感じて乱れるくせに、誘さそったつもりはないなんて、よくもそんな生意気なことが言えたものだ」

　レヴィンが笑って何か言っていたが、無理やり与えられる快感に溺れ始めた夕貴にはそれを理解する余よ裕ゆうはない。

　だが、性器を離れたレヴィンの手が思いがけないところに触ふれた時、それまで熱く霞かすんでいた意識が冷水を浴びせられたようにはっきりした。

「や、なに!?」

「準備だよ。必要だろう？　さて、あれくらいのことで前がこうなら、中はどうなっているんだろうな？」

　夕貴の零した蜜で濡れた指が、ぬるぬると後孔こうを撫なでている。そんなところに触れられるなんて信じられず、夕貴は目を瞠みはってレヴィンを見上げた。その瞬しゆん間かん、

「……ッ!?」

　ず、と指先が入ってきた。浅い位置で小さく抜ぬき差しを繰くり返し、少しずつ奥へと入り込んでくる。

「──や、だ…！　なに？　なに、して……っ」

　夕貴は身を硬くして、それ以上の侵しん入にゆうを阻はばもうとした。だが、身体からだに力を入れれば入れるほど、レヴィンの指をより鮮せん明めいに感じてしまう。

「力を抜け。痛い思いはしたくないだろう？」

「や、でき、な……っ」

　夕貴がぎこちなく首を振ると、軽い溜ため息が降ってきた。諦あきらめてくれたのだろうか？　そう期待した時、散々吸われて赤くなった胸をレヴィンの指に押し潰つぶされた。

「あん…っ」

　途端に走った鋭い刺激に腰がびくん、と跳ねてしまう。その拍ひよう子しに夕貴の身体の力が抜けて、まるで自分から吞のみ込んだかのように後孔の奥までレヴィンの指に犯おかされてしまった。

　その衝しよう撃げきも収まらないうちに、先ほど押し潰された乳首を今度は摘み上げられる。

「や、やだ…っ、やめ、て……っ」

「なぜ？　ここは好きだろう？　自分から上手に俺の指を吞み込んだご褒ほう美びだ。さすがにわずか数日で男を誘い込むだけのことはあるな」

　意地の悪いことを言いながら、レヴィンが中の状態を確かめるように指を動かし、同時に尖った胸の先端を指の腹で擦ってきた。

　鋭い刺激が身体を貫き、夕貴はレヴィンの指を締しめ付けながら腰をびくびくと震わせてしまう。すると、レヴィンの指先に身体の奥をくすぐられた。

「や、やっ、指、やぁ…ッ」

　やめて、というようにぎゅっと後孔を締めたのに、レヴィンは構わず中で指を蠢うごめかせた。何かを探すようにくまなく触れて、戦慄わななく内ない壁へきをあちこち刺激してくる。

「や、うそ…っ、いやぁ…っ」

　そんなところに他人の指を吞まされるのは初めてで、夕貴はどうすればいいのかわからない。しかもその指はレヴィンのものだ。夕貴がずっと憧あこがれていた、シルフォード侯こう爵しやくの──

「──ッ」

　それを意識した瞬間、ずくりと腰の奥が甘く疼いた。夕貴を内側からいやらしく苛いじめているのも、胸を舌や唇くちびるで散々に嬲り尽つくしているのも、他ほかでもない侯爵なのだ。

　その人にこんな淫らなことをされ、乱れる姿を見られているのかと思うと、燃えるような羞しゆう恥ちに包まれる。

「や…ッ、やめ、て……こん、な、こと……っ」

　切れ切れに訴うつたえると、笑みを浮かべたレヴィンが口づけてきた。酷いことをしているくせに触れた唇はとても優しくて、夕貴は思わず助けを求めるようにレヴィンの胸にすがりつく。自分を追い詰めているのは、他ならぬレヴィンその人だというのに。

「や…っ、も、助けて…っ、おかしく、な…る……っ」

「可愛かわいいな、まるで初めてみたいな顔をして。そうやっていつも男を煽あおるのか？」

　煽ってなんかいない。そう言いたいのに、後孔を犯す指を増やされて、まともな言葉が紡つむげない。

「…やっ、も、ダ…メぇ……っ」

　内壁を擦って奥まで入り込んでくる長い指に、びくびくと背筋が震える。

　そんなことがあるはずないのに、体内を指で優しくかき回されているうちに、そこには痺しびれるような甘い疼きがじくじくと脈打ち始めていた。

　それは自分を犯おかす指が誰だれのものなのかをはっきり意識した、あの瞬間からだ。憧れの人に腰の奥まで弄られていると思ったら急に身体が狂くるい始め、後孔を巧たくみに刺激されるたびにそこが柔やわらかく甘く熟してゆく。

「や、やだ……お、願い……っ」

　それ以上しないで、と夕貴は必死に懇願した。けれどレヴィンは夕貴の腰こしを撫でながら、そこを犯す指を三本に増やしてくる。

「やだ、いや、も、だめ…っ、も、怖……っ、あん…っ」

「何が嫌いやで駄だ目めで怖こわいんだ？　こんなに感じておいて。ん？」

　笑みを含ふくんだ甘い声が、意地悪な囁ささやきを耳に流し込んでくる。そのまま舌を入れられて、後孔には三本の指を根元まで吞まされ、全身を貫つらぬいた衝撃に身体がびくんとのけぞった。瞬間、先端からとろりと蜜が零れる。

「…あんっ、やぁ……っ」

「まだ嫌か？　指だけでこんなに感じてとろとろになっているくせに、なかなか強ごう情じようだな」

　壊こわしがいがある、と恐おそろしいことを甘く囁かれて、夕貴は小さく息を吞む。

「心配しなくても痛いことはしない。強情なおまえを、優しく、いやらしく壊してやる」

「いや、そんなの……っ」

　もう十分おかしくされているのに、これ以上壊されるなんて怖い。そう夕貴は必死に訴えたのに、やはりレヴィンは聞いてくれず、身体の中のある一点を強く刺し激げきしてきた。

「あぁ…ッ!?」

　びくん、と夕貴の身体が大きく跳はねた。

　そこは時々レヴィンの指がかすめていたところで、何かとても怖い場所だと夕貴も薄うす々うすと察していた。

　そこを強く刺激され、罪深いほど甘い刺激が夕貴の体内でずくりと疼うずく。

「や、そこやだ、さわ、らない…で……っ」

「そこって、どこを？」

　白々しく尋たずねたレヴィンが、またそこを刺激してくる。

　いや、と夕貴は甘い悲鳴を放ち、男の腕うでの中で身を引き攣つらせた。内壁までが淫みだらに震え、きゅうっとレヴィンの指に絡からみつく。レヴィンは意地悪く中で三本の指を広げ、その中の一本で夕貴の弱みをいいように刺激してきた。

「や、あ、あんっ、あぁ…っ！」

　ぎゅっと収縮しようとして果たせず、内壁がひくひく戦慄いている。そんな状態で弱いところを容よう赦しやなく刺激されているだけでも辛つらいのに、この上レヴィンはとろとろと雫しずくを零こぼしている夕貴の性器の根元を強く圧あつ迫ぱくしてきた。

「許して欲しいか？」

「…ゆ、して……許して……っ」

「なら、こう言ってねだってみろ」

　優しい声に思わず夕貴が頷うなずくと、信じられない指示が耳元に下された。

「そ、な……言えない……っ」

「そうか。ならばこのままだ」

　そう言うなり、レヴィンの指が後孔で蠢いた。前を縛いましめている指まで使い、震える性器の裏側を指先でなぞり上げてくる。

「や、あぁ…っ、も、離はなし、……っ」

　狂おしいほどの甘い刺激が腰から背筋を駆かけ上がり、頭の中まで焼き尽くす。

　けれど、その快感を逃にがす先はどこにもなかった。腰の奥から滲にじみ出る甘苦しい疼きはじっとりと蜜みつのように身体に溜まるばかりで、一気に高みに駆け上がって解放されたいと泣なき濡ぬれる前はレヴィンに縛められている。

　そんな苦痛と紙一ひと重えの快楽に、夕貴が耐たえられるわけがない。初めての身体には過ぎるほどの刺激は夕貴の涙るい腺せんを壊し、次いで理性と羞恥をあっけなく突つき崩くずした。

「……れを、って…っ…」

　楽になりたい一心で、夕貴は命じられた言葉を必死で紡いだ。

「何だって？　よく聞こえないな」

「…おれ、を……奪うばって、……」

「奪って、それから？」

「…なた、の……もの、に……して、くださ……ぃ」

　優しいのに酷ひどい声に促うながされ、何とかその言葉を口にした途と端たん、後孔から指が引き抜かれた。

　甘い責め苦から解放されて、ほっとしたように身体が脱力する。だが、散々に弄られた後孔こうがすぐにじくじくと切なく疼き始めた。

「いい子だ、夕貴。よく言えたな」

「やだ、助けて……っ」

「ああ、わかってる。そう急せかすな」

　ご褒美のようなキスの後、戦慄く後孔に熱いものが押し当てられた。ぐっ、と強く押し付けられたかと思うと、それが潜もぐり込んでくる。

「あ…っ、や、あぁ…ッ」

　それは指とは比べ物にならない、圧あつ倒とう的てきな質量だった。けれど単に解ほぐすという以上に弄もてあそばれていた夕貴のそこは、とろけるように柔らかく、傷つくことなくレヴィンの猛たけりを吞のみ込んでいく。

「…ぅ、ん…っ」

　苦しい。それは本当なのに、腰の奥が早く、早くと疼いている。淫らに熟うれた内壁を、ずる、ずるりと擦こすられるたび、そこから滲み出る甘美な刺激に身体中が切なく震ふるえだした。

　夕貴はレヴィンにすがりつくことでそれを堪こらえた。彼の熱にじわじわと身体からだを拓ひらかれていく感かん触しよくに必死になって耐えていると、やがて大きく開いた脚あしの間に逞たくましいレヴィンの腰が密着した。

「あ、ん…っ」

「上手に全部吞み込めたな。お利口だ、夕貴」

　小さな子供を褒ほめるような言葉を掛けられて、本当なら悔くやしいはずなのに、夕貴はなぜだかホッとしてまた涙腺が緩ゆるんでしまった。額に落ちてきたレヴィンのキスが、酷く優しかったからだろうか。

「泣くほどいいのか？　可愛いな」

　違ちがう、と言いたかったが、身体を男に繫つながれて感じているのは本当だった。

　時間をかけて拓かれた身体は痛みを与あたえられることはなく、無理やり犯されているはずなのに快楽ばかりが押し寄せてくる。そのため淫らに熟んだ後孔は、怯おびえるどころかむしろ甘えて男に柔らかく絡みついた。

「慎つつましいかと思えば、この反応だ。いやらしいな」

「やだ、違う……ッ」

　からかわれ、夕貴は涙なみだの滲にじんだ目でレヴィンを強く睨にらんだ。けれど、「何が違う？」と軽く腰を揺ゆさぶられただけで、眼まな差ざしはたちまち熱く潤うるんでしまう。

「や、やっ、動か…ない、で……っ」

「嫌だも動くなもないだろう。こんなに悦よろこんでおいて」

「やだ、違う…っ」

「そうか？　じゃあ、どうしてここが、こんなになっているんだろうな？」

　レヴィンが蜜を零し続けている夕貴の性器を柔やわらかく手に包み、扱しごきたててきた。

　身体の勝手な反応を笑われるのは悔しくて恥はずかしくてたまらないのに、前を弄いじられ、中をレヴィンの熱く猛ったもので擦られると爛ただれるような快楽が滲み出してくる。

「あ、あんっ、や、め…っ、いや…ぁっ…！」

「噓うそを吐つくな。イイんだろう？」

　次第にレヴィンの動きが速くなり、これまで以上の凄すさまじい悦えつ楽らくが身体の奥から全身へと広がった。刺激されればされるほどに身体の芯しんまで甘苦しい快楽に蝕むしばまれていく。

　弱いところを集中的に狙ねらわれながら揺さぶられ、あられもなく開いた下か肢しをはしたなく濡らし、夕貴が泣きながら淫らな刺激を送り込んでくる男の逞しい肩にしがみついた時、

「ほら、いけよ」

　押し殺した囁きを耳元に聞いたと思った瞬しゆん間かん、ずん、と容赦なく最さい奥おうを男に拓かれた。

「やっ、あ、あぁっ……！」

　震えがくるほどの愉ゆ悦えつに耐え切れず、男に命じられるまま夕貴は断続的に熱を放つ。そうする間にも何度も身体を犯されて、やがて深いところを熱く濡らされたような気がしたが、もう夕貴にはよくわからない。

「は、あ……」

　糸を切られた操あやつり人形のように、全身ががくりと脱だつ力りよくする。

　そのまま夕貴は意識を手放してしまった。




　　　　２




　午後の陽ひ射ざしが西に傾かたむき、書庫の内部に美しい陰いん影えいを描えがき出す。

　けれど、その光景を楽しむ余よ裕ゆうは今の夕貴にはなかった。

「──あんな人だとは思わなかった」

　呻うめくように言って唇くちびるを嚙かみ締しめ、分類した十数冊を次々と書しよ棚だなに納めていく。

　──俺はただ、雷かみなりとあの客間が怖こわかっただけなのに。

　頭の中では、今朝レヴィンに抗こう議ぎした時のやり取りがぐるぐると渦うず巻まいていた。

『どうしてあんな……っ、あんなこと、したんですか』

　今朝、いつの間にか運ばれていた客間のベッドで目覚めた夕貴は、様子を見に来たレヴィンに震ふるえる声で抗議した。身体からだが綺き麗れいに清められていたことに思い至る余裕もなく、無理を強しいられた恐きよう怖ふと羞しゆう恥ちに身を縮めながら。

『今さら文句を言うのはマナー違い反はんじゃないか？　誘さそってきたのはそっちだろう』

　平然とそう答えたレヴィンに、しばし夕貴は絶句した。

　自分は誘った覚えはない。それなら、何か誤解があるのかもしれない。

　そう思い、夕貴は混乱しながらも懸けん命めいに自分の事情を説明した。

　自分が昨夜レヴィンにすがってしまったのは、雷や客間に戻もどることが怖かったからで、彼を誘う意図などこれっぽっちもなかったことや、自分がストレートであること。

　そして自分がどんなに怖がりか、なぜ雷が苦手なのかも打ち明けたし、だからロバートに一いつ緒しよにいてくれるように頼たのんだということも説明した。

　そうしてすべてを明らかにした後、レヴィンは驚おどろいた様子でしばらく黙だまり込んでいた。

　だが、次に口を開いた時、彼はこう言ったのである。

『つまり、おまえは初めてだったのか。反応がいちいち初うい々ういしい訳だ』

　その言葉は否いや応おうなく昨夜の記き憶おくを思い起こさせ、ショックと羞恥に夕貴は頭まで毛布を引き被かぶって丸くなった。レヴィンが部屋を出て行くまで何を言われても答えず、ずっと身を縮めていた。そうするより他ほかに、身の置き所がなかったのだ。

「あんな人に憧あこがれてたなんて……バカみたいだ」

　手元の本の革表紙に、ぽつりと小さな呟つぶやきが落ちる。

　この城に来てから、レヴィンがただ気さくで優やさしいだけの紳しん士しではなく、女性関係が派手なことや、随ずい分ぶん享きよう楽らく的な考えの持ち主であることに気づいてはいた。だが、

　──まさか、あんな誤解をされるなんて。

　レヴィンに、自分が男を誘うような人間だと思われたのかと思うと、ショックのあまりどうしていいかわからない。

　昨夜、無理やり抱だかれたことで心に大きな打だ撃げきを受けたが、それよりもレヴィンにそんな誤解をされたことの方がずっと深く胸に突つき刺ささっている。

　──それに、今朝の説明で誤解が解けたかどうかもわからない……。

　そして何より、昨夜の自分が夕貴には信じられなかった。

　嫌いやだ、やめてと言いながら、夕貴の身体はレヴィンに触ふれられて嫌けん悪おに震えるどころか、彼に抱かれて悦んでしまった。

　恥ずかしい言葉を強要され、それを泣きながら口にしたことを思うと、酷ひどい羞恥と自己嫌悪にこのまま消えてしまいたくなる。

　──俺、なんであんなふうに……。

　あれでは誤解されても仕方がない。

　できることなら、昨夜の自分を消し去ってしまいたい。

　そうでなければ書庫の整理など放ほうり出し、今すぐ城から逃にげ出したかった。けれどバレット教授に頼むと言われたことを思えば、仕事を投げ出すこともできない。

　──早く片付けて、一秒でも早くここから出て行こう。

　もう、そうするしかない。そのために夕貴は書庫に籠こもり、ひたすら本を片付けた。

　お茶や食事の時間になっても出てこない夕貴を心配してスチュアートやロバートが声を掛かけてくれたが、適当な理由をつけて断った。

　食しよく欲よくなどなかったし、今の自分を誰だれにも見られたくなかったのだ。

「みんなに心配をかけちゃいけないって、わかってるけど……」

　それでも仕事に集中していれば、余計なことを考えずに済む。

　夕暮れの光の中、夕貴はきゅっと唇を嚙かみ締め無言で作業を続けた。

　やがて陽が沈しずんで月が輝かがやき始める。照明のスイッチを入れると、クリスタルのきらめくシャンデリアにふわりと柔らかな光が灯ともった。

　その明かりの下で作業を進めている間に、夕食の時間だと声が掛かった。

「すみません。今はちょっと……いえ、当分、手が離はなせなくて」

　そんな言い訳が通用するとも思えないけれど、夕貴は鍵かぎの掛かったドア越ごしにまた断ってしまった。

　──こんなことしてたら、スチュアートさん達に絶対変に思われる。

　夕貴はすがるように抱かかえた本を抱だき締めた。まだ気持ちの整理がつかず、書庫を出る勇気が持てないのだ。もしも出て行ってレヴィンに出くわしたらと思うと、足が竦すくんでしまう。

　──だって、どんな顔をすればいいのかわからない。それに……。

　どんな目で見られるか──そう思っただけで、すうっと背筋が寒くなる。

「……やめよう。とにかく作業を進めなきゃ」

　重い溜ため息をついて本を抱え上げた時、ふいにノックの音が響ひびいた。

「夕貴、そろそろ出て来るんだ。もう十時半だぞ」

「……っ」

　今一番聞くのが怖かった声に思わずびくりと身を竦ませて、夕貴はその場に凍こおりつく。

「夕貴。返事をして、ここを開けろ。聞こえているんだろう？」

「……」

「朝から食事も摂とっていないと聞いたぞ。おまえが倒たおれているんじゃないかと、うちの者達が心配している。とにかくここを開けるんだ」

　心配──それを言われると、悪いと思っているだけに逆らえない。

　夕貴は抱えていた本を置き、おずおずとドアに歩を進めた。鍵を開ける時に躊躇ためらったけれど、レヴィンやメイド頭がしらがマスターキーを持っていることに今さらながらに思い至る。

　──じゃあ、みんな、俺の気持ちを汲くんでくれて無理に入ってこなかった……？

　理由も言わずに書庫に立てこもるなんて子供の我が儘まま同然の行こう為いを、見守るような温かさで彼らは許してくれていた。

　もしかしたら、今のレヴィンもそうなのかもしれない。

　彼は城主の権限で強ごう引いんにこのドアを開けられるのに、夕貴が自分から鍵を開けるのをじっと待ってくれている。

　なぜ彼がそうしているのかは、わからない。わからないけれど、

　──でも、このままじゃ本当に子供の我が儘と同じだ。

　夕貴は思い切って手を伸のばし、重い音をたてて鍵を開けた。

　すると、向こう側からドアが押し開かれ、レヴィンが顔を覗のぞかせる。

　その端たん整せいな容よう貌ぼうには、いつもの意地悪で皮肉な笑えみはなく、代わりにどこかばつが悪いような、困ったような表情が浮うかんでいた。

　──なんで、そんな顔……。今朝はあんなに平然としていたのに。

　訝いぶかしく思ったが、それ以上は彼を見ていられず、夕貴はレヴィンからそっと顔を背そむけた。

「入っても構わないか？」

「……どうぞ」

　自分の城なのに、なぜそんなことを自分に尋たずねるのだろう。よくわからないまま短く答え、夕貴はくるりと背を向けた。

　先ほど置いた本を手に取り、分類の済んだ本の上に重ねて螺ら旋せん階段を上がり始める。

　そんな自分を、緩ゆるい歩調でレヴィンが追ってくる気配がした。

「それを棚たなに仕し舞まったら、今日は終わりにしておけ。さっさと終わらせて、一秒でも早くここを出て行きたいと思っているんだろうが、こんなやり方では身体からだを壊こわす」

「そんなの、あなたには関係ないでしょう。放っておいてください」

　夕貴は必死に平静を装ったが、声の震えは隠かくせなかった。

「放っておけるか。おまえがこんな無む茶ちやをしているのは俺のせいなんだろう？」

　──そんな優しい声を出すなんて、ずるい。

　夕貴は唇くちびるを嚙かみ締しめた。

　あんな顔を見せられて、こんな声と言葉を聞かされたら、もしかしたらレヴィンが昨夜の誤解を認めて、自分のことを気にしてくれたのかと期待してしまう。

　──バカみたいだ。あんなことされて、今朝だってあんなふうに言われて……それでもまだ、レヴィンに期待するなんて。

　けれど普ふ段だんのレヴィンの優しさを身をもって知っているだけに、彼への憧れを思い切ることもできない。理り不ふ尽じんだと思っても、夕貴の中では今でもレヴィンは憧れの人のままなのだ。

　──でも、この人にとっての俺は……。

　今でも誤解されたままなら、きっと軽けい蔑べつされている。

「……っ」

　そう思ったらたまらなくなって、夕貴はその場に立ち止まった。

「俺……っ、俺は……」

「夕貴？」

「あんな、あんなこと──誘さそったりなんか、してません」

　ふいに泣きたくなるような感情が込み上げ、夕貴は喉のどを塞ふさがれる。それを堪こらえて搾しぼり出した声は、今にも消え入りそうだった。

「──ああ。わかっている」

　落ち着いたレヴィンの答えに、夕貴はびくりと身を硬かたくする。本当にわかってくれたのだろうか？　不安に思いながら、見えない何かに操あやつられるように夕貴は肩かた越ごしにそっと背後を振ふり返った。

「少し考えれば──いや、本当は考えるまでもなかったんだ。おまえが気軽に男を誘うような人間じゃないことを、俺は知っていたはずなのにな」

　階段の下で、どこか困ったようにレヴィンが微笑ほほえんでいる。

　では、本当に今朝話したことを信じてくれたのだろうか。

　それを確かめたくて夕貴は身体ごと背後を振り返る。途と端たん、ぐらりと身体が傾かしいだ。

「あ──！」

　緊きん張ちように空腹、連日の睡すい眠みん不ぶ足そく。様々な要因が絡からみ合い、夕貴は強きよう烈れつな目眩めまいに襲おそわれた。そのほっそりとした身体が倒れこむように、階下へと投げ出されてゆく。

「危ない！」

　見えない手で耳を塞がれたようにぼんやりとした聴ちよう覚かくを、レヴィンの必死な声が貫つらぬいた。いつも余よ裕ゆうを崩くずさない彼がそんな声を出すなんて──と、頭のどこかで思った時には、夕貴の身体はレヴィンの胸にしっかりと抱きとめられていた。

「くっ──」

　レヴィンは夕貴を片かた腕うでで抱だき、もう一方の手で手て摺すりを摑つかんで衝しよう撃げきに耐たえる。それに夕貴が気づいたのは、少し後のことだ。

　目眩が治まってそっと顔を上げた時、かすかな血の臭においにハッとした。

「す、すみません、侯こう爵しやく！　どこか怪け我がを──？」

「少し擦すり剝むいただけだ。こんなもの、怪我のうちに入らない」

　細やかな彫ちよう刻こくの施ほどこされた手摺りをとっさに握にぎったせいで、レヴィンの手のひらは幾いくつか傷を負っていた。だが、夕貴が急いで確かく認にんしたところ、傷はどれも浅いようだ。

「よ、よかった……。ごめんなさい、俺の不注意で……」

「そうだな。これで二度目だ、落ちてくるおまえを受け止めるのは」

「え？　二度目、って──」

　まさか、と夕貴は目を瞠みはる。

　レヴィンは夕貴を抱いたまま階段にゆっくりと腰こしを下ろし、自分の膝ひざの上に夕貴を載のせた。そして真面目まじめな顔で覗き込むように目を合わせてくる。

「覚えているか？　おまえは大学の資料室で、書しよ棚だなに架かけた梯はし子ごから落ちたことがあっただろう」

　え、と小さく呟つぶやいて夕貴は目を見開いた。

　あの時のことは、もちろん覚えている。忘れる訳がない。あれは夕貴にとって、レヴィンとの大切な思い出であり、彼に憧あこがれを抱くきっかけだった。

　──覚えているのは俺だけだって思ってたのに、まさかレヴィンが覚えていてくれたなんて。

　信じられない。そんな思いが喜びよりも大きくて、夕貴は声も出せないままレヴィンをじっと見つめる。

　そんな夕貴にレヴィンは苦く笑しようを深くして、どこか照てれ臭くさそうに漆しつ黒こくの髪かみを搔かき上げた。

「あれより前から、俺はおまえを気に入っていたんだ」

「え…？」

　ぱち、と夕貴は知らず瞬まばたきをした。思いがけないレヴィンの言葉に、頭が上手うまく働かない。

「え、と……それじゃ、俺のこと、ずっと前から知ってたんですか？」

「知ってたさ。当然だろう？　おまえはバレット教授の一番のお気に入りだ。そして他ほかの学生達と違ちがって俺のことなど見向きもしない。真面目で勉強熱心で、教授をまっすぐに追いかけて──そんなおまえを見ているのが、俺は楽しかった」

「た、楽しいって……？」

「おまえの表情がくるくる変わるのも面おも白しろかったし、危なっかしくてはらはらしたことだって何度もある。おまえが梯子から落ちた時は、いいきっかけになると思った。おまえと話してみたかったからな」

　だが、とレヴィンは夕貴の頰ほおを柔やわらかく抓つねった。

「あ、あの？」

「おまえは知らん振ぷりだった。この城に来た時も初めて会ったような顔をして、どうして名前を知っているのかなんて不思議そうに訊きいてきたしな。俺にはなかなか打ち解けないし、いつまで経たっても侯爵呼ばわりなのに、ロバートとはたった四、五日で随ずい分ぶん仲良くなったようじゃないか」

　不公平だ、と軽く睨にらまれ、夕貴は慌あわてて首を振った。

「そんな、知らん振りなんかしてません！　まさかあなたが俺のことを覚えててくれるなんて思わなかったし、侯爵は侯爵だから失礼があったらいけないし……っ」

「レヴィンと呼べと、言っただろう？」

　焦あせった夕貴の唇を人差し指で押さえると、レヴィンはどこか人の悪そうないつもの笑みを浮かべた。

「つまり俺は、そのくらいおまえのことを見ていたんだ。もちろん、おまえが男を誘うような人間じゃないことも知っていた。ただ、おまえがそこまで怖こわがりだとは知らなかったから、昨夜はつい誤解してカッとなって──」

　ふいに言葉を途と切ぎれさせ、レヴィンは困ったように眉まゆ根ねを寄せた。そして一度閉じた目を思い切ったように開き、まっすぐに夕貴を見つめてくる。

「悪かった。あんなことは、もうしない。おまえを傷つけるようなことは、絶対に」

「え、？」

　レヴィンの膝の上に座り込んだまま、思わず夕貴はきょとん、とした。

　レヴィンの謝罪があまりに早口で聞き逃のがしそうになったせいもある。だが、それ以上に、身分も立場も高ければプライドも高いこの高貴な人が、自分などに謝るとは思わなかったのだ。

「あ、あの、俺もごめんなさい」

　レヴィンの謝罪には驚おどろかされたが、もともと夕貴が一番気にしていたのは自分が男を誘うような人間だと彼に誤解されたことだ。

　その誤解が解けたとわかったら張はり詰つめていたものが急に緩ゆるみ、素す直なおな気持ちが言葉になって溢あふれ出す。

「俺、あなたが俺のことずっと前から気に掛かけてくれていたのに、無視するような真似まねをして……ごめんなさい」

「いや。責めておいて言うのもなんだが、それは俺が自分から話しかければ済む話だったな」

「でも俺、侯爵──じゃなくて、レヴィン、に大学で助けてもらった時、とても嬉うれしかったんです。本当はちゃんとお礼を言いたかったのに、俺はあなたに憧れていたから、簡単には近づけなくて──」

「待て。──憧れていた？」

　耳ざとくレヴィンに聞きとがめられ、ハッとして夕貴は口を噤つぐんだ。

　だが今さら黙だまっても、もう遅おそい。自分の迂う闊かつさを呪のろいながら、夕貴はさあっと首筋まで薄うす紅べに色いろに染まってゆく。

　それを見て、レヴィンがニヤリと口の端を引き上げた。実に意地悪そうな笑顔だ。

「へえ？　夕貴は俺に憧れていたのか」

「そ、それは、違ちが……」

「違う？　こうして俺に抱かれて、逃にげる素そ振ぶりもないのにか？」

「なっ……！」

　確かに夕貴はレヴィンの膝に載のせられ、抱だき寄せられている状態だった。それを嫌いやだとも変だとも思うことなく、当たり前のように受け入れていた自分に気づかされ、夕貴は慌てて逃れようと身を捩よじる。

　すると、それを見み越こしていたようにレヴィンが抱く腕に力を込めてきた。

「ちょっ、ちょっともう、離してください…っ」

「わかったから耳元で大声を出すな。それから、まずは自分の体調を考えろ。勢いに任せて立ち上がれば、また倒たおれて階段落ちだぞ」

　言われてみれば、確かにそうだ。だが理解はできても気が治まらず、むっと夕貴は押し黙だまる。レヴィンはそんな夕貴の頭をくしゃりと撫なでて、身体からだを支えるようにしてゆっくりと立ち上がらせてくれた。

「気分はどうだ？」

「……っ」

　俯うつむいていると、レヴィンが夕貴の栗くり色いろの前まえ髪がみを搔き上げ、顔を覗のぞき込んでくる。

　もちろんレヴィンは、目眩めまいがしないかどうかを確認しているに違いない。

　だが夕貴にしてみれば、憧れていた自分にこんなふうに大切に扱あつかわれる気分はどうだ、と問われているように思えてしまう。

　そんなことを考えてしまった自分が無む性しように恥はずかしく、夕貴は真っ赤になった顔を隠かくすようにますます深く俯いた。

「……どうもありがとうございました。もう大だい丈じよう夫ぶなので、俺は作業に戻もどります。それでは、おやすみなさい」

　言外に出て行って欲しいと伝え、夕貴は逃げるように階段を降りようとした。しかし一段も進まないうちに「ちょっと待て」とレヴィンに肩かたを摑つかまれる。

「作業に戻るって、まだ続ける気なのか？」

　本当のことを言えば、夕貴はどちらでも構わなかった。ただ作業を口実に、レヴィンの傍そばから逃げたかっただけだ。

　けれどそう尋たずねられると、つい張らなくてもいい意地を張ってしまう。

「そうですけど。それが何か？」

「まだ続けるのか？　意外だな。怖がりの夕貴が、こんな時間に独りで書庫に籠もるのが平気だとは思わなかった」

「確かに俺は怖がりだけど、ここは明るいし建物は綺き麗れいだし、怖い壁へき画がも肖しよう像ぞう画がもなくて落ち着けるから平気です。今夜はここに泊とまり込む予定だし」

「そうか、よりにもよってこの書庫にか。俺に言わせればあの客間よりも、ここのほうがよほど……」

　思わせぶりに言葉を切って、レヴィンが書庫の内部を見回している。

　その様子に嫌な予感を覚え、夕貴はこくりと喉のどを鳴らした。

「あの……『ここのほうがよほど』何なんですか……？」

「いや、止めておこう。おまえの決意に水を差すこともないからな」

　レヴィンは夕貴が落とした本を拾いながらそう答え、本を階段の隅すみに積み上げるとまっすぐに夕貴に向き直る。

「俺は夕貴の意思を尊重しよう。独りで頑がん張ばってくれ。ま、もう少しすればここは人数が増えるから、それほど寂さびしくはないだろうしな」

　え、と夕貴は瞬まばたきをした。嫌な予感が確信めいたものに変わり、ひやりと背筋を寒くする。

「ちょっ、ちょっと待ってください。人数が増えるって、どういうことですか？」

「何だ、スチュアートもロバートも教えてくれなかったのか？」

　レヴィンはわざとらしく驚いたような顔をした。そして周囲にそっと目を配り、重大な秘密を打ち明けるように声を潜ひそめる。

「実はここには、ゴーストが出るんだ」

「え…っ!?」

　まさか、と言いながらも夕貴は一いつ瞬しゆんで青ざめた。

「ここが昔、砦とりでとして建てられたことは知っているだろう？　この城が戦場になった時、ちょうどこの辺りで大勢の人間が戦死したそうだ」

「じゃ、ゴーストって……せ、戦死した人たち、が……？」

　ああ、とレヴィンは頷うなずいた。

「それだけでもないようだが、まあ古い城だからな。ゴーストくらい、いて当然か」

　さらっと怖いことを言われ、夕貴はもう声も出ない。

　──うそ、だよな……？　きっと冗じよう談だんだ。俺を怖がらせて楽しむつもりなんだ。

　しかし、いくら待ってもレヴィンは「冗談だ」と言ってくれない。まさか本当の話なのだろうか？　冷や汗あせが背筋を伝い落ちる。

「さて、そろそろ俺は退散しよう。邪じや魔まをして済まなかったな」

「待っ──！」

　夕貴はとっさにレヴィンの上着の裾すそを摑んだ。彼が足を止め、肩かた越ごしに振ふり返る。

「何だ？　この手は」

　にやりと笑った口元が悔くやしい。悔しいが、摑んだ上着を放すわけにはいかない。

「あの、つまり、その……、別に邪魔じゃないです。あなたがここにいても」

「だが俺は食事もまだだし、そろそろ休みたいんだが？」

　なんて意地悪なんだろう、と夕貴は唇くちびるを嚙かみ締しめる。

「放してくれないか？　この上着が気に入ったなら、毛布代わりに置いていっても構わないが」

　夕貴が答えられずにいると、数秒の間を置き「それとも──」とレヴィンが続けた。

「意地を張るのは止めて、俺と来るか？」

「……っ」

　ハッとして夕貴は顔を上げた。こちらを見下ろす青い瞳ひとみは夕貴をからかってはおらず、ただ諭さとすような色を映している。

「来るな？」

　優やさしい声で促うながされ、夕貴はこくりと頷いた。この辺りが引き際ぎわだ。

「……そうします」

「食事もするな？」

「…はい」

　不思議なほど素す直なおな気持ちで頷くと、視界の隅に映るレヴィンの肩が小刻みに震ふるえだした。どうしたのだろう？　と、不ふ審しんに思って顔を上げた夕貴の前で、堪こらえきれないというようにレヴィンが吹ふき出し、声を上げて笑い出す。

「バカだな夕貴、そんなに騙だまされやすくてどうするんだ。こんな噓を真に受けるなよ」

「…うそ？」

　きょとん、と夕貴は目を丸くした。レヴィンはまだ肩を揺ゆすって笑っている。

「噓だ、噓。ゴーストなんかいるわけないだろう」

「なっ…！　か、からかったんですか!?」

　悔しさと羞しゆう恥ちに真っ赤になって、夕貴はレヴィンの上着を放ほうり出すように手放した。

「人をバカにするのもいい加減にしてください！」

　夕貴の叫さけびとレヴィンの笑い声が、天てん井じように吸い込まれていく。それが二人の上に降り注ぐように響ひびく中、ようやくレヴィンが笑いを収めた。

「からかった訳じゃないぞ。バカにしたつもりもない。おまえが素直にならないから、ちょっと引っ掛かけただけだ」

「……大笑いしたくせに」

「不ふ可か抗こう力りよくだ。恨うらむなら面おも白しろいように反応する自分を恨むんだな。さて、約束通りダイニングへ行って食事にしよう。いい加減、腹が減っただろう？」

　言われてみれば、確かに夕貴は空腹だった。一度それを自覚すると、朝まで我が慢まんなんてできそうにない。でも、と夕貴が迷っていると、

「わかった。笑った俺が悪かった。謝るから機き嫌げんを直してくれ」

　そう言って微笑ほほえんだレヴィンに、こつん、と頭を小こ突づかれる。その笑え顔がおと仕草が夕貴の頑かたくなな何かに響き、気づけば「……はい」と頷いていた。

　書庫を出て、大人しくレヴィンの後について歩いていると、彼は「そうだ」と肩越しに振り返った。

「夕貴、今夜からどこで寝ねる？」

「え？　どこでって……」

「あの客間は怖こわいんだろう？　部屋ならいくらでもあるが、多分どれもダメだろうな。何しろ古い城だから、色々ある」

　色々、とは何だろう。まさか、この城にはやっぱりゴーストが出るのでは、と怖い考えに夕貴が背筋を寒くしていると、レヴィンが思いがけない提案をした。

「俺の寝しん室しつはどうだ？　ドレッシングルームが二つあるんだが、その一つにベッドを用意した。嫌いやでなければ使うといい」

「え、でも」

　振り返らずに告げた背中を、夕貴は戸と惑まどって見上げた。彼は厚意でそう言っているのだろうけれど、昨夜のことを考えると躊躇ためらってしまう。

「何もしないから心配するな。ドレッシングルームは俺の寝室内だが、ドアも壁かべもあるから個室のようなものだ。簡単なものだが鍵かぎも取り付けたから、安心していい」

　夕貴の不安を見み透すかしたように、レヴィンがちらとこちらを振り返った。

「俺は、その気のない相手に無む理り強じいをする趣しゆ味みはないんだ。怖がりの子供に手を出すほど困ってもいないしな」

　子こ供ども扱あつかいされて、夕貴はむっと眉まゆ根ねを寄せた。昨夜、嫌がる『子供』相手にあんなことをしたのは誰だれなのかと問いかけたくなる。

　けれど、彼が自分の怖がりをバカにせず、部屋の一部を明け渡わたすと申し出たことに夕貴は少なからず驚いた。

　なぜ、そこまでしてくれるのだろう。不思議に思った夕貴は、昨夜、お茶を飲みながらきちんと休むように言われたことを思い出した。

　──もしかして、俺のこと心配してくれたのかな。ひょっとして食事のことも？

　彼は夕貴を心配し、そして昨夜の自分の非を詫わびようと書庫まで迎むかえに来てくれたのだ。

　そんな彼の優しさと誠意に気づいてしまえば、戸惑いも消えてしまう。

「それじゃ、お言葉に甘えてお世話になります」

　思い切ってそう答えると、どこか張り詰めたレヴィンの背中が少しだけ緩んだような気がした。




　　　　＊




　──……変じゃないかな。

　夕貴は、着慣れないスーツに身を包み、落ち着かない顔で佇たたずんでいる鏡の中の自分を見た。

　上質な生き地じで仕立てられたスーツは、カスタムメイドだけあって身体からだによく馴な染じんでいる。丁てい寧ねいに磨みがかれてつやつやと光る黒のストレートチップも、とても履はき心地ごこちがいい。

　だが、それらが自分に似合っているかというと、それはまた別の話だ。

「笑われる。あの人のことだ、絶対、容よう赦しやなく笑うに決まってる」

　だが、他ほかに着て行けるものがないのだから仕方がない。夕貴はいつの間にか俯うつむけていた顔を上げ、そっと鏡へ目を向けた。

　夕貴がグランローズ城に来て、九日目の土曜日。

　今日は書庫の整理を休んで、レヴィンと共に彼の知人が所有するカントリー・ハウスを訪ねることになっていた。建築史を学ぶ夕貴が、英国のマナー・ハウスやカントリー・ハウスに興味があると知ったレヴィンが方々に連れん絡らくを取り、見学の許可を取りつけてくれたのだ。

　今日向かうのはシェフィルトン・ホールという元は貴族の邸てい宅たくだ。今はレヴィンの知人で古くから続く地主ジエントリのグレアム氏が没ぼつ落らくした貴族から買い取って、家族と共に暮らしている。

　そんな屋や敷しきをパーカーにジーンズで訪ねるわけにはいかず、どうしようかと思っていたら、レヴィンが馴染みの高級テーラーの職人を城に呼び寄せた。そして夕貴の採寸をさせたかと思うと、あっという間にスーツを作らせてしまったのだ。

　こんなことをされては困ると夕貴は最初、断った。だが、着ないなら捨てるとレヴィンは言い、本当にスーツにハサミを入れようとしたのである。それを夕貴が慌てて止めたのだが、そこまでされては受け取るしかない。

　──でも俺、スーツなんて普段は着ないし。

　着慣れないせいか、似合わないように思えて仕方がない。せめて少しでも見られるようにとネクタイの歪ゆがみを直したり、裾を整えたりしていると、今は夕貴の寝室になっているドレッシングルームにノックの音が響いた。

「夕貴、支し度たくは済んだか。そろそろ出かけるぞ」

「は、はい。今行きます」

　ドアを振り返ってそう答え、最後にもう一度鏡に向き直り、さっと手て櫛ぐしで髪かみを整える。それから思い切ってドアを開けると、レヴィンが軽く目を瞠みはり、次いで満足そうな笑顔を見せた。

「そうしていると、書庫で毎日埃まみれになっているとは思えないな」

　どういう意味だ、と夕貴はじとりとレヴィンを見た。

「俺はいらないって言ったのに、生地も形も何もかもあなたが選んで、あなたが作らせたんですからね。似合わなくても俺のせいじゃありません」

「誰も似合わないなんて言ってないだろう。むしろその逆だ」

　青い瞳ひとみが夕貴を映して、柔やわらかに細められる。

「綺き麗れいだ、よく似合ってる。まるで白薔薇ばらの蕾つぼみだな。夕貴はスーツ姿だと大人びて品の良さが際きわ立だつようだ」

　歯の浮うくような台詞せりふを真顔で言われ、夕貴は一いつ瞬しゆんぽかんとした。「どうした？」と怪け訝げんそうにレヴィンに問われ、冗じよう談だんではなかったのかとうっすらと頰ほおを赤らめる。

「……ありがとうございます。でも、もうこんなことしないでくださいね？」

　そう夕貴が念を押すと、彼は肩かたを竦すくめて身を翻ひるがえした。

「必要がなければな。さて、そろそろ出でかけるか。俺が車のエンジンをかけるまでに助手席にいないと置いていくぞ」

「えっ？　ちょ、待って！　待ってください！」

　さっさと寝室を出て行ったレヴィンを、夕貴は慌あわてて追いかけた。

　しかし夕貴は部屋を飛び出したところであっという間に置いて行かれ、必死になって廊ろう下かを走り、階段を駆かけ下りる。

　玄げん関かんホールのところで佇むレヴィンの姿を見つけ、追いつこうとさらにスピードを上げた時、ぴしりと鞭むち打うつような女性の声が響いた。

「何ですか、騒そう々ぞうしい」

　夕貴はとっさに息を吞み、その場に立ち竦む。

　──誰だろう、この女の人は？

　玄関ホールにいたのはレヴィンだけではなかった。彼の他にスチュアートと、そして気位の高そうな老婦人が立っている。老婦人は目だけを動かしてじろりと夕貴を睨にらむと、不快そうにつんと顔を背けた。

「大おお叔母おば上うえ、彼はバレット教授の教え子のユウキ・イズミ氏です。夕貴、こちらは俺の大叔母、イザベルだ」

　大叔母──では、彼女はレヴィンの身内だ。

　初めて見るレヴィンの身内に失礼のないよう、夕貴は緊きん張ちよう気味に居住まいを正し、腰こしからきちんと頭を下げた。

「は、初めまして、イザベル様。俺はチェルシー芸術大学の学生で、ユウキ・イズミと申します。お目にかかれて光栄です」

「あらそう。それはどうも」

　夕貴には目もくれずにそう言って、イザベルはレヴィンに鋭するどい眼まな差ざしを浴びせた。

「どういうことです、レヴィン？　お付き合いをする相手は選びなさいと、いつも言っているでしょう」

「もちろん選んでおりますが？」

　レヴィンは飄ひよう々ひようと嘯うそぶき、端整な顔に人を小こ馬ば鹿かにしたような不ふ遜そんな笑えみを浮かべた。

　イザベルが細い眉まゆを吊つり上げる。

「噓うそをおっしゃい。仮に本当だと言うのなら、その子供がどう侯こう爵しやく家に利益をもたらすと言うのです。見たところ少しばかり見目がいいだけの、つまらない留学生のようだけど？」

　射るような視線を向けられて、びくりと夕貴は身を竦める。するとレヴィンがさり気なく夕貴を背に庇かばい、イザベルの視線を遮さえぎった。

「彼は素す晴ばらしい利益を俺にもたらしてくれていますよ。貴女あなたには想像もつかないような利益をね」

「……勝手なお話だこと。けれどね、レヴィン。気ままな生活にはそろそろ終しゆう止し符ふを打っていただきますよ。下々の者を軽々しく城に入れることも、今後はわたくしが許しません」

「一族の当主は俺のはずですが？」

「そんな台詞は妻を娶めとって一人前になってからおっしゃい」

　身内同士とは思えない険悪なやりとりを、夕貴ははらはらしながら見守った。

　やがてレヴィンが話にならないとでも言うように、頭を振ふって溜ため息をつく。そんな中、落ち着いたスチュアートの声がすっと話に滑すべり込んだ。

「お話中ご無礼申し上げます。旦だん那な様、お約束のお時間が迫せまっております。もうお出になりませんと」

「ああ、そうだな。では大叔母上、これで失礼します。行くぞ、夕貴」

「は、はい。では、失礼いたします」

　イザベルにそっと頭を下げてレヴィンと共に出て行こうとすると、イザベルのヒステリックな声が背中に追いすがってきた。

「お待ちなさい！　あなたがどこへ行こうと構いませんが、まさかその子供を我が侯爵家縁ゆかりの者として連れ歩くつもりではないでしょうね？」

　夕貴の足が止まりかけた。だが、レヴィンはそんな夕貴の肩を抱だき支えるようにして歩き、背後を振り返ろうともしない。

「もちろん、そのつもりですよ。貴女の意向など俺にはどうでもいいことだ。ではスチュアート、留守を頼たのむ」

　行くぞ、と促うながされ、何がなんだかわからないまま玄関ホールから連れ出された夕貴は、車寄せに準備されていたレヴィンの車に乗せられた。

　ベンツのスポーツタイプ最新モデルだ。その運転席でステアリングを握にぎったレヴィンが、車を発進させると片手で黒髪をかき上げた。

「やれやれ、幾いくつになってもうるさい人だ」

「うるさいって、大叔母様というのなら、お身内の方でしょう？　いいんですか？　放って出てきてしまって」

　助手席に座った夕貴は後のことが気になって、遠ざかる城を振り返る。

「いいんだ。あの人の言うことはいつも決まりきっているからな。人の顔を見れば結けつ婚こんしろだの、廃はい園えんを潰つぶすか手入れをするかしろだのとうるさくて、相手をするのも面めん倒どうだ」

　うんざりしたレヴィンの口調に、夕貴はちらと彼を見た。

「あの……訊きいてもいいですか？」

「何だ？」

「あのイチイの生いけ垣がきが伸のび放題になっている庭園は、どうして放ほうられているんですか？」

　それはグランローズ城に来て以来、夕貴がずっと抱いていた疑問の一つだ。

「あの庭園は何だか痛々しいというか、寂さびしそうに見えるので、気になっ…て……」

　夕貴は中ちゆう途と半はん端ぱに言葉を途と切ぎれさせた。レヴィンの顔から笑みが引いていったからだ。

　──もしかして、訊いちゃいけないことだったかな。

　思わず助手席で身を硬かたくする。と、レヴィンが一言、溜め息のように呟つぶやいた。

「寂しそう、か」

「え、と……。すみません。失礼なことを言って」

「いや。あれは閉へい鎖さしたんだ。だから放ってあるんだが、……寂しそうか」

　確かにな、と呟いたレヴィンの眼差しが遠くなり、物思いに沈しずむような表情になった。その張はり詰つめた横顔はどこか痛々しく、見ている夕貴まで胸が痛くなってくる。

　──レヴィンはあの廃園に、何か特別な思い入れがあるのかもしれない。

　それを知りたい気持ちが湧わき起こった。けれど、自分などが不用意に踏ふみ込んでいいこととも思えない。

　夕貴は少し考えて、ことさら明るい声を出した。

「ええと、そうだ。それよりカントリー・ハウスの見学のことですけど、ありがとうございます。今日はよろしくお願いします」

　礼を述べて話題を変えると、レヴィンも物思いから醒さめたように笑みを浮かべた。

「まあ、せっかくのイースター休きゆう暇かを書庫で過ごすのは気の毒だからな」

　レヴィンのその台詞を聞くのは、これで三回目だ。

　一度目は早起きをした水曜日の朝だった。廏きゆう舎しやで生まれたばかりの仔こ馬うまを見せてくれた後、夕貴を馬に乗せて広大な所領の一部を回ってくれた。

　二度目は金曜日の夕方だ。早く帰宅したレヴィンが近くの町にある、美味おいしいと評判のパブに連れて行ってくれた。

　地元の人が集まるパブではレヴィンは大変な人気者で、皆みんなが笑顔で挨あい拶さつに来た。なんでも、不景気で町に失業者が溢あふれた時、レヴィンが町に新たな事業を立ち上げて彼らを雇やとったのだという。人々はレヴィンに感謝していたが、当のレヴィンは「偶ぐう然ぜんだ」とそっけなかった。

　新規事業の立ち上げには準備期間が必要だから、時期が重なったのは偶然だったのかもしれないけれど、そのおかげで助かった人がいるのも本当のはずだ。

　──やっぱり優やさしい人なんだな。

　しかし勘かん違ちがいをしていたとはいえ、夕貴を無理やり抱いたのも他ほかならぬレヴィンだ。一度に複数の女性と割り切った付き合いをしているのも彼である。

　──……あ、あれ？　何かよくわからなくなってきた。

　レヴィンは優しいけれど、享きよう楽らく的な倫りん理り観かんの持ち主でもあるようだ。

　けれどあの夜以来、夕貴に対しては罪悪感があるらしく、何かと気き遣づかってくれている。

　その一方で、何人もの女性と遊ぶことに罪悪感はまったくないようだ。

　──本当はどういう人なんだろう？

　少し考えてみたが、よくわからない。夕貴が思考を放ほう棄きして溜め息をつくと、レヴィンがちらとこちらを見た。

「夕貴は変わってるな。普ふ通つう、休暇中は帰国したり遊びに行ったりするものだろう。どうして書庫整理なんかを引き受けたんだ？」

「お世話になっている教授の頼みですし、グランローズ城には興味があったし、それに──」

　それに、この話を引き受けた時はレヴィンに憧あこがれていたから、少しでも傍そばへ行きたかった。

　──おかげで幻げん想そうは粉々に砕くだかれたけど。

　かといって、本当の姿もわからない。

　厄介な人だな、と胸中で溜め息をついていると、「それに、何だ？」と先を促される。

　夕貴はハッと我に返り、話の先を続けた。

「それに……そう、バイト先が潰れたせいで休暇中の予定がなかったからです」

「なるほど。だが帰国もせずに、ご両親は何も言わないのか？」

「別に何も。俺は最初から帰る気はなかったし、帰るところもないので」

　淡々と事実を告げると、訝いぶかしげな視線を頰ほおに感じた。

「帰るところがない？　どういうことだ」

「大したことじゃないんです。俺は四年前に母を亡なくしているんですけど、俺がこっちの大学に留学してすぐ父が再さい婚こんして、引っ越こしたというだけで」

　話しながら、夕貴は当時のことを思い出した。

　夕貴が母を亡くしたのは高校二年の時だ。そして、その後わずか半年で父には新しい恋こい人びとができた。夕貴は建築家の父のことを、同じ道を志すほどに尊敬していたので、当時は裏切られたように思えて酷ひどくショックを受けた。

　そんな時英国にホームステイし、ホストファミリーだったバレット教授に出会った。建築史という新しい世界に出会って夢中になり、夕貴はバレット教授に進路について相談した。その時、いつの間にか父の話になって──

『大切な人を失って、君のお父さんは新しいパートナーがどうしても必要だったんだろう。喪そう失しつ感かんが大きすぎて、誰だれかの支えが必要だったのかもしれないね』

　バレット教授にそう言われ、目から鱗うろこが落ちた。そんなふうに考えたことはなかったのだ。だが、もしもそうなら、自分と母は父に裏切られたわけではない。そう思うと色んなことが吹ふっ切れた。

　そして高校卒業と同時に夕貴は英国へ渡わたったのだ。

「俺はもう二十歳はたちだし、親が恋こいしい年でもないのでこっちに残ったんです」

　夕貴は重くならないようにさらりと告げる。

　そうするうちに目的地、シェフィルトン・ホールの門が見えてきた。







　堂々たるバロック建築の屋や敷しき、シェフィルトン・ホールの前で車を降りると、夕貴とレヴィンは屋敷の当主であるグレアム夫妻に出で迎むかえられた。

「ようこそ、レヴィン。久しぶりだな」

　学生時代の友人だというグレアムと握あく手しゆをしながら、レヴィンは親しげに挨拶を交かわした。

「元気そうだな、グレアム。今日は無理を言って済まない。礼を言う。──夕貴」

　レヴィンに呼ばれ、夕貴が彼の隣となりに並ぶと、グレアムの温和そうな瞳ひとみがこちらを向いた。

「こちらはユウキ・イズミ氏。建築史家のバレット教授の秘蔵っ子で、イースター休暇の間、うちで預かっている。夕貴、こちらはグレアム夫妻だ」

「初めまして。ユウキ・イズミと申します。お目に掛かかれて光栄です」

　緊きん張ちようしながら挨拶を済ませると、グレアムが自ら屋敷を案内してくれた。

　彼の解説は丁てい寧ねいで、どんな質問にもすぐに答えてくれる。その博識ぶりと屋敷の建築美に夕貴はすっかり感動し、いつの間にか緊張も解ほぐれた。

「さあ、歩き回って疲つかれただろう。お茶にしようか」

　グレアムの案内で玄げん関かんホールの奥にあるサロンへ通された夕貴は、レヴィンの後について部屋に足を踏み入れた途と端たん、ぎょっとして立ち竦すくんだ。

　──な、なんでこんなに女の人が？

　サロンには、二十代前半と思おぼしき女性が十人近く集まっていた。彼女達は装いを凝こらし、気合いの入った目でこちらを、いや、レヴィンを熱く見つめている。

「グレアム。これはいったいどういうことだ？」

　声を潜ひそめ、レヴィンが鋭するどく問い質ただした。グレアムは悪びれもせず、朗ほがらかに答える。

「誰に聞いたのか、侯こう爵しやくや伯はく爵しやく、大だい企き業ぎようの社長や会長なんていうお歴々が、おまえが今日うちに来ると知って同席を申し込んできたんだ。断る訳にはいかないだろう？」

「……大おお叔母おば上うえの差し金だな」

　鋭い眼まな差ざしを緩ゆるめ、レヴィンがうんざりと溜ため息をつく。そんなレヴィンを励はげますように、ぽんと一つ肩かたを叩たたき、グレアムはサロンの中へと入っていった。

「どういうことですか？」

　話の流れがよくわからない。夕貴がレヴィンを見上げると、彼は人々の手前、礼れい儀ぎにかなった微び笑しようを維い持じしながらも、苛立った声音で説明した。

「簡単に言うと見合いだな。俺が今日ここに来ると知った大叔母上が、自分の見み繕つくろった花はな嫁よめ候補を送り込んできたんだ。グレアムの屋敷でなら、俺が奴やつの顔を立てて花嫁候補を無下にあしらったりはしないと考えたんだろう。あの人はどうしても俺を結けつ婚こんさせたいらしいな」

「なんでそんなに結婚するのが嫌いやなんですか？」

　まだ遊び足りないのだろうか。思わず胡う乱ろんな目を向けた夕貴に、そうじゃない、とレヴィンが真顔で否定する。

「俺は貴族だが、貴族が嫌きらいなんだ。貴族の娘むすめもな。妻に迎むかえるなど冗じよう談だんじゃない」

　その目と声こわ音ねの冷たさに、夕貴はどきりとさせられた。

　──なんで？　自分だって貴族なのに。

　その疑問を尋ねていいものかと夕貴が迷っているうちに、グレアムが名家の令れい嬢じよう達をレヴィンに紹しよう介かいし始めた。

「初めまして、シルフォード卿きよう。お会いできて光栄です」

　次々に挨拶をする名家の令嬢はそのままレヴィンを取り囲み、熱い眼差しを向けている。

　あんなに一心に見つめられ、振ふり向いて欲しいと求められているのに、レヴィンは嬉うれしくないのだろうか？

　そんなことを考えていた夕貴は、レヴィンの隣から押しのけられ、外へ外へと追いやられて、気づけば遠く離はなれた壁かべ際ぎわにぽつんと一人で立っていた。

　レヴィンは令嬢ばかりでなく、彼女達をエスコートしてきた父親や兄弟などの男性陣じんにも囲まれている。

「凄すごい人気なんだなぁ、レヴィンって」

　──そういえばレヴィンは侯爵っていうだけじゃなくて、エインズワース財ざい閥ばつの総そう帥すいでもあるんだ。

　レヴィンと親しくなりたい人間はいくらでもいるだろう。現に目の前で、何とか気に入られようと人々が必死になっている。

　──レヴィンの身分とか地位とか、いつの間にか忘れてたけど、本当なら俺なんて口も利けないような人なんだ。

　急に現実を突つきつけられて、レヴィンが遠くなったような気がした。華はなやかな人々の中にあってさえ一ひと際きわ目を引く高貴な彼は、大学で見ていた時よりもさらに遠い、手の届かないところにいる人なのだと嫌でも実感させられる。

　知らず、夕貴の細い肩が落ちた。それでもレヴィンから目を離せずにいると、夕貴の視線を遮るように見知らぬ男が立ち塞ふさがった。

「ユウキ、といったかな？　壁かべの花ではつまらないだろう。場合によっては私の話し相手にしてやるから、よく顔を見せてみなさい」

「え？」

　突とつ然ぜんの奇き妙みような申し出に面めん食くらって顔を上げると、白っぽい金きん髪ぱつに灰色の目をした、三十代半ばくらいの紳しん士しが夕貴を見下ろしていた。

「ほう、近くで見るとますますいいな。小さな白い薔薇ばらのように可か憐れんで可愛かわいらしいじゃないか。レヴィンが他人の世話をするなど初めて聞いたが、これならそれも頷うなずける」

　紳士は軽く見開いた双そう眸ぼうを、じわりと笑えみの形に細めた。たったそれだけの仕草が妙みように芝しば居いがかって見え、夕貴は当とう惑わくの眼差しを向ける。

「え、と……すみません。失礼ですが、どなたですか？」

　その問いかけに、紳士は微笑を消した。が、すぐに鷹おう揚ように笑ってみせる。

「私はリード侯爵イアン・チェンバレンだ。この名は聞いたことがあるだろう？　いや、なくても恥はじることはない。君は社交界とは無む縁えんのしがない学生なのだからね」

　夕貴は一瞬、ぽかんとした。初対面の人間に「しがない」と言われたのは初めてだ。

　内心の戸惑いを押し隠し、夕貴は平静を装って挨あい拶さつをする。

「初めまして、リード卿。お会いできて光栄です」

「当然だな。君は実に運がいい。私と話ができるなんて、下々の者にはあり得ないことだよ」

　これはさすがに冗談だろうと思ったが、リード侯爵は真顔で頷いている。どうやら本気のようなので、さすがに夕貴も閉口した。

　──これはちょっと、あんまりお近づきになりたくないタイプかも……。

「お声掛けくださってありがとうございます。ですが俺のような学生では、お話し相手は務まらないのでは……？」

　遠回しに断ると、リード侯爵がぴくりと眉まゆを撥はね上げた。

「ほう？　もしや君は、私に声を掛けられるという栄えい誉よを理解できていないのか？　それとも、あれ以外の人間の言うことは聞かないとでもいうつもりか？」

「は？　あれって……？」

　わけがわからずリード侯爵を見上げると、彼はにやりと嫌な笑みを浮うかべて夕貴の左手首を捉とらえた。

「──そう、確かく認にんしておきたいのだよ。君はあれの──レヴィンの愛人か？」

「……は？」

　あまりに斬ざん新しんな発想に摑つかまれた手首の痛みも忘れ、夕貴は一いつ瞬しゆんきょとん、とした。

　だが、ふいに嵐あらしの夜の出来事が一気に脳のう裏りに甦よみがえり、カッと頰ほおが熱くなる。

　──な、何言ってるんだろう、この人？

　確かにあの夜、自分はレヴィンに抱だかれたけれど、あれは勘かん違ちがいが招いた過あやまちだ。自分は愛人なんかじゃ決して、ない。

　そもそも、なぜリード侯爵にそんな妙なことを訊きかれるのだろう？

　──ただの留学生の俺なんか、レヴィンが相手にするわけないじゃないか。

　その夜に言われたことを夕貴ははっきりと覚えている。

『これはあくまで一時のことだ。割り切った関係だと、納得できるか？』

　誤解の中のこととはいえ、あれがレヴィンの価値観であることに間ま違ちがいはない。

　冷ややかなその声が耳の奥に谺こだまして、なぜだか胸がちくりと痛んだ。

　──バカ。そんなことより今はおかしな誤解を解く方が先じゃないか。

「俺はレヴィンの愛人なんかじゃありません」

　夕貴がきっぱりと否定すると、リード侯爵はかすかに首を傾かしげた。

「本当かな？　あれは用心深いから、単なる遊び相手を城に入れたり連れ歩いたりはしないはずだ。となると、君は気に入りの愛人としか思えないのだがな」

　契けい約やくは交かわしているのかね、と下世話なことを囁ささやかれ、夕貴はすっかり呆あきれ果てた。

「そんな契約はしていません。何か勘違いをされているようですが、俺は建築史家のバレット教授の関係でグランローズ城にお世話になっているだけです」

「愛人ではないのか？　契約を結んでいるなら、もっといい条件を提示してもよかったのだが……。では、まさか恋こい人びとではないだろうな？」

　なぜそうなるのだろう？　溜め息をつきつつ、夕貴は首を横に振る。

「違ちがいます。そんなこと、あるはずないじゃないですか」

「そうか。まあ、それはそうだな。この国では、恋れん愛あいは国境を越こえたとしても、階級を超こえることは滅めつ多たにない。ところで、あれの愛人でも恋人でもないのなら、君は手付かずと考えてもいいのかな……？」

　リード侯こう爵しやくの眼差しが、ねっとりと夕貴の全身を這はった。ぞくりと嫌けん悪おに身を震ふるわせた時、捉えられていた手を引き寄せられて、手の甲こうに唇くちびるを寄せられる。

「な……っ!?」

　夕貴はとっさに手を振り払はらった。あまりの嫌けん悪お感かんにぞわりと全身に鳥とり肌はだが立つ。少しでもリード卿から離れようと夕貴は壁に背中を押しつけた。

「ほう、これは随ずい分ぶんと初心うぶなことだ。人前が恥ずかしいのなら、場所を変えて可愛がってあげよう。私の城へ来るといい。今すぐでも構わないよ」

「い、いえ結構です。あの、俺はレヴィンのところへ戻もどるので」

「だが、君はあれのものではないのだろう？」

　リード侯爵が夕貴の滑なめらかな頰に触ふれ、首筋から胸むな元もとへと手を這わせてくる。

　その手は鎖さ骨こつのすぐ下の胸元で止まり、そこを強く押さえつけて夕貴の上体の動きを封ふうじ、どこか興奮を滲にじませた顔を近づけてきた。

「や…っ」

　夕貴は本能的な嫌悪感に駆かられ、渾こん身しんの力でリード侯爵の手を引き剝はがそうとした。しかしその手は離れるどころか、ますます力を込めてくる。

「痛ッ、離し…っ」

「私の城に来るなら離してあげよう。今夜にでも移って来なさい。そうすればすぐにでも──」

「すぐにでも、夕貴に何をするおつもりですか？　リード卿」

　ふいに滑らかな美声が割って入り、胸元の圧あつ迫ぱく感かんが消えた。壁に押し付けられていた身体からだが力強い腕うでに引き寄せられる。その声と腕の持ち主を、夕貴は目を丸くして見上げた。

「レヴィン!?」

「済まなかったな。慣れない場所に一人にして」

　大だい丈じよう夫ぶです、と夕貴は小さく首を振った。抱かれた肩かたから伝わる温ぬくもりにホッとして、本当に「大丈夫」な気分になってくる。

「断りもなく割り込むとは礼れい儀ぎがなっていないな、レヴィン。今、私はこの子と話をしている最中だよ。この子は君のものではないのだろう？」

　軽く顎あごを上げたリード侯爵が、不ふ機き嫌げんもあらわにレヴィンを見下すような目つきをした。それにむっとして夕貴は言い返そうとしたが、レヴィンに機先を制される。

「これは失礼。ですがリード卿きよう、今のような振ふる舞まいは控ひかえていただきたい」

「何だと？」

「夕貴は、高名な建築史家であるバレット教授からの預かりものであり、俺にとっても大切な客人なのですよ。手て荒あらに扱あつかわれては困ります」

　ほう？　と神経質そうな声を上げたリード侯爵の攻こう撃げき的な目つきと、レヴィンの不敵な眼まな差ざしがぶつかりあう。

　こんな時だというのに、夕貴は場ば違ちがいにもレヴィンが自分のことを「大切」と言ってくれたことに、胸がときめく思いがした。

「レヴィン、君は私に意見するつもりか。事業がどうなってもいいのかな？」

「これは意見ではなく、まっとうな要求ですよ。事業はどうにもなりません。今後も順調ですので、ご心配なく。では我々はこれで。──行くぞ、夕貴」

「は、はい」

　レヴィンに腕を引かれ、夕貴はその場を立ち去った。鋭するどい視線が背中に突つき刺ささるのを感じたが、とても振り返る気にはなれない。

「レヴィン、あのリード侯爵って人──」

「あれは王室に連なる公こう爵しやく家の跡あと取とりだ。当代の公爵、つまり奴やつの父親が政財界に影えい響きよう力を持つ大物で、奴は父親の力を自分の力だと勘違いしているところがある。実際、それなりの立場を与あたえられているから、少しばかり厄やつ介かいだ」

　だからあんなに偉えらそうなのか、と夕貴は納なつ得とくがいった。

「それより済まなかったな。抜ぬけてくるのに手間取った。嫌いやな思いをしただろう」

「大丈夫です。ちょっと下々の者扱いをされたくらいで。まあ、俺は下々の者なんですけど」

　夕貴は冗じよう談だんめかしてそう答え、愛人呼ばわりされたことは伏ふせた。そんなことをわざわざ伝えて、レヴィンを不快にさせることはない。

「とりあえず、今日は俺の傍そばを離はなれるな。一度目をつけると、奴は案外しつこいんだ」

　はい、と夕貴は頷うなずいた。ほんの少し垣かい間ま見みた程度だが、リード侯爵の人となりを思うと、レヴィンに迷めい惑わくを掛けないためには、それが一番いいように思えた。

　──が。

　状じよう況きようがそれを許さず、夕貴はすぐにレヴィンの傍にいられなくなってしまった。

「あの生いけ垣がきは本格的な迷路メイズでしてね。レヴィンとご婦人方で行ってみては？　そして一番に迷路を抜けたご婦人を、レヴィンがご自宅までお送りするというのはどうでしょう」

　ガーデンテーブルでの歓かん談だんも一段落した頃ころ、グレアムがそう提案したのである。

　するとたちまち令れい嬢じよう達が華はなやいだ歓かん声せいを上げ、保護者達も一いつ斉せいに賛成した。

　その見事な一いつ致ち団結ぶりは、明らかに根回しによるものだった。レヴィンが花はな嫁よめ候補の令嬢達を無下にもしないがまともに相手もしないだろうと予測して、イザベルがあらかじめグレアムに依い頼らいしておいたようだ。

「おいグレアム、どういうことだ……！」

　険しい顔つきでレヴィンが立ち上がり、声を抑えてグレアムに食って掛かかった。だが、あらゆる根回しの済んだ後では、さすがにレヴィンもどうしようもない。

「……今回は仕方がない、言う通りにしよう。ただし、グレアム。俺が戻るまで夕貴を一人にしないよう気をつけてくれ。特にリード卿を近づけるな」

　頼たのんだぞ、と厳しい声こわ音ねで言い置くと、レヴィンは夕貴を振り返った。

「すぐ戻る。それまではグレアムの傍にいるんだ。一人になるなよ？」

「はい。でも、そんなに心配しなくても大丈夫です。気にしないで楽しんできてください」

　夕貴が笑ってそう言うと、レヴィンは大きな手のひらを夕貴の頭に軽く載のせて、仕方なさそうに立ち上がった。







　残された夕貴は、廏きゆう舎しやを見せてくれるというグレアムについて芝生しばふの庭を歩いていた。その道すがら、グレアムが周囲に目を配ってから、こそっと尋たずねてきた。

「レヴィンがああ言ったということは、君、リード卿と何かあった？」

「少しだけ。でも何があったのかは、実はよくわからないんです。何か、城に来いとか言ってましたけど」

　夕貴はよくわからないなりに、事の顚てん末まつをありのままに語った。

「そういえばリード侯爵の姿が見当たりませんが、もう帰られたんですか？」

　話を聞いていたグレアムが難しい顔つきで、いや、と首を横に振った。

「君は気をつけたほうがよさそうだな。一度執しゆう着ちやくすると、手に入れるまでは諦あきらめない人だからね」

　執着？　と予期せぬ言葉に夕貴が首を傾かしげると、グレアムは真顔で頷いた。

「城に来いと言われたんだろう？　君はとても可愛かわいいし、何というか、今にも咲さき綻ほころびそうな蕾つぼみみたいな風情があるんだ。だから手に入れて、自分で咲かせてみたくなったんだろうな。レヴィンが警けい戒かいするはずだ」

　レヴィン。その名前を聞いた途と端たん、夕貴の中でざわりと不安が甦よみがえった。

「どうしよう。もし本当にレヴィンに迷惑が掛かったら……」

「レヴィン？　いや、ここは自分の心配をするところだよ。それが、なんでレヴィン？」

「俺、さっきも上手うまく立ち回れなくてレヴィンに助けられたんです。そうしたらリード卿が、事業がどうなってもいいのかってレヴィンを脅おどすようなことを言い出して」

　本当にそんなことになったらどうしよう、と夕貴は表情を曇くもらせる。

「ああ、それは大丈夫だと思うよ。レヴィンはやり手だからね」

　心配ないよ、と肩を叩いたグレアムに、不安が消えたわけではないけれど、夕貴は小さく笑顔を見せた。

「それなら、よかったです」

「よし、それじゃレヴィンが戻もどるまで馬に乗せてあげるよ」

　グレアムが朗ほがらかに笑い、石造りの廏舎を指差した、その時である。

　廏舎の扉とびらを蹴け破やぶる勢いで、一頭の白馬が躍おどり出た。

「うわ…ッ!?」

　驚きよう愕がくに凍こおりついた夕貴は、グレアムに引き寄せられて一いつ緒しよにその場を飛び離れた。直後、二人のいた位置を勇んだ馬が蹄ひづめを鳴らして駆け抜ける。そのまま走り去るかと思った馬は、数メートル先で引き返してきた。その手た綱づなを握にぎっているのは、

「リード侯こう爵しやく!?」

　驚愕に声を震ふるわせた夕貴を背に隠かくすように、グレアムがリード侯爵の前に立ちはだかる。

「やあ、グレアム。馬を借りたよ。ついでにその子も借りたいんだが、そこを退いてくれないか」

　そう言うなり、リード卿がいきなり馬を棹さお立たせた。高々と上がった前足が、グレアム目がけて降りてゆく。

「危ない！」

　夕貴は思わず声を上げ、グレアムを思い切り突き飛ばした。白馬の蹄が空を切り、音高く地面を打つ。

　そうして二人を引き離し、夕貴へと馬を寄せたリード侯爵は、やにわに身を倒たおしたかと思うと夕貴の腰こしを腕うでに抱き、一気に馬上へ引き上げた。

「うわっ…!?」

「グレアム、これは貰もらっていくよ」

　浮うき上がった夕貴の身体からだは鞍くらの上に横座りに乗せられる。すかさずリード侯爵が馬を走らせようとするのを、グレアムが馬の轡くつわを取って止めた。

「ユウキを降ろしてください。その子は渡わたせません」

「フン。忘れたのかね、グレアム。君の弟は、誰だれの所有する企き業ぎように勤めているんだ？」

　リード侯爵が鼻で笑い、ぴしりとグレアムの手の甲こうを鞭むち打うった。

「うあっ」

「グレアムさん！」

　とっさにグレアムの方へ身を乗り出した夕貴は、しかしすぐに抱かかえ直された。リード侯爵は夕貴を片かた腕うでに抱いたまま、馬の腹を蹴けって走り出す。一気に加速する馬の背に揺ゆられながら、夕貴は怒いかりに満ちた目で自分を捉とらえた男を振ふり仰あおいだ。

「人を鞭打つなんて、何考えてるんですか！　戻ってください、グレアムさんが……！」

「せっかく捉えた獲え物ものを逃にがす気はないよ。適当なところへ車を呼んで、このまま君と城へ帰ることにしよう」

「冗談言わないでください！　降ろして、降ろせってば！」

　夕貴の必死の訴うつたえは、しかし綺麗に無視されてしまう。

「グランローズ城にいても退たい屈くつだろう？　レヴィンは仕事を持っているから、ろくに客をもてなすこともできない。事業を所有するのは当然だが、貴族が目の色をかえて金かね儲もうけに躍やつ起きになるなど情けない限りだ。私にはとても理解できないね」

　彼は、貴族が働くことを恥はじだと思っているらしい。確かに昔はそうだったし、今でも地代収入や投資などで財産を運用して生活している人もいるけれど、現代では貴族といえど仕事を持つ人は多いはずだ。

「まったく卑いやしいな。あれは本当に卑しい男だ」

　忌いま忌ましげに呟つぶやかれた言葉に、夕貴は一いつ瞬しゆん、自分の耳を疑った。

　今、この男は何と言った──？

　──卑しい……？　卑しいって誰が？　レヴィン、が？

　リード侯爵の言葉がゆっくりと頭に浸しん透とうする。そして、その意味を理解した瞬間、身が震えるほどの激しい怒りが夕貴の身体を貫つらぬいた。

「取り消してくださいっ、レヴィンは卑しくなんかない！」

　リード侯爵を振り仰いだ夕貴は、薄うす笑わらいを浮かべた男の顔をキッと睨にらみつけた。

　レヴィンはとても優しい人だ。

　少し複雑なところのある人だけれど、梯はし子ごから落ちた夕貴を助けてくれた時も、怖こわがりの夕貴のために寝しん室しつの一部を明け渡してくれた時も、夕貴を気き遣づかって外に連れ出してくれた時も、いつもレヴィンは優しく夕貴に歩み寄ってくれた。

　そんなレヴィンを、卑しいなんて言われたくない。人を鞭打つような男に貶おとしめられるなんて納なつ得とくできない。

「卑しいなんて酷ひどい中傷です。撤てつ回かいしてください」

「なぜ？　あれは卑しい男だよ、血統から言ってもね。あれの母親は中産階級の出身だ」

　怒りに震える夕貴を面おも白しろそうに見下ろして、リード侯爵が馬を止める。

「そんなの、庶しよ民みんの俺には関係ありません。俺は身分や立場はどうでもよくて、ただレヴィンといると楽しくて幸せだから、一緒にいたいと思っているだけです」

「楽しくて幸せ？　まったく理解できないね。なぜあんな男に肩かた入いれするのやら」

　リード侯爵は呆あきれたように肩かたを竦すくめた。

　夕貴の言葉など彼には少しも届いていないことが、どうでもよさそうな口調から伝わり、何だか悔くやしくなってくる。

「さっきの言葉、取り消してください。それから、俺をここで降ろしてください」

「何だって？」

「降ろしてくれないなら、自分で降ります」

　無ぶ遠えん慮りよに腰に回されていた腕を引き剝はがし、夕貴が馬から飛び降りようとした瞬間、

「うわッ!?」

　いきなり馬が走り出し、夕貴はバランスを崩して鞍からずり落ちそうになった。中ちゆう途と半はん端ぱに抱き支えてくるリード侯爵の腕にしがみつき、何とか落馬を免まぬかれる。

「あれのことは、どうでもいい。それより私の城に移ると言いなさい。言えば助けてやろう」

「嫌いやです！」

「なら仕方がない、このまま連れて行くとしよう。途と中ちゆうで落馬するかもしれないがな」

　リード侯爵がさらに馬を加速させた。衝しよう撃げきにずるずると身体が鞍を滑すべり、腕が痺しびれてゆく。

　──ダメだ、落ちる…！

　リード侯爵の腕と鞍にそれぞれ摑つかまっていた指が滑り、とうとう離はなれてしまった瞬間、どこからか蹄の音が近づいたかと思うと、ふいに身体を掬すくわれた。

「──あっ!?」

　一瞬、自分の身体が木の葉になって、風に舞まい上がったような心地ここちがした。

　ふわりと浮いて、ふわりと降ろされる。その柔やわらかい衝撃を不思議に思って目を開くと、夕貴は力強い腕に抱かれ、黒馬の背に乗せられていた。

「どうしておまえは、ちょっと高いところに上がるとそうやってすぐに落ちるんだ。いい加減にしないと高所禁止にするぞ」

　滑なめらかな甘い美声が耳を打ち、夕貴は弾はじかれたように顔を上げる。

「え、え？　レヴィン!?　なんで──」

「グレアムが慌てて報しらせに来たんだ。まったく、少し目を離すとすぐこれだ」

　怪け我がはないかと尋たずねられ、夕貴は信じられないような気持ちでこくりと頷うなずいた。何だか夢を見ているような気分だ。

　──助けに来てくれたんだ。

　たくさんの花はな嫁よめ候補の相手をしなければならないはずなのに、それを全部放ほうり出して、自分を助けに来てくれた。

　実感が胸に広がって、鼓こ動どうが熱く震えだす。

　──どうしよう、凄すごく嬉うれしい。

　込み上げる感情のまま、夕貴はレヴィンの胸にぎゅっと強くしがみついた。

　伝わってくるレヴィンの鼓動が、自分と同じくらい速い。それほど心配してくれたのだ。そう思うと嬉しくて、夕貴がそっと目を閉じた時、

「よくも邪じや魔まを……ッ」

　リード侯こう爵しやくの苛いら立だった声が鼓こ膜まくを震ふるわせ、夕貴は我に返って顔を上げた。

　レヴィンが手た綱づなを引いて速度を緩ゆるめ、リード侯爵に射い貫ぬくような眼光を浴びせている。

「夕貴には手出し無用と言っておいたはずですが」

「それがどうした。なぜ私が従わねばならない？　忘れたのか？　私は次期公爵だ、君より身分が上なのだぞ」

「もちろん忘れはしません。身分だけでなく、貴方あなたが夕貴を拉ら致ちした挙げ句、落馬させかけたこともね。俺がこのまま黙だまって引き下がるとは思わないことだ」

　彼らはしばし睨み合う。が、レヴィンのぞっとするほど冷たい眼まな差ざしにリード侯爵が怯ひるんだ。

「……フン、馬ば鹿か馬ば鹿かしい。私はこれで失礼するよ。馬を戻もどしておきたまえ」

　そう吐はき捨てて、リード侯爵が馬を降りる。彼はいつの間に呼んだのか、木立の先に待機している車へと草地を蹴け散ちらしながら向かっていった。
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「さて。どういう経けい緯いでああなったのか、説明してもらおうか」

「……」

　リード侯こう爵しやくによる夕貴の拉ら致ち未み遂すいのため、花嫁候補の誰だれかをレヴィンが自宅へ送るという話は立ち消えになった。

　あの後すぐにレヴィンは夕貴を連れて帰ると言い出し、グランローズ城に戻ると夕貴はバスルームに放り込まれた。大人しくシャワーを浴び、用意されていた自分の服に着き替がえて出て行くと、待ち構えていたレヴィンに捕つかまって手近な椅い子すに座らされる。

　──ど、どうしよう……何か、凄く怖いんですけど……。

　長身のレヴィンに上から見下ろされると、それだけで威い圧あつ感かんがある。それに、こんな美形が真顔になると、それだけで十分プレッシャーだ。

「ええと、あの……別に、そんな大したことじゃ」

「大したことがなくて馬から落とされかけるか。経緯を説明するんだ」

「でも俺、よく覚えてな──」

「言えないのか」

　夕貴の拙つたない言い逃のがれを遮さえぎって、レヴィンが鋭するどく追つい及きゆうしてくる。

　彼は一見冷静なようで、その実、酷く怒おこっていた。きっとそれだけ夕貴を心配してくれたのだろう。それがわかるだけに、リード侯爵との一件を詳くわしく説明したくなかった。

　──だってあの人、レヴィンのことを卑いやしいって言った。

　しかも彼の母親の血筋にまで言げん及きゆうしたのだ。そんな話をレヴィンに聞かせたくはない。

　だがレヴィンも簡単には自分を解放しないだろう。

　どうしようかと少し考えて、夕貴はおずおずと口を開いた。

「え、と……あなたが迷路メイズに入った後、廏きゆう舎しやの前でリード侯爵にいきなり馬に乗せられたんです。あの人、凄いスピードで馬を走らせるから俺は怖くなって。降ろしてくれるように頼たのんだら、面白がって加速されて、それでずるずる滑すべり落ち──」

「噓うそをつくな」

　夕貴の答えは即そく座ざに切って捨てられた。

　噓は言っていないが、それがレヴィンの求める答えでないこともわかっている。けれど本当のことは言えなくて夕貴は唇くちびるを引き結んだ。

「馬に強ごう引いんに乗せられたのは本当だとしても、それだけであんな状じよう況きようになるか。あれだけのスピードだ、落馬したら大おお怪け我がをしていたところだぞ。──正直に言え。何があった？」

　それでも夕貴が口を噤つぐんでいると、レヴィンが質問を変えてきた。

「何か言えないようなことをされたのか」

「違ちがいます」

「なら、傷つくようなことを言われたのか」

　それも違う。夕貴は首を横に振ふった。では、とレヴィンの声が低くなり、

「──俺のことでも言われたか？」

「…っ」

　瞬しゆん間かん、あの時感じた怒いかりが甦よみがえり夕貴はきつく唇を嚙かんだ。そうしないと、リード侯爵の悪口を口走ってしまいそうだ。

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎって俯うつむくと、レヴィンが溜ため息をついて怒りを散らしたのがわかった。

「まったく呆れるほど正直だな、夕貴。もうバレているんだから言ってみろ。奴やつのことだ、俺の身分や仕事が卑しいとでも言ったんだろう？」

　ハッと夕貴は顔を上げた。

「な、なんでそれ……！」

「いつものことだからな」

　平然としたレヴィンの態度に、夕貴はきつく眉まゆ根ねを寄せる。

「なんで怒らないんですか。あんなこと言われて、しかもいつものことだなんて。大体あの人何なんです？　びっくりするほど自分勝手だ」

「そういう育ち方をしているんだ。仕方がない。あれでも立場の弱い人間に対しては優やさしいぞ。施ほどこしを喜んで受けていればな」

　何それ、と夕貴は拳を握った。いったい何様のつもりなのか。

「落ち着け、夕貴。蔑さげすまれたのは俺なんだ。おまえが怒ることはないだろう？」

「身近な人が蔑まれたら普ふ通つう、悔くやしいし怒ります。あなたにはお世話になってるし、あの人とあなたなら考えるまでもなく俺はあなたの味方だし」

「──味方？　おまえが、俺の？」

　予想外の言葉を聞いたというように、レヴィンが目を瞠みはっている。

　はい、と夕貴は頷きながら、あまりに大きなレヴィンの反応に、何かおかしなことを言ったのだろうかと自分の言葉を思い返した。だが、思い当たる節がない。

「あ……もしかして、迷めい惑わくですか？」

「いや、迷惑じゃない。驚おどろいただけだ」

「どうして？　俺があなたに憧あこがれてたこと、あなただって知ってるのに」

「憧れと味方は違うだろう。こう、色んな距きよ離り感が」

　言われてみれば確かにそうだが、そんなに気にするようなことだろうか。

　レヴィンは少しの間、難しい顔つきで考え込んで、

「そうだな。──少し付き合え」

　そう言うと、夕貴の手を取り立ち上がらせた。







　貴族の邸てい宅たくの主しゆ寝しん室しつには大たい抵ていベッドルームの他ほか、バスルーム、トイレ、ワードローブに二つのドレッシングルームがある。

　そこには専用廊ろう下かや専用階段が設しつらえられているのが普通だ。

　──俺、この階段を使うの初めてだ。

　夕貴はレヴィンに連れられて、細かな彫ちよう刻こくの施された白い石造りの専用階段を降りていた。

　下まで降りると直接庭に出られるようだが、レヴィンは途と中ちゆうで足を止めた。

　そして壁かべ際ぎわに置かれた女め神がみ像をどかし、石いし壁かべの一点を軽く押す。すると壁かべの一部が奥へ押し込められて、小さく切り取られたような四角い空間ができた。

　その中にあるレバーをレヴィンが押すと、ごとりと壁が動いて一枚のドアが浮うき上がる。

「な、んですか、これ……」

　夕貴は啞あ然ぜんとしてそのドアを見つめた。

　通常、壁の中の通路は使用人が使うものだが、それも今は昔の話だ。そもそもドアが専用階段にある以上、使用人のためとは考えにくい。

「いわゆる秘密の通路だ。御お伽とぎ噺ばなしや映画ではよくあるだろう？　これはバレット教授が発見したんだ」

「教授が？」

　レヴィンに手を引かれてドアを潜くぐると、壁の中は真っ暗だった。レヴィンが壁のスイッチで明かりをつけたのでホッとして周囲を見回すと、夕貴の足元の踊おどり場から、緩やかに下る階段が伸のびていた。

「俺の父とバレット教授は親友でね。父はこの通路の存在は知っていたが、どこにあるかはわからなかった。それでこの城の設計図や資料をあるだけバレット教授に見せて、この通路を見つけてもらったんだ」

「何のために？」

「ある目的のために」

　レヴィンがそれきり口を噤んだので、夕貴も黙だまって彼の後について階段を降りた。

　やがて段差が途と切ぎれ、数百メートルの長い通路を通り抜ぬける。ほどなく現れた出口のドアは外に通じているのかと思ったが、どうやらそこは古い建物の中のようだった。

「……礼拝堂？」

「そうだ。俺の両親がここで挙式して以来、使われていないがな」

　こっちだ、と促うながされて外に出た夕貴は、そこに広がる景色に痛ましく眉まゆを顰ひそめた。

　──酷ひどい。どうしてこんなことに……。

　その野球場ほどもありそうな広大な空間は、かつては美しい庭園だったことが窺うかがえた。

　しかし水のない噴ふん水すいは生い茂しげる雑草に埋うもれ、ひび割れた敷しき石いしの上には絡からみ合う茨いばらの蔓つるが這はっている。辺りには枯かれ枝や不用品が散乱し、古びたアーチや彫ちよう像ぞうなどが打ち捨てられたように倒たおれていた。

　──グランローズ城にこんな場所があるなんて……。

　信じられない思いで周囲に視線を巡めぐらせる。荒あれるに任せた生いけ垣がきのようなものに目をとめて、あ、と夕貴は声を上げた。

「ここは……あの廃はい園えんの中──？」

　城内の、それも専用階段に隠かくされていた通路は閉へい鎖さされた廃園へ通じていたのだ。

　けれど、なぜ？

　夕貴はレヴィンを振り仰あおいだが、答えは得られなかった。

「話は後だ。こっちへ」

　向かった先は庭園ではなく礼拝堂の東側の、鳥かご形の大きな温室だった。

　レヴィンに背を押されるままに、夕貴はドアを潜る。そして温室の中へ足を踏ふみ入れた途と端たん、甘く華はなやかな香かおりに包まれた。

　──……あ。これ、花の香り……？

　それに気づくと同時にぱっと温室の照明が灯ともり、現れた光景に夕貴は大きく目を瞠った。

　突とつ如じよとして眼前に現れたのは、見事な白い薔薇ばら園だ。

「なんで……？　ここ、廃園のはずじゃ……」

「この温室だけは生きているんだ。ここしか生かせなかった。管理をしているのは俺一人だからな。温室だけで手て一いつ杯ぱいだ」

　レヴィンの話を半ば呆ぼう然ぜんとして聞きながら、夕貴はそっと一輪の薔薇に近づいた。

　繊せん細さいな花びらをたっぷり重ねたモダンローズ。

　高こう芯しんの整った花形はとても綺き麗れいだが、それよりもその色みに目を奪うばわれる。

　仄ほのかな輝かがやきを帯びた白い花びらは、角度によって透すき通るような青みを帯びるのだ。

　花びらの上をちらちらと青い光が不思議に瞬またたく様は、夜空に輝く月の光が薔薇の姿になったのでは、という馬ば鹿かげた空想を誘さそうほど幻げん想そう的だった。

「もしかして……これが『シルフォードの薔薇』ですか？　門外不出の？」

「ああ。父が作出したものだ。一目でよくわかったな」

「俺、花が好きなんです。母が花や庭弄いじりが好きで、花だらけの家で育ったから。でも、そうじゃなくてもわかります。こんな不思議な色の薔薇、見たことない」

　こうも御伽噺めいた温室の薔薇園も初めてだ。

　人と花とが互たがいに邪じや魔まをしないように、慎しん重ちように区切られた花か壇だんは見事な幾き何か学がく模様を描えがき、モザイクタイルの通路の上には薔薇のアーチが幾いくつもかかっている。

　それを潜って通路を進むと、中央に円形の広場があり、寛くつろげる空間になっていた。

　テーブルセットに、ロココ調のカウチ・ソファ。こんなところで昼ひる寝ねをしたら、最高の夢が見られそうだ。

「……信じられない。ここ、ほんとにあの廃園の中なんですか」

　優美なテーブルセットの椅い子すに腰こし掛かけ、夕貴は夢の中にいるような気持ちになった。レヴィンを見上げると、柔やわらかい眼まな差ざしが落ちてくる。

「この庭園を閉鎖してから、ここには誰だれも入れていない。夕貴が初めてだ」

「俺が、初めて？」

　では自分は、レヴィンの秘密の場所に初めて招かれた人間、ということだろうか。そう思うと何だかドキドキしてしまう。

「あの、いいんですか？　俺が入ってしまって」

「おまえならいい。夕貴なら、人が大切にしているものを踏み荒らしはしないだろう」

　そう答えたレヴィンの眼差しが、ふと遠くなった。

　何かを懐なつかしむような、優しい眼差し。彼はそんな目をして温室の薔薇園を見つめている。

　──ここはレヴィンにとって、とても大切な場所なんだ。

　それも温室だけではない。きっとこの廃園全体に何らかの思い入れがあるのだろう。

　──それならどうして、ここは廃園になっているんだろう？

　知らず問いかけるような眼差しを向けると、レヴィンが静かに話しだした。

「俺の一族は階級至上主義でね。歴代の当主の結けつ婚こん相手は皆みんな、同格の貴族かそれ以上の身分の者が選ばれていた。だが、俺の母は中産階級の出身だった。父はその慣例を破ったんだ」

　レヴィンの父は、大学で出会った母と恋こいに落ち、周囲の反対を押し切って強ごう引いんに結婚した。

「そのために母は一族の者達に辛つらく当たられ、次し第だいに深く傷ついていった」

　その言葉に、夕貴は再びリード侯こう爵しやくを思い起こした。そして、今日出会ったレヴィンの大おお叔母おば、イザベルのことも。

　──周囲の人にあんな態度を取られ続けたら、きっと凄すごく辛かっただろうな。

　レヴィンは薔薇園を見つめながら、話を続けた。

「そんな母のために父はこの庭園を造り、出入り口には鉄の扉とびらを取り付けて鍵かぎを母に渡わたした。誰にも会わずに庭園へ出たければ、専用階段から続く通路を使えばそれが可能だった。この庭園は母の隠れ家で、楽園だったんだ」

　一方、父は母のために趣しゆ味みだった薔薇の新種開発に本ほん腰ごしを入れた。庭園内にこの温室を建て、そこで作出したのがこの薔薇なのだという。

「でも、だったらどうして噂うわさになったのかな。うちの大学の教授も、シルフォード侯爵家には門外不出の珍めずらしい薔薇があるって知っていました」

　それは、と答えるレヴィンの表情が険しくなる。

「俺の両親が亡なくなった時に、一族の者がこの庭園と温室を公開したからだ」

　レヴィンが十六になったばかりの頃ころ、両親が事故で亡くなり、大叔母をはじめとする一族の者がこの庭園と温室に立ち入った。

「彼らは庭園とこの薔薇を見るなり、ころりと態度を変えた。それまではこの庭園を造った父のことも、それを育はぐくんだ母のこともバカにしていたくせにな」

　その庭園のあまりの美しさに驚おどろいた彼らは、友人知人を呼べるだけ呼んで公開し、自分の手て柄がらのように自じ慢まんし始めた。しかも温室の薔薇まで見せびらかし、挙げ句、それを商品として売り出す計画まで立て始めたという。

　──きっとレヴィンがそれを阻そ止ししたんだ。たった一人で。

　まだ十六歳でしかなかった彼は、どれほどの苦労を強しいられただろう。夕貴には想像もつかないけれど、考えただけで胸が痛む。

「俺は子供の頃から、貴族だの上流階級だのの体面を保つために、平気で人を踏みつけにする彼らのことが腹立たしかった。奴やつらの薄うすっぺらな自尊心を満足させるために、ここを利用されることなど耐たえられなかった。だから閉鎖したんだ」

　そう語るレヴィンの声は落ち着いて、静かだった。けれど、その底には未いまだ収まることのない憤いきどおりが潜んでいる。それを感じて、夕貴は胸が苦しくなった。

　──きっとレヴィンにとっても、この庭園は楽園だったんだ。

　ここなら両親の悪口を聞くこともないし、彼の母親が傷つけられることもなかっただろう。三人で静かに、穏おだやかに過ごしていたに違ちがいない。

　そこを閉鎖し、荒れてゆくのを見ていることしかできないなんて、どれほど辛いことだろう。

　そして今、当時の面おも影かげを唯ゆい一いつ残しているのだろうこの温室は、彼にとって秘密の場所どころか、宝物に等しいはずだ。

　そんな思いで周囲を大切に眺ながめていると、レヴィンの青い瞳ひとみがすっと夕貴の方を向いた。

「この薔薇の噂は、当時ここに踏み入った奴らの口から広まったんだろう。その噂が消えないのは、今では一族の者達が、侯爵家がそんな神秘的な噂うわさ話ばなしに彩いろどられることを喜んでいるからだ」

　苦々しくそう言って、レヴィンはさらに言葉を継ついだ。

「俺の一族はリード侯爵と同じだ。自分の痛みには敏びん感かんだが、人の痛みには鈍どん感かんで、だから傷つけることに躊ちゆう躇ちよがない。罪悪感もない。自分のプライドと利益のためなら人の心も平気で踏みつける。だから俺は貴族が嫌きらいなんだ。家いえ柄がらと身分と財産で結婚相手を選ぶ、貴族の令れい嬢じようもな」

　話し終えると、レヴィンは疲つかれたように軽く息をついて俯うつむいた。

　掛ける言葉が見つからず、夕貴はしばらくその姿を見つめていたが。

「……レヴィン」

　小さく呼びかけ、彼のもとへ歩み寄る。夕貴はカウチの隅すみにそっと腰掛けて、気き遣づかうようにレヴィンの顔を覗のぞき込んだ。

　彼が庭園を閉鎖した理由はよくわかった。

　貴族が嫌いで、自分の一族のことを許せず、彼らの思おも惑わく通りに結婚するのを嫌いやがっていることも。

　けれど、それならばなぜ──

「そんなに一族の人たちが嫌いなのに、どうしてここにいるんですか。逃にげたい、って思わなかった……？」

「俺はあの両親の息子むすこだ。俺がミスをしたり逃げ出したりすれば、やはり親が悪かったと言われるに決まっている」

　レヴィンは視線をモザイクタイルの床ゆかに投げたまま、口元を皮肉に歪ゆがませた。

　ああそうか、と夕貴は泣きたくなるような気持ちになる。

　レヴィンがここに留とどまっているのは、母への誇ほこりと意地ゆえだ。

「血統にこだわる一族の選んだ相手と結婚させられるのはご免めんだ。かといって、階級を無視して恋れん愛あいするのもまっぴらだ。たとえ誰かと愛し合っても、俺がシルフォード侯爵家を背負っている限り、その恋は決して上手うまくいかない」

　俺の両親のようにな、とレヴィンはどこか投げやりに笑った。

「レヴィン、でも──」

「いいんだ。俺は両親の二の舞まいを演じたくはない。結婚や恋愛なんて、面めん倒どうで厄やつ介かいなだけだ。そんなものを背負うくらいなら、割り切った者同士で遊んでいる方がよほどいい」

　それがレヴィンの本心だとは、夕貴にはとても思えなかった。

　もし本当に遊んでいる方がいいのなら、こんな顔をするはずがない。

「本当に、それでいいんですか？」

　ひっそりと、夕貴は尋たずねた。

「どういう意味だ？」

　レヴィンの声に苛いら立だちが混じる。

　もしかしたら、自分の考えは的外れなものかもしれない。レヴィンを怒おこらせ、嫌われるだけなのかもしれない。

　けれど、夕貴はレヴィンにこんな表情をして欲しくなかった。

　だから、本当はこんなことを言うのは怖こわいけれど、思い切って口を開く。

「ご両親のようになりたくないって、そう思うのは分かります。誰だれだって辛い思いはしたくないから。でも、あなたがこの薔薇ばら園を守ってきたのは、ご両親の気持ちを大切に思っていたからじゃないのかなって、俺には思えるんです。……違いますか？」

　そうでなければ、たった一人でここまで美しく薔薇園を守れるとは思えない。

　一族の手から守り、噂好きな人々の目から守って、レヴィンの両親の思いを宿した奇き跡せきのように美しい薔薇を、彼はここで咲さかせ続けている。

「違う」

　夕貴の言葉を強く否定し、レヴィンはこちらを睨にらみつけた。だが、それは本当に一いつ瞬しゆんで、すぐにレヴィンは顔を背そむけてしまう。

「俺はそういう気持ちでこの薔薇園を維い持じしているんじゃない。これは俺の父が作出した珍しい品種の薔薇だからだ」

「それだけじゃないように俺には見えます。だってこの薔薇園に来てから、あなたずっと凄く懐なつかしそうな、とても寂さびしそうな顔をしてる」

　ぴく、とレヴィンの口の端はしが動いた。笑おうとして失敗したのだと、夕貴にはわかった。

　それを見たらたまらない気持ちになって、夕貴は投げ出されていたレヴィンの手に自分の手をそっと重ねる。

「俺、何か──あなたのために、何かできませんか？」

「……何？」

「俺は今まであなたに気遣われて、優やさしくしてもらって、助けられてばかりだったから。今度は俺があなたのために何かしたい」

　ハ、とレヴィンが乾かわいた笑い声を立てた。

「同情か？　お優しいことだな」

「そんなんじゃない、そうじゃないんです」

「なら、何だ。──ああ、見返りが欲しいのか？」

　レヴィンの冷ややかな嘲ちよう笑しように、夕貴は目を見開いた。

　──そうじゃない。そんなんじゃないのに。

　当然のように出てきた「見返り」という言葉に、これまでのレヴィンの人生が透すけて見えるかのようだ。

　レヴィンの周囲には、彼を利用しようとする人間がいったいどれほどいたのだろう。

　亡なくなった両親がひっそりと交かわしていた細やかな愛情の証あかしさえ、商売に変えようとした一族の者達。

　無理やりセッティングされたお見合いには政略結けつ婚こんの匂においが付き纏まとい、彼の携けい帯たいを鳴らす女性たちはみんな割り切った関係だ。

　──バレット教授を研究室まで訪ねてきたのは、父親の親友だということ以外には何のしがらみもなかったから？

　だとすると、大学の研究室はレヴィンにとって数少ない息いき抜ぬきの場所だったのかもしれない。

　──だったら俺も、レヴィンが息をつける場所になりたい。

　夕貴は胸に満ちていく思いを込めて、レヴィンにそっと語りかける。

「俺は……俺は、何もいりません。見返りなんかいらない」

「夕貴……？」

「俺はただ、あなたに優しくされて嬉うれしかったから、あなたに優しくしたいんです」

　それはとてもシンプルな気持ちだ。

　けれどレヴィンは、そんな夕貴の思いを拒きよ否ひするように顔を背けた。

「何を勘かん違ちがいしたのか知らないが、俺はそれほど優しくした覚えはないぞ。そういうタチでもない。あの嵐あらしの夜、俺に何をされたか忘れたわけじゃないだろう」

「それは、でも……っ」

　言葉に詰つまったが、ここで引き下がる訳にはいかない。

　夕貴はレヴィンの身を包む外出用のスーツの上着の裾すそを、我知らず指先で捉とらえた。

「あの時は驚おどろいたけど、でもあなたはちゃんと謝ってくれた。その後で、自分の寝しん室しつの一部屋を俺に明け渡わたしてくれたじゃないですか」

　それに、と夕貴は続ける。

「あなたは何度も俺を助けてくれました。梯はし子ごから落ちた時も、階段から落ちた時も。今日だって二回もリード卿きようから助けてくれた」

　そうすることで自分が背負うかもしれないリスクのことなど、考えもしないで。

「別に恩を売ったつもりはないぞ」

「恩返しがしたい訳じゃないんです。同情でも取引でもないし、ついでに言えばあなたが侯こう爵しやくだからとか財ざい閥ばつ総そう帥すいだからとか、そういうことも関係ない。俺はただの、今目の前にいるあなたのことを大切にしたいだけなんです」

　気持ちを言葉にするのは、どうしてこんなに難しいのだろう。

　自分自身を歯は痒がゆく思いながら、それでも必死に言葉を重ねてゆくと、拒こばむように背けられていたレヴィンの顔が少しだけこちらに戻ってきた。

　振ふり向いてくれた。

　そう思うと嬉しくて、気持ちが素す直なおに言葉になる。

「あなたのために、何かしたい」

　レヴィンの瞳ひとみがかすかに揺ゆれて、その奥に隠かくされていた彼の心まで透けたような気がした。そこに、この思いを届けたい。夕貴は懸けん命めいに言葉を紡つむぐ。

「俺は、あなたが俺に優しくしてくれたみたいに、あなたに優しくしたいんです。でも、俺はあなたみたいに人の気持ちを上手に汲くみ取れなくて……あなたが何をして欲しいのか、よくわからない」

　だから、と夕貴はレヴィンの上着の裾をしっかりと握にぎり締しめた。

「教えてください。言ってくれたら何でもするから」

　それは、よほどレヴィンにとって思いがけない言葉だったのだろう。

　彼はとても驚いて、驚きすぎていっそ不思議そうにこちらを見ている。

「教えて、ください」

　そう繰くり返したら、夕貴、とレヴィンが声もなく唇くちびるだけで自分を呼ぶのが見えた。

　だが、その唇はすぐに頑かたくなに引き結ばれて、やがて皮肉に歪められる。

「……口では何とでも言えるさ」

「口だけじゃない。だからどうしたらいいか、教えてください」

　そうだな、とレヴィンが酷こく薄はくに笑った。

「なら、俺にキスができるか？　今すぐ、ここで」

　え、と夕貴はとっさに身を硬かたくした。それを見たレヴィンが、それみたことかと言わんばかりの嘲笑を向けてくる。

「キスだけじゃない。その身を俺に捧ささげることができるか？」

　それは、今すぐここで彼に抱だかれろということか──

　試ためすような視線に晒さらされ、夕貴は全身が凍こおりついたような錯さつ覚かくに陥おちいった。

　けれど、どうしたことか、その錯覚は酷ひどく容易たやすく解けてしまう。

　こちらに向けられたレヴィンの嘲あざけるような表情が、泣いているように見えたからだ。

「……わかりました」

　夕貴の身体からだは自分でも驚くほどすんなりと動いた。

　両手が持ち上がり、レヴィンの冷たい頰ほおを包み込む。軽く上体を伸のび上がらせて、下から掬すくうように柔やわらかく唇を押し当てた。

　高校の頃ころに母を亡くしたり、留学準備で忙いそがしかったせいで、夕貴は恋れん愛あい経験がない。だから上手なキスの仕方などわからなくて、ただ唇を触ふれさせるだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

　そんな幼いキスを繰り返していると、レヴィンの手が静かに伸びてきた。

「いいのか。逃にげないと、このまま本当に抱くぞ……？」

「はい」

　頷うなずいて夕貴は目を閉じた。

　こうすることでレヴィンが自分の言葉を信じて──そして、いつものように笑ってくれるなら構わない。

　シャツのボタンをすべて外されて、前を開かれ肩かたから落とされた。

「震ふるえてるぞ。無理をするな、嫌いやならやめておけ」

「だって、緊きん張ちようしてるから……。嫌なわけじゃないんです」

　抵てい抗こうせずにじっとしていると、途と方ほうに暮れたような声がした。

「……どうしてそこまでするんだ」

　震える身体を包むように抱だき締められて、まるで自分が壊こわれ物になったような気分になる。

　夕貴は静かに瞼まぶたを上げて、レヴィンにそっと笑いかけた。

「俺を大事にしてくれたあなたを、今度は俺が大事にしたい。そう思ったらおかしいですか？」

「──本気なのか」

　はい、と夕貴は頷いた。苛いら立だちにも似た光を放つレヴィンの鋭い眼まな差ざしを、懸命に受け止める。

「今抱いたら、俺はおまえを離はなさなくなるかもしれないぞ」

「離さなくなるって……？」

　とくん、と夕貴の心臓が跳はねた。それは、自分を傍そばにおいてくれるという意味だろうか。もし、そうだとしたら──。

「それでもいいのか？」

「…はい」

「本当に何でもしてくれるのか。俺のために？」

　迷わずに頷くと、夕貴はレヴィンの指に小さな顎あごを掬すくわれた。近づいてくる端たん整せいな顔がキスの角度に傾いていく。

「それなら、おまえが欲しい。今、すぐに──」

「……っ」

　熱い囁ささやきに胸がときめく。

　頷く暇ひまも与あたえられず唇を奪われ、夕貴はレヴィンの腕うでに捉われた。







　照明を落としてもガラス張りの温室は月明かりに満たされて、月光を受けた薔薇ばらの花は白く、青く、密ひそやかに輝かがやいている。

　そんな中で夕貴の肌はだも、真しん珠じゆのように淡あわく艶つやめいていた。

「綺き麗れいだな、夕貴」

「……っ」

　首筋にキスを落とされて、夕貴は小さく息を飲む。無意識に強こわ張ばってしまった身体を、レヴィンは優やさしく抱き寄せて、向かい合わせに膝ひざの上に載のせてくれた。

「あの、なんで俺だけ……」

　一人だけ裸はだかにされるのは恥はずかしい。けれど、レヴィンは構わずに夕貴の肌に唇を滑すべらせてきた。

「早く確かめたい。服を脱ぐ暇も惜おしいんだ」

　その声は熱く掠かすれていたけれど、本音だとは思えない。

　彼は、何でもするという夕貴の言葉を確かめるために、こうして身体に触れているのだから。

　──つまり、身体に訊きくってこと？

　下世話な考えに、しかし夕貴は不安になった。初めてのセックスの、酷い快楽を思い出したからだ。

「レヴィン……？　あの、俺……」

「わかってる。もうあんな抱き方はしないから心配するな。今はただ、おまえを確かめたいだけなんだ。だから触れさせてくれ」

　そっと抱き寄せられて、ちゅ、と喉のど元もとを吸われる。その甘い痛みに、ぴく、と身体が跳はねたけれど、もう不安は感じなかった。

「……あの男、この肌にこんなものを」

　許せない、と鎖さ骨こつのくぼみのすぐ下に、レヴィンの唇が押し当てられる。そこはリード侯爵の掌しよう底ていを強く押し当てられて、うっすらと赤くなっていた。

「痛いか？」

「いえ、平気です」

「なら、俺の痕をつけたい。いいな？」

「は、……ぁっ」

　答える前に、そこをレヴィンにきつく吸われて背筋が震える。その感かん触しよくよりも、リード侯こう爵しやくの痕をレヴィンのそれに変えられたことに、目眩めまいがするような悦よろこびを感じた。

　他人の痕がこの身体に残っているのが許せないと、そう思ってくれたのだろうか？　多分、さして意味のない独どく占せん欲よくだと思うけれど、そんなふうに思ってもらえたことに夕貴の胸は甘くときめいてしまう。

「…っ、あん…っ」

　夕貴の身体に残されていた他人の痕を、自分のそれにつけかえてしまうと、レヴィンは明らかに愛あい撫ぶの目的で夕貴の身体に触れてきた。

「嫌なら言え。無む理り強じいはしない」

「はい。でも大だい丈じよう夫ぶです」

　本当はレヴィンの膝の上に裸で座っているなんて恥ずかしくてたまらないけれど、ここで彼を拒こばんだら、何でもするという自分の言葉が噓うそになる。

　──俺のこと、お願いだから信じてください。

　身体を明け渡わたしたくらいで信じてもらえるのなら、好きにしていい。そんな思いを込めてレヴィンを見つめてから、夕貴はそっと目を閉じる。

「本当に可愛かわいいな、夕貴」

　そう褒ほめてくれた唇くちびるが、夕貴のそれに重なった。上下の唇を舌でくすぐられ、思わず口を開くとすぐに舌が入り込んでくる。

「……っ、ん」

　優しく上うわ顎あごをくすぐられ、跳ねた身体を宥なだめるように撫なでられた。胸の突とつ起きを二本の指に柔らかく挟はさみ込まれたかと思うと、甘く左右に捻ひねられる。

「…っ、ぅんっ」

　舌を搦からめとられ、そっと吸い上げられながら、同時に乳ち首くびを弄いじられた。背筋をぞくぞくと震えが走り、窄つぼまった膝が閉じ合わさる。

　──どうしよう。恥ずかしいのに……もっとして欲しい。

　もっと自分に触れて欲しい。自分に感じて、欲しがってほしかった。

　こんな気持ちになるのは初めてで、夕貴はもどかしい思いに身を捩よじる。

「どうした？　やっぱりやめるか？」

「嫌です、やめないで。もっと……」

　ごく自然にねだる言葉が口をついた。言ってしまってから恥ずかしくなって顔を赤らめた夕貴を、レヴィンは優しい、けれど酷ひどく熱い眼まな差ざしでじっと見つめてくる。

「なら、もう遠えん慮りよしないぞ」

　その言葉に頷く暇もなく、夕貴は激しい口づけに晒さらされていた。再び搦めとられた舌を、味わうように吸われ、舐なめられて腰こしがぞくりと震える。

　レヴィンの両手が躊ちゆう躇ちよなく動き、夕貴は閉じ合わせた膝を大きく開かれてしまった。そしてまだほんの少しの兆きざししか見せていない性器を、彼の手に捉とらわれる。

「あ、レヴィン……っ」

　そこはレヴィンに触ふれられただけで、ぴくりと鋭するどく反応した。自分の身体からだのはしたなさを呆あきれられはしないかと夕貴が恐おそれたのは一いつ瞬しゆんで、レヴィンの巧たくみな愛撫に導かれてたちまち快楽を高められていく。

「あ、あんっ、やぁ…っ」

「……嫌か？」

　喉元を伝い落ちていった唇が、低く問いかけてくる。嫌ならやめる。そんな意思の籠こもった声だ。

「嫌じゃ、ない」

　だから夕貴は首を振ふった。初めて抱だかれた時に言わされた言葉が、今まさに夕貴の心情となって胸に強く迫せまってくる。

　──そんなに優しくしないでいい。俺を奪うばって、あなたのものにして欲しい……。

　髪かみの先から爪つま先さきまで、すべてレヴィンのものになれたらいい。

　そんな夢想を抱きながら、夕貴はレヴィンの首に両手を絡からめてすがりつく。

　レヴィンの愛撫が再開され、突とつ然ぜん胸を襲おそった濡ぬれた刺し激げきに夕貴の背筋が反り返った。

　ぬるぬると舌で押し潰つぶされる感触に、腰が切ない疼うずきを孕はらむ。

「あ、あっ、そこ、……っ」

　ダメ、と言いそうになり、夕貴はその言葉をすんでのところで吞み込んだ。嫌いや、と、ダメ、は今は絶対に言ってはならない言葉なのだ。

「ここが、どうした？」

「…ぁっ」

　じんじんと疼き、すっかり尖とがった赤い胸の頂を、レヴィンが絶ぜつ妙みような加減をもって吸い上げてくる。彼の手の中で甘やかされていた性器が、とろりと先せん端たんに雫しずくを結んだ。

　それを自覚して夕貴が羞しゆう恥ちに肌を染めた途と端たん、くすりと胸むな元もとで笑みが零こぼれる。

「ああ、もう泣き出した。本当に胸が弱いな、夕貴は」

「や、だって、あなたが……っ」

　夕貴は泣きそうな声で訴うつたえた。

　自分の身体をこんなふうに変えたのは、手て酷ひどい快楽で夕貴を壊こわしたレヴィンだ。

「それなのに、あなたが笑う、なんて……」

「笑ったわけじゃない。可愛いと思っただけだ。おまえは華きや奢しやで、どこもかしこも滑なめらかで、感じやすくできているんだな」

　可愛くてならないというように、レヴィンが片手で背中から腰を撫でてくる。その仕草に、呆れられたのではないとわかり、ホッとしたら身体の疼きが甦よみがえってきた。

　反対側の胸をレヴィンの舌と唇で味わわれながら、脚あしの間を嬲なぶられる。レヴィンの巧みな愛撫に性器ははしたないほど濡れてきて、夕貴の下か肢しから淫みだらな音が響ひびきだした。

「もうとろとろだな。一度いくか？」

「いや……っ」

　夕貴は泣きたい思いで首を振った。

　裸ら身しんを晒しているのも自分だけなのに、このうえ一人でいかされるなんて嫌だ。

「我が慢まん、するから……一いつ緒しよが、いい」

　いったい自分は何を口走っているのだろう。平素の自分からは考えられないことを言いながら、夕貴はそれでもレヴィンに自分を求めて欲しかった。

　──ただの確かく認にんでもいいから。

　今だけ、自分のすべてをレヴィンのものにして欲しい。

　そう願うのは、心だけではなかった。一度刻みつけられた快感を身体が覚えているせいか、触れられてもいない後孔こうまでがレヴィンを求めて疼いている。

　どうしてこんな、と淫らな自分の身体の反応に夕貴は戸と惑まどった。けれど、きっとあの夜にレヴィンが言った通り、自分は彼に壊されたのだと思えば、それでいいような気がしてしまう。

「一緒に？　中に挿いれて…出してもいいってことか？」

「……っ」

　あからさまなレヴィンの言葉に全身を赤く染めながら、夕貴はこくんと頷うなずく。

　すると、いきなり身体を抱き上げられた。カウチ・ソファの上にうつ伏ぶせにして降ろされて、レヴィンに腰を引き上げられる。辺りには清せい廉れんな薔薇ばらの花が満ちているのに、その中央で夕貴は男に腰を差し出すような体勢を取らされてしまった。

「こ、こんな格好……」

「恥はずかしいか？」

　問われて必死に頷くと、レヴィンが覆おおい被かぶさるようにして肩かた口ぐちにキスしてきた。

「大丈夫だ。すぐに恥ずかしいなんて思う余よ裕ゆうはなくなる」

「え、？」

　何か恐ろしげな言葉を囁ささやかれたかと思ったら、再びレヴィンの手に性器を包まれた。それを緩ゆるやかに弄もてあそばれながら、肩から背中へと移っていく彼のキスに感じ入る。

「あ、っ、んん…っ」

　肩けん甲こう骨こつの辺りまで無む秩ちつ序じよにキスを散らされた後、つう…っ、と背筋を舌で舐め降ろされた。たまらず腰を撥はね上げると、性器がレヴィンの手の中でぬるぬると擦こすれて酷くいやらしい気分になる。

　そんな自分を繫つなぎ止めるように夕貴が身を硬かたくした時、背筋を伝い降りたレヴィンの舌がそのまま双そう丘きゆうの狭はざ間まに這はい込んだ。

「や、うそ…っ」

　夕貴はハッと目を見開いた。こんな高貴な人に、あんなところを舐められている──そう思ったら、全身の血が沸ふつ騰とうするかと思うほどの激しい羞恥に襲われた。

　嫌、と夕貴はとっさに身体を前へずらして逃にげようとする。しかし夕貴の細い腰はレヴィンの腕に深く抱だき込まれていて逃げようにも逃げられない。

「あ、レヴィ…っ、そん、な……っ」

　夕貴は為なす術すべもなく性器と後孔の狭間をぬるぬると熱い舌に舐め回される。その淫らな感触に、次第に理性や羞恥が溶とけ出し、疼くような熱が腰の奥にじっとりと溜たまり始めた。

　その熱に炙あぶられて、後孔までもが焦じれたようにうねり出す。

「あっ……も、そこじゃ、なくて…っ、中、に……」

　中に触れて欲しい。我慢できずに夕貴は切れ切れにねだった。

　ねだられた男は甘く笑い、尖らせた舌先で夕貴の後孔にくちゅ…、と音を立てて忍しのび入る。

「ぁん…ッ」

　温かく濡れた柔やわらかいものに、夕貴は後孔を犯おかされた。それはぬるぬると浅いところで抜ぬき差しを繰くり返し、ときおり戦慄わななく内ない壁へきをとろりと悪戯いたずらに舐めてくる。

　──やだ、もっと……。

　もっと奥まで来て欲しい。あの夜のように、切なく疼くそこをいっぱいに満たして欲しいのに、レヴィンの舌は焦じらすように入り口を舐め濡らすばかりだ。

　満たされない切なさに、夕貴の身体がふるりと震ふるえた。

「や、ぁっ、レ、ヴィ……っ」

「そんな泣きそうな声を出すな。意地悪をしているわけじゃない、傷つけないように丁てい寧ねいに慣らしているだけだろう？」

「だって、だって……」

「だってじゃない。まったく、夕貴は可愛かわいいな」

　笑い混じりにそう言うと、レヴィンはそれまで片手で嬲っていた夕貴の性器から手を離はなした。濡れた指を一本、丁寧に解ほぐされた後孔へと押し当てる。それだけで、そこが期待にひくりと震えるのに笑えみを漏もらし、彼は長い指をゆっくりと夕貴の中へ沈しずめてきた。

「や、あっ、あぁ……っ」

　指を一本、差し込まれただけなのに、焦らされた身体にはその刺激はとても大きく響いた。粘ねん膜まくをずるずると擦こすられて、奥まで犯されていく感かん触しよくに危うく熱を放ちそうになり、夕貴は必死にそれをこらえる。

「柔らかいな。それに随ずい分ぶん熱くなっている」

「…だから、もう、して……くだ、さ……」

「まだ無理だ。すんなり吞のみこめたと言っても、たった指一本だぞ？」

　笑みを含ふくんだ甘い声は、明らかに夕貴のことをからかっている。けれど、気き遣づかってくれていることもわかるので、夕貴はそれ以上は無理を言えなくなってしまった。

「大だい丈じよう夫ぶだ。この分ならすぐにもっと柔らかくなる」

　そう言いながら、レヴィンが指を増やしてくる。その指を甘く締しめ付けると、悪戯な指に淫らに熟うれた内壁をくすぐられ、夕貴はもう腰こしの奥から溶け崩れてしまいそうになった。

「レヴィ……レヴィ、ン…っ、ぁ、もう……っ」

　やがて指が三本に増やされた。けれど切ない疼きは酷ひどくなる一方だ。身体からだを繫いだあの時の満たされきった幸福感には到とう底てい及およばず、逆に焦しよう燥そうが深くなる。

　がくがくと震え始めた膝ひざで必死に腰を支えながら、夕貴はもどかしさに腰を捩ねじりたてる。

　そんな自分の姿がどれほどレヴィンの欲よく望ぼうを煽あおりたてているかなど、もちろん気づく余裕はない。

「おね、が…い……っ、早く、きて……っ」

　あからさまな言葉は、けれど涙なみだで滲にじんで切実に響いた。それはレヴィンの耳から性感を刺し激げきし、同時に心を揺ゆり動かす。

「…も、指、いや…っ、…指じゃ…やぁ……っ」

「まったく、おまえはどうしてそう……ッ」

　くそ、とレヴィンは苛いら立だったような声をあげ、夕貴の中で遊ばせていた指を一気に引き抜いた。彼は乱暴にネクタイを解き、上着とシャツを一ひと纏まとめに脱ぬぎ捨てる。そして崩くずれそうになった夕貴の腰を片かた腕うでで支えて、スラックスの前を寛くつろげた。

「いい子だ、夕貴。入れるぞ」

　腰だけを高く掲かかげた体勢のまま、後ろからレヴィンの昂たかぶりを押し当てられた。それが入ってくる衝しよう撃げきは、初めての夜に比べるとはるかに少ない。そしてその分、内壁を擦られながら身体を拓ひらかれてゆく淫らな刺激も、初めての夜とは比べ物にならないほど鮮明だ。

「あ、レヴィ、あっ、あ──……ッ！」

　ずぶずぶとレヴィンの熱が身体に沈み込んでくる。そのあまりにもリアルな快感に、ぞくぞくと熱い痺しびれが腰から背筋を貫つらぬいた。

　甘く疼うずいていた内壁が一斉に波打ち、待ち望んでいたかのようにレヴィンの熱に纏わりつく。そんな、自分ではどうにもならない反応に、レヴィンが息を詰つめるのがわかった。

「凄すごいな、夕貴……絡からみ、ついてく、る……」

「やだ、言わな、…っで……」

　そんなことを言われたら恥ずかしくて、余計に身が竦すくんでしまう。そうすると必然的にそこも締まって、より強くレヴィンを感じることになった。

「あ、ぁんっ、レ、ヴィ……っ」

　きゅうっと締まった後孔を押し広げられ、身体の奥まで拓かれる。

　切ない疼きをいっぱいに満たされて、夕貴はもう声も出ない。息を詰めて身を震わせていたら、深く身体を繫いだ状態のまま夕貴はレヴィンに抱だき起こされた。

「夕貴……っ」

「あ、んん…ッ」

　後ろから抱き締められるような形でレヴィンの膝に載のせられる。すると自分の体重が掛かかったせいでいっそう繫がりが深くなり、夕貴はレヴィンの膝の上でびくびくと不器用に身を引き攣らせた。

　──どうして…？　まだ、二度目なのに……。

　レヴィンに抱かれてここまで感じて、乱れる自分が恥ずかしい。それに、こんなに身体の奥深くまでレヴィンに知られてしまったことも、たまらなく恥ずかしかった。けれど──

　──どうしよう。恥ずかしいのに、こんなに嬉うれしくなるなんて。

　レヴィンと身体を繫いでいる。彼の鼓こ動どうが直接身体に響ひびいてくる。それだけで嬉しくて、バカみたいだけれど泣いてしまいそうだ。

　──ああ、俺、レヴィンのことが好きなんだ。

　ただの憧あこがれや勘かん違ちがいではない。自分は本当にレヴィンのことが好きなんだと、そう自覚した途と端たん、夕貴の身体は勝手に蠢うごめきレヴィンの性器を食い締めた。

「あ、いや…っ」

「イイ、の間ま違ちがいだろう？」

　夕貴が体内に埋うめ込まれたものを自分で締めつけ、びくびくと腰を震わせていると、レヴィンが下から突つき上げてきた。身体を上下に揺すられながら脚あしを大きく開かされると、男に犯されているところや、感じて濡ぬれそぼる恥はずかしいところをすべて露あらわにされてしまう。

「ほら、感じてるじゃないか。ここが好きだろう？」

「や、やっ、ひぁんっ」

　不安定な体勢で下から何度も突き上げられて、腰を甘く責められた。そうして身体を揺さぶられながら、レヴィンの指に乳ち首くびや性器まで弄いじられると、感じすぎて苦しいのに夕貴の身体は悦よろこんでしまう。

　今にもぐずぐずに溶け崩れそうな後こう孔こうをレヴィンにかき回され、中の弱いところを殊こと更さらに抉えぐられた夕貴は、それまで必死に耐たえていた熱を、とくん、と小さく放ってしまった。

「…ぁんっ、や、あぁ…っ」

「今、軽くいっただろう？　中がぎゅっと締まって震えてるぞ」

「やだ、待って、やぁ…っ」

「こっちもさっきより濡れているな。どこから零した？　ここからか？」

　恥ずかしい言葉でからかいながら、レヴィンが性器に触ふれてくる。放ったとはいえ軽くだから、まだそこは力をなくしてはいない。けれど軽くとはいえ達しているので、とても敏びん感かんになっている。

　そんな性器を大きな手に包まれて、くちゅり…、と潤んだ先端を指先で弄られたら──

「ひぁ…っ!?　だめ、だめ…っ、や、いやぁ……ッ！」

　今度こそ夕貴は本当に達した。びくびくと腰を震わせ、きゅうっと男を食い締めながら断続的に熱を放つ。

　少し遅おくれて最奥にレヴィンの熱液を注ぎ込まれると、それを受け止めた夕貴は糸が切れたようにがくりとレヴィンの胸に倒たおれこんだ。

「は、…ッ……」

　しばらく必死に酸素を取り込み、乱れた呼吸を整えた。そんな夕貴を腕うでに囲い込んで、レヴィンが耳やうなじや肩かた口ぐちなど、あちこちに唇くちびるを寄せてくる。

「大丈夫か、夕貴？」

　繫つながりを解かないまま優やさしく尋たずねられ、夕貴はこくりと頷うなずく。

「あの夜に抱かれたのが初めてだと言ったな…？　なら、おまえに触れたのは俺だけか？」

　勿論そうだ。薔薇ばらの香かおりのせいだけではなく、どこか甘い空気の中で夕貴は再び頷いた。

「だったらこの先も、俺以外の人間にこの身体を抱かせるな」

　え…？　と口の中で呟つぶやいて、夕貴は閉じていた瞼まぶたを持ち上げた。

　それではまるで、自分を独占したいと言われているみたいだ。

「おまえは俺のものだ。何でもすると言ったな？　なら、もう絶対に誰にも触れさせるな」

「…っ」

　熱い囁ささやきに、左胸で鼓こ動どうが跳ねる。レヴィンの胸にいっそう深く抱き込まれながら、夕貴は込み上げる思いに胸が締め付けられるのを感じた。

　それは自分の気持ちを信じてもらえた喜びと、レヴィンに対する愛いとしさだ。

　──どうしよう。俺、本当にレヴィンのことが好きだ。

　自分とレヴィンとでは住む世界が違ちがうのに。

　サロンで大勢の人々に囲まれていたレヴィンの姿が、ふいに脳のう裏りに甦よみがえる。

　彼には上流階級の花はな嫁よめ候補がたくさんいて、その誰もがレヴィンとの結けつ婚こんを望んでいる。

　そしてレヴィンは、いくら結婚を嫌がっていてもそれが許されない立場だ。

　夕貴がどんなにレヴィンを好きでも、決して振り向いてはもらえない。

　──それでもいい。

　夕貴は胸が痛くなるような恋しさを、唇を嚙かみ締めて堪こらえた。

　振り向いてくれなくてもいい。彼に求められているのが身体だけでも構わない。

　もしもレヴィンが誰かを好きになっても、その誰かと結婚することになったとしても──。

　──ずっとあなたの傍そばにいたい。俺のこと、好きになってくれなくてもいいから……。

　レヴィンの温ぬくもりと薔薇ばらの香りに包まれて、夕貴はひっそりと目を閉じた。
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　身体からだ中じゆうを心地ここち好よい温もりに包まれて目覚めると、レヴィンの腕の中だった。

　向かい合わせの形で抱だき締しめられていることにどきりとし、夕貴はとっさに身を引いた。

　それが刺し激げきになったのか、まだ眠ねむっているはずのレヴィンが夕貴の身体をぎゅっと胸へと引き寄せる。

　──うわ、どうしよ……。

　きつく抱き竦すくめられ、レヴィンの温もりや鼓動が直接身体に伝わってくるのに夕貴は思わずうろたえた。ドキドキと痛いほど胸が高鳴って、身動きもできずにじっと息を潜ひそめる。

　大きく瞠みはられた視界の隅すみに広々としたベッドの一いつ端たんと、真上にある巨きよ大だいな天てん蓋がいが映った。どうやらここはレヴィンのベッドで、夕貴は眠っている間に運ばれたようだ。

　──た、確かに何でもするって言ったけど、ドレッシングルームの鍵かぎを取り外したのも俺だけど、だからってどうして毎朝こんなことに……？

　レヴィンの腕の中で身を硬くしながら、夕貴は十日前、温室の薔薇ばら園で抱かれた翌朝にレヴィンに言われたことを思い出した。

『俺のために何でもしてくれるんだな？　なら毎晩の添そい寝ねと、俺の朝の紅茶を頼たのむ』

　紅茶はともかく添い寝は冗じよう談だんだろうと思ったのに、現実はこの通りだ。

　就しゆう寝しん時間に二人が揃そろえばレヴィンは「寝るぞ」と当然のように夕貴を自分のベッドに引きずり込むし、レヴィンの帰宅が深夜を過ぎて夕貴がドレッシングルームのベッドで寝てしまうと彼はそこに潜もぐり込むか自分のベッドに夕貴を運び、抱き締めて眠るようになってしまった。

「俺は抱き枕まくらじゃないんですけど……」

　夕貴は困り顔で溜ため息をついた。抱き枕にされるのが嫌なわけではないけれど、彼に恋する夕貴としては、毎朝これでは心臓に悪い。

　──もう、なんでこんなに極きよく端たんなんだろう、この人は。

　寄り添っているのは心地好いけれど、それだけに困ってしまう。

　夕貴はそうっとレヴィンの腕を身体から外し、ベッドの上に身を起こした。今度は彼を刺激せずに済んだようで、レヴィンは寝ね乱みだれた髪かみをシーツに散らして瞼を閉とざしている。

「よく寝てる。疲つかれてるんだな」

　エインズワース財ざい閥ばつ内のどこかの部門に大きな仕事があるらしく、最近レヴィンはそれに掛かかりきりだ。帰宅は大たい抵てい深夜だし、休日も仕事の電話が頻ひん繁ぱんに鳴っていた。

　夕貴がちらと時計を見やると、時刻は六時半だった。普ふ段だんならレヴィンの起きる時間だが、昨夜も遅おそくまで仕事をしていたようだから、何の予定もない休日くらい朝あさ寝ね坊ぼうしてもいいはずだ。

「ゆっくり休んでください」

　レヴィンの額や頰ほおに落ちかかる髪をそっと指先で払いのけて、夕貴はベッドから降りようとし──、爪つま先さきが床ゆかにつかないうちに、がしっと腕を摑つかまれた。

「ひゃッ!?」

「どこへ行く……？」

　眠たげな声がしたかと思うとぐいっと腕を引かれ、背後から強く抱だき竦すくめられる。肩を飛び上がらせ振ふり向くと、上半身を起こしたレヴィンが片手で乱れた黒くろ髪かみを搔かき上げていた。

　その男らしい色気にどきりとし、夕貴は必死に平静を保とうとする。

「お、起きてたんですか？」

「今起きた。それより、おまえが起きる時は俺も起こせ。何度もそう言ってるだろう」

「でも昨夜も遅かったんでしょう？　もう少し寝ていた方がいいと思って──」

「おまえも寝るならな」

「いや、俺はもう起きますけど」

「また書庫の整理か？　休日だぞ、今日はやらなくてもいいだろう」

　拗すねたように言いながら、レヴィンがぎゅうっと抱き締めてきた。そんなレヴィンの子供じみた態度に夕貴は少し驚おどろいて、これは疲れているせいではないかと、かえって心配になってしまう。

「それはこっちの台詞せりふです。あなたなんて、せっかくのイースターの連休のうち三日間は俺に付き合いながら仕事してたじゃないですか」

　イースターは毎年日付が変わる移動祝祭日だが、『春分の日の後の満月直後の日曜日』と決まっていて、英国ではイースター前の金曜日からイースター翌日の月曜日まで、学校も会社も休みになる。

　レヴィンも四連休のはずだったが、金、土、日の三日間は招待されたパーティに夕貴を連れて出席し、様々な年代の大邸てい宅たくを見学させてくれた。ちなみにそこにも花はな嫁よめ候補は漏もれなく送り込まれており、レヴィンは主に夕貴の相手と頻繁にかかってくる仕事の電話に出ることで、彼女たちを遠ざけていた。

「夜は夜で遅くまで仕事してるし。せっかくの連休なのに休む暇ひまが全然なかったでしょう？　今日はせっかく何の予定もないんだから、ゆっくり休んでください」

「おまえも寝るならな。一人で寝ていてもつまらないから、おまえが起きるなら俺も起きる」

　ちゅ、とこめかみの辺りにキスされ、夕貴は小さく身を竦めた。

「な、何ですかそれ。寝るのにつまるもつまらないもないでしょ」

「あるさ。おまえがいればつまらなくない。こういうこともできるしな」

　寄せられた唇くちびるにうなじをそっと吸い上げられて、甘い痛みに夕貴はぴくんと震ふるえた。

「や、ぁっ、レヴィン、朝から何を……！」

「ほら、早く決めろ。起きるか、二に度ど寝ねか。俺はどっちでも構わないぞ」

　レヴィンが夕貴の髪を乱すように撫なでながら、肩に顎あごを載のせてくる。

　不ふ埒らちな悪戯いたずらをしていても背中に感じる体温は高くて、レヴィンはまだ眠いのだろうなと夕貴は思う。それがわかってしまったら、選せん択たく肢しなどないも同然だった。

「……わかりました。じゃ、あとちょっとだけ」

「よし、寝直すぞ」

　レヴィンの返事を聞いた時には、夕貴は彼もろともベッドに沈しずんでいた。
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「あの廃はい園えんを元通りにする気になったのですって？」

　あの後、九時過ぎまで寝てしまい、遅い朝食を終えたばかりの夕貴とレヴィンがダイニングを出た途と端たん、廊ろう下かに高い声が響いた。レヴィンの大おお叔母おばイザベルだ。

「これは大叔母上。ご機嫌麗うるわしく」

　挨あい拶さつを述べながらレヴィンが眉み間けんに皺しわを刻んだことにも、突然の大声に夕貴が呆あつ気けに取られていることにも気づかずに、イザベルは目を輝かがやかせて足早に近づいてくる。

「いったいどういう心境の変化なのです、レヴィン？　もう工事も始まっていると聞きましたよ。これでグランローズ城が元通りの美しさを取り戻もどすことができるのですね」

　イザベルは満足そうに何度も頷いていたが、夕貴の存在に気づくと途端に冷たい無表情になった。「ところで、レヴィン」と続ける声こわ音ねまで、どこかツンとしたものになる。

「あの鬱うつ陶とうしいばかりだった廃園を、どんな風に造り変えるつもりなのです？」

「元通りにしようかと」

「それは素す敵てきだこと。出来上がったら、お客様をお招きしましょう。かつての通りに甦よみがえった庭園をご覧になったら、きっと誰もが驚おどろきます」

　一瞬、痛みとも怒りともつかない激しい感情が、レヴィンの瞳ひとみに閃ひらめいた。イザベルの台詞に、辛つらい記き憶おくを刺し激げきされたのだろう。その心中を思いやり、夕貴はレヴィンに身を寄せる。

　そんな夕貴の肩を軽く抱いて、レヴィンは冷笑を浮かべた。

「それはお断りしますよ。俺はあの庭園を開放する気はありません。見せる約束をしているのは一人だけです」

　その言葉に、夕貴は薔薇ばら園での一件の翌日のことを思い出した。

『この庭園を甦らせる。そうしたら、一番におまえに見せてやる』

　そう言われた時に感じた喜びと、彼の信頼を得た誇ほこらしさ。

　レヴィンがどんなにあの場所を大事にしているかを知っているだけに、夕貴にとってその約束はとても大切なものだ。

　しかしレヴィンの返答を聞いた途端、ぴく、とイザベルの眉まゆが跳ね上がった。剃刀かみそりのような瞳が夕貴を鋭く一いち瞥べつする。

　──え？　なんで？

　理由はよくわからないが、その気難しそうな無表情で睨にらまれるのは、とても怖こわい。けれども、イザベルはすぐに夕貴から目を離し、「まあ、それはともかく」とレヴィンに向き直った。

「あの廃園が美しく生まれ変わるのであれば、この城にお客様をお招きするのに不都合はありません。それで作業はいつ終わる予定なのです？」

「来週の半ばには」

　それは結構、とイザベルは重々しく頷うなずいた。

「では来週の金曜日、庭園のお披ひ露ろ目めを兼かねてガーデン・パーティを開きますよ」

「大叔母上が？」

「バカをおっしゃい。あなたが開くのです、レヴィン。最近、あなたは多くの方のお屋敷を訪問したり、パーティに招待されているでしょう。今度はあなたが皆みな様さまをご招待なさい。これはお礼を兼ねているのですからね、拒きよ否ひは許しません」

「お言葉ですが、大叔母上。俺は今、重大な仕事を抱えて──」

「お黙だまりなさいッ」

　冷静に反論しようとしたレヴィンに、手にしていた帽ぼう子しを突つきつけ、イザベルがヒステリックに遮さえぎった。その凄まじい迫はく力りよくに、思わず夕貴はレヴィンの胸に身を寄せる。

「あなた、今夜開かれるリード侯こう爵しやく主しゆ催さいのイースター・パーティに失礼にも欠席するとお返事をしたそうではありませんか。あの方は次期公こう爵しやくなのですよ？　上手うまくお付き合いをなさいとよく言っておいたでしょう」

「付き合わずとも当家に問題はありませんが？」

　宥なだめるように優しく夕貴の肩を叩たたきながら、レヴィンが皮肉げに口の端はしで笑う。

　途端にイザベルの眉が急角度に跳ね上がった。それを見て思わず息を詰めた夕貴の耳に、「旦だん那な様」とスチュアートの声が穏やかに滑すべり込んでくる。

「お話をなさるのに廊下は不向きかと。居間へお移りになられてはいかがでしょう」

「ああ、そうだな。そうしよう。──悪いが夕貴、お茶の支し度たくを頼めるか？」

　夕貴は小さく頷いて、素直にレヴィンから身を離した。それが、身内同士の言い争いから自分を遠ざけようとする、彼の気き遣づかいだとわかったからだ。

「……パーティには、あちらの望みのものを差し出せば円満に解決したでしょう」

「残念ながら、あれはすでに俺のものです。今後一いつ切さい、あの男の目に触ふれさせるつもりはありません」

「いい加減になさい。いったい誰のせいで、あなたのお見合いがことごとく──」

　居間の入り口を潜くぐりながら、まだ彼らは何か言い争っている。

　──大丈夫なのかな、あの二人。

　気掛かりだったが、参りましょう、とスチュアートに促うながされ、夕貴は廊下を歩き出した。

「貴族の人たちも色々大変そうですね。侯爵家みたいに古くて格式の高い家いえ柄がらだと、お付き合いの範はん囲いも広そうだし」

「当家におきましては、古い家柄だけに面白いお話もございます。イズミ様は侯爵家にまつわる伝説をご存じでしょうか」

　夕貴の張り詰めた神経を和やわらげようとしているのか、スチュアートが優しい目をして問いかけてくる。

「伝説？　いえ、何も」

「実は昔、この辺りは妖よう精せいの住すみ処かだったと伝えられておりまして──」

　スチュアートは昔話をするように、その伝説を語り始めた。

　侯爵家の先祖が砦とりでを築く場所を探していたところ、この地で薔薇ばらの妖精に出会ったという。その妖精は乱暴な風に痛め付けられ、攫さらわれそうになっていた。

　それを先祖が助けると、妖精はとても感謝して、もし今後もこの地で薔薇を守ってくれるなら侯爵家を守り祝福すると約束した。それ以来、侯爵家に何か幸せが訪おとずれる時、その前まえ触ぶれとして花びらのような不思議な光がちらちらと城内を舞まうのだという。

「このお話は勿もち論ろん、伝説でございます。ですが近ちか頃ごろ、そのようなものを見たという者がちらほらと。おそらく目の錯さつ覚かくでしょう。けれども今の城内の様子を見ますと、あの伝説は本当なのではと、そんな気持ちになるのですから不思議なものでございます」

「ふうん、そんな伝説があったんですか。俺、初めて聞きました」

　やっぱり古い城は違ちがうなぁ、とすっかり感心した夕貴は、ん？　とふいに首を傾かしげた。

　──花びらのような、光……？

　それってどこかで、と夕貴は何かを思い出しそうになった。けれど、その記憶を捕つかまえる前にキッチンに着いてしまい、お茶の支度をしているうちに居間の様子が気になりだして、そのことは頭から消えてしまった。

「俺が運びます」

　三人分のお茶と、イザベルのために焼き菓が子しも用意し、夕貴は居間へ向かう。

　先ほどの騒ぎが噓うそのように廊ろう下かは静かだったけれど、

「──まあ、庭園のお披露目についてはともかく」

　ノックしようと片手を上げた時、イザベルの刺とげ々とげしい声が漏もれ聞こえた。

　見れば、ドアに僅わずかな隙すき間まが空いていた。おそらく言い争いに夢中になって、きちんと閉めなかったのだろう。

　──まだ話が済んでないのかな。だったら、声を掛けない方がいいかも。

　中ちゆう途と半はん端ぱに上げていた手を、そっと降ろす。そして、きちんとドアを閉めておこうとノブに指を掛けたとき、思いがけない会話が夕貴の鼓こ膜まくを震ふるわせた。

「とにかくあなたはガーデン・パーティを主催し、そこで必ず花はな嫁よめをお選びなさい。そして結けつ婚こんするのです。これは当主としての義務ですよ、レヴィン。よろしいですね？」

「……いいでしょう。ただし、俺が誰を選ぶかについては口出し無用に願います」

　え、と胸中に呟つぶやいて、夕貴は瞬まばたきをした。

　今の話は何だろう？　聞き間違い、だろうか。

　──そうだよ、俺の聞き間違いだ。だってレヴィンはあんなに結婚を嫌がってた。

　彼は、結婚や恋愛をするくらいなら、割り切った相手と遊んでいるほうがましだとまで言ったのだ。そんなレヴィンが、簡単に結婚相手を決めるはずがない。

「ようやく覚かく悟ごが決まったようですね。あなたの結婚が決まれば、わたくしも肩の荷が下ります」

　けれどイザベルの満足そうな声に、夕貴の思考は断ち切られた。

　まさか、と思うのに、幾いくら待ってもレヴィンは何の反論もしない。その事実に、夕貴の鼓動が不ふ穏おんに速さを増してゆく。

　──じゃあ、パーティ当日に結婚相手を決めるって、まさか本当に……？

　うそ、と夕貴は呟いた。だが実際には、声は喉のどの奥で凍こおりつき、震える唇も動かない。

　瞬きを忘れた夕貴の瞳が、すうっと輝きを失ってゆく。

　レヴィンがいつか、誰かと結婚することはわかっていた。侯爵家の当主である彼には、跡あと取とりが必要だからだ。

　けれど、まさかその日がこんなに早く来るなんて。

　急に突きつけられた現実は、夕貴の胸を凍らせた。
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　ガーデン・パーティ当日は、穏おだやかな晴天に恵めぐまれた。

　日中に開かれるガーデン・パーティは、夜会やディナー・パーティほど堅かた苦くるしくはないとはいえ、招待客が名門貴族や富ふ豪ごうといった人々だ。錚そう々そうたる顔ぶれに不ふ手て際ぎわがあってはならないと、朝から誰だれもが忙いそがしく立ち働いている。

　スチュアートやメイド頭があれこれと矢や継つぎ早ばやに指示を出し、それを受けて使用人らが走り回っている。招かれた楽隊は音合わせに余念がなく、早朝から城にやってきたイザベルは少しのミスも許さないとばかりに目を光らせているようだ。

　広い芝しば生ふの庭にはマーキーが幾いくつも張られ、その下に並ぶテーブルには次々と真っ白なテーブルクロスが掛けられて、端はしから順に花が飾かざられていく。

　そうして着々と準備が整っていく様子が、夕貴のいる書庫の窓からも見て取れた。

「ガーデン・パーティなんて言うから、もっとカジュアルなものかと思ってた。けど、そうじゃないんだな。凄すごく本格的なパーティみたいだ」

　それもそうか、と夕貴は思う。

　何しろこのパーティに招待された令れい嬢じようの中から、レヴィンの花嫁が決まるのだ。

「さあ、俺は自分の仕事をしなきゃ」

　夕貴は窓から離れ、書庫の内部を見回した。

　さすがに四週目ともなると、隙間だらけだった書しよ棚だなはほとんど本で埋うめられている。本当に一ヶ月で終わるだろうか、と青くなった初日が噓うそのようだ。

「教授の書き散らしも全部ファイリングしたし、予定通りに片付きそうだ」

　夕貴はホッと胸を撫なで下ろす。そして、残り僅かな本を片付けるべく手を伸ばしたら、横合いから伸びてきた手にがしっと手首を摑つかまれた。

「え？　レヴィン？」

「まだそんな格好をしているのか。急がないと間に合わなくなるぞ」

　触れられて、顔を覗のぞき込まれ、声を掛けられる。

　たったそれだけで、夕貴の胸にはレヴィンへの愛いとしさが容易たやすく溢あふれ出してしまう。それを必死に押さえつけ、平静を装よそおい、さり気なく摑まれた手首を取り戻した。

「何してるんですか、こんなところで？」

「それは俺の台詞せりふだ。早くシャワーを浴びて支し度たくをしろ。でないとパーティに遅ち刻こくするぞ」

　え？　と夕貴は目を丸くした。

　ふとイザベルの顔が思い浮かぶ。この数日、パーティの準備や打ち合わせのために頻ひん繁ぱんにグランローズ城を訪れていたイザベルには、「もちろんあなたは遠えん慮りよしてくださるのでしょうね？」と迫はく力りよくに満ちた無表情で釘くぎを刺さされているのだが。

　──レヴィンがそう言ってくれるなら、一いつ緒しよにいてもいいのかな？

　レヴィンが結婚相手を選ぶのを目まの当たりにするのは、きっと辛つらい。自分の気持ちを押さえ込むのも、きっと苦しいことだろう。

　──それでもいいから、傍そばにいたい。

　この週末でイースター休暇も終わりだ。そうしたら夕貴はグランローズ城を出て、ロンドンへ戻らなければならない。もう、これまでのようにレヴィンの傍にはいられなくなってしまう。

「でも、俺なんかが出席していいんですか？」

　イザベルにはパーティに出席するなと釘を刺されただけでなく、シルフォード侯こう爵しやく主しゆ催さいのパーティでホストの傍に外国人の庶しよ民みんがいたら、レヴィンの評判が悪くなるとも言われたのだ。

　一瞬、イザベルの冷たい眼差しが脳裏を過ぎった。しかしレヴィンはためらう夕貴の手を取ると、迷わず主しゆ寝しん室しつへと引っ張っていく。

「いいに決まっているだろう。ほら、早く支度をするんだ。服はもう用意してある」

「でも、あなたの迷めい惑わくになったら──」

「迷惑？　なるはずないだろう。なったとしても今さらだ、すでに散々俺は夕貴を連れ回しているんだからな」

　それもそうだ。

「じゃあ急いで支度します。後であなたがイザベル様に何か言われたりしないといいけど」

「おまえのことで大おお叔母おば上うえに文句は言わせないさ」

　急ぐぞ、とレヴィンに急せかされるまま夕貴は主寝室に駆かけ戻り、大急ぎでシャワーを浴びて着き替がえることになった。

「ちょっ、レヴィン！　何かまたスーツが新しいみたいなんですけど」

「ああ、昨夜届いたやつだ。気に入ったか？」

「そうじゃなくて！　ああもう、こういうことは止やめてくださいって言ったのに」

　そんな言い合いをしながら身支度を整え、夕貴はレヴィンに連れられて庭へ出た。すると、すでに準備万ばん端たんのイザベルがくるりとこちらを振ふり返った。

「……そうですか。やはりね」

　イザベルが眉まゆを吊つり上げるのに、反射的に夕貴はびくりとしてしまう。するとレヴィンが励はげますように夕貴の肩かたを抱だき、イザベルに言い返した。

「俺が連れて来たんです。ゲストの中には夕貴が世話になった方々もいらっしゃるのでね。何か問題でも？」

「問題なら大有りです。が、来てしまったものは仕方ありません」

　つん、とイザベルは高こう慢まんな仕草で顎あごをあげた。

「せいぜい隅すみの方で大人しくしていなさい。でしゃばった真似まねをしたら許しませんよ」

　冷たい言葉と一いち瞥べつで、これ以上ないほど夕貴を居たたまれない気持ちにさせ、イザベルは鋭するどく身を翻ひるがえした。楽隊に演奏の順番を確認しに行ったようだ。

「済まないな。だがあれも今日限りだ」

「はい。大丈夫です」

　そう言って、夕貴はレヴィンに微笑んで見せた。

「イザベル様に何を言われても、俺はあなたの傍にいます。俺に手伝えることがあったら何でも言ってください。何でもしますから」

　だから自分のことは心配しないで欲しい。そんな気持ちでにこりと笑いかけると、レヴィンが急に眉まゆ根ねを寄せて、くそ、と低く吐はき捨てた。

「…レヴィン？」

「いや、何でもない。……おまえが可愛かわいいことを言うから」

　その言葉の後半は声が低くて聞き取れず、「え？」と夕貴が顔を寄せると、レヴィンは肩で軽く息を吐いてふいに真顔になった。長身を屈かがめるようにして、目の高さを合わせてくる。

「夕貴。俺はある計画を立てていたんだが、今日、その結果が出る。おそらく上手うまくいくだろう。そうしたらおまえに話がある」

「話、ですか？」

「そうだ。大事な話だ。その前にもう一度確認しておきたい。……俺のためなら何でもすると言ったが、あれは本当に本当か？」

　もちろんだ。夕貴は迷わず頷うなずいた。

「はい。俺にできることなら、何でも」

　即そく答とうすると、レヴィンが笑った。その、張り詰つめたものがふいに甘く緩ゆるんだような笑顔はとても魅み力りよく的で、夕貴はどきりとさせられる。

「あの、なんでそんなに満足そうなんですか？　何でもするって言っただけなのに」

　内心の動揺を押し隠し、彼を軽く睨にらんでみたが、レヴィンは笑みを深くするばかりだ。

「自分の言葉を忘れるなよ、夕貴。取り消しは利きかないからな」

「取り消したりはしません」

　だって、あなたが好きだから。そう、夕貴は心中で付け足した。







　楽隊が音楽を奏かなで始めると、ゲストが続々と到とう着ちやくした。ガーデン家具のベンチや椅い子すに思い思いに腰こし掛かけた彼らは、飲み物を片手に歓かん談だんを始めている。

「俺はゲストの出で迎むかえがあるから、その間夕貴はグレアムの傍にいるといい。何もないとは思うが一人になるなよ」

　レヴィンにそう言われた通り、夕貴はグレアム夫妻と一緒にいた。鞭むちで打たれた彼の手のことがずっと気になっていた夕貴は、「もう大丈夫だよ」とグレアムが手を握にぎったり開いたりして見せてくれたのでホッとした。

「あの時はすみませんでした」

「いや、僕のほうこそ守り切れずにすまなかったね」

「そうよ。この人が頼たよりないのがいけないの。あなたが気にすることはないわ」

　グレアム夫人が夕貴を慰なぐさめ、からかうように夫を見やる。そんな彼女の両手があの時鞭打たれたグレアムの手を労いたわるように包むのに気づいて、夕貴は思わず口元を綻ほころばせた。

　──仲いいんだ。

　いつ、どんなふうに出会って結婚したのかは知らないけれど、夕貴には、彼らは信頼と愛情で結ばれた理想的な夫婦に見えた。

　──レヴィンも、いつかはそうなるのかな。

　今日、このパーティに招かれた令嬢達の中から、レヴィンは結婚相手を決めるのだ。

　優しい彼のことだから、貴族の令嬢は嫌いだなんて口では言っても、いざ結婚したらきっと大切にするに違いない。

　そんな光景が容易たやすく想像できて、夕貴の顔から笑みが消える。と、イザベルの甲かん高だかい声が晴れた空に響ひびき渡わたった。

「まあ、シャーロット。お会いできて嬉しいわ。ああ、レヴィン、紹しよう介かいしましょう。彼女は由ゆい緒しよある伯はく爵しやく家のご息女で──」

「相変わらずお元気だね。レヴィンの花はな嫁よめ候補のご到着かな？」

　グレアムの言葉に、思わず夕貴は息を止めた。そして、そっと肩かた越ごしに振り返る。

　──……凄い、綺き麗れいな人。

　だが、美しい女性は彼女だけではない。少し離はなれたところでレヴィンを待っている令嬢達は、いずれ劣おとらぬ美女ばかりだ。

「レヴィンはそんな気ないだろうに。──ほら、な？」

　招待客がすべて揃そろったのか、レヴィンが身を翻し、誰のエスコートもせずにまっすぐこちらへ──夕貴のもとへ向かってくる。

　そんな些さ細さいなことが、夕貴は堪たまらなく嬉しくて──同時に、酷ひどく苦しかった。







　和なごやかな雰ふん囲い気きで食事が済むと、人々は思い思いに動き始めた。

　テーブルでアルコールを楽しみながらお喋しやべりに興じる者、馬場で乗馬を楽しむ者。テニスをしたり、音楽にあわせてダンスをする者もいる。そして、この城の敷しき地ち内にはフィールドアーチェリーやゴルフのコースがあると知ると、勇んで立ち上がる者達もいた。

「アーチェリーをやるなら人の頭にこれを載のせて、それを的まとにしたらどうだ？」

　酔よっているのだろう、リンゴを掲かかげ、そんな馬鹿げた提案をする紳士まで現れて、夕貴は驚おどろいて目を丸くした。悪乗りした人々が賛同の声を上げたが、誰も頭を提供しなかったので、リンゴは木の枝から吊り下げることになったようだ。

　それを驚くというよりはむしろ呆あきれて見ていると、

「ねえ、お庭のどこかを新しくなさったとか。ぜひ拝見したいわ。案内してくださらない？」

　同じテーブルについていた令れい嬢じようが突とつ然ぜんそう言い出した。

　──新しくした庭って、もしかして……。

　あの薔薇ばら園のある、かつての廃園。元通りに甦よみがえったら、一番に夕貴に見せるとレヴィンが約束してくれたあの庭園のことだろう。

　あの庭は昨日仕上がったとレヴィンに聞かされたが、完成が夜よ更ふけだったことや、今朝は早くからパーティの準備で忙しかったので、夕貴はまだ庭園の内部を見せてもらっていなかった。

「あら、それなら私もぜひご一いつ緒しよしたいわ」

「もしかして、『シルフォードの薔薇』というのはその庭園にあるのですか？」

　見せて欲しいと次々声をあげる令嬢達に、夕貴の胸が騒ぎ出す。

　あの庭園はレヴィンにとって特別な場所だ。他人に踏み荒らされるのが嫌で廃園にし、そのまま何年も誰にも立ち入らせなかったほどの場所だった。

　そこへ招かれたのは自分だけだ。あの廃園の中の薔薇園で、夕貴は初めてレヴィンの心を知り、自ら望んで彼に抱かれ、恋心を自覚した。

　レヴィンとは意味が違うけれど、夕貴にとってもあの庭園と薔薇園は今や特別な場所となっていた。だから自分に一番に見せてくれるとレヴィンが約束してくれた時は、本当に嬉うれしかったのだ。

　──まさか、連れて行ったりはしないよね…？

　不安が影のように胸を過よぎり、夕貴はそっとレヴィンを見上げた。

　断って欲しい。切実な願いが、レヴィンを映した瞳に宿る。

　しかしレヴィンは一つ肩かたで溜ため息をつき、あっさりと立ち上がった。

「レヴィン…？」

「仕方がない。今回はホストだからな」

　では、彼女達を連れて行くつもりなのだろうか。ざわりと胸が不ふ穏おんに騒ぎ、夕貴はとっさに両手でレヴィンの腕うでを摑つかんで引きとめた。

　──嫌いやだ、行かないで。

　レヴィンが誰だれを好きになってもいい。彼が誰と結けつ婚こんしても、胸に秘ひめた恋こい心ごころを死ぬまで伝えられなくても。

　だけど、あの特別な庭園に、自分よりも先に彼女達を連れて行くのだけは止やめて欲しい。

　けれど、夕貴の手はレヴィンにそっと外されてしまった。

「大だい丈じよう夫ぶだ。すぐに戻もどるから、いい子で待っているんだ。いいな？」

「でも、レヴィン…っ」

　夕貴は小さく首を横に振ふったけれど、レヴィンはもうこちらを見てはいなかった。

「では、ご案内しましょう。そこがお望みの場所かどうかはわかりませんが」

　歓かん声せいをあげた令嬢達を連れて、レヴィンが庭園の方へと歩いていく。その後ろ姿を夕貴は呆ぼう然ぜんと見つめた。

　──そんな……俺に一番に見せるって言ったのに。

　レヴィンはあの約束を忘れてしまったのだろうか。

　うなだれた夕貴の頭上で、その心を映したように雨雲が空を覆おおい始めた。

「お暇ひまなようですね。ならば少し手伝いなさい」

　背後から聞こえたイザベルの声に、夕貴は力なく振り返る。

「リード卿きようがあなたをお召めしですよ。お相手をしてさしあげて」

　リード侯こう爵しやく。その名を聞いただけで、嫌悪感が込み上げた。けれど招待客のリストにその名前は入っていただろうか？

「いらしてるんですか？　それで俺がお相手を？」

「そうですよ。ご指名ですから、粗そ相そうのないように。体調が思わしくないとかで、あちらのお部屋にいらっしゃいます」

　イザベルが指し示したのは、華か麗れいなバルコニーのついた二階の客間だった。
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「失礼します」

　夕貴が紅茶と軽食のワゴンを押して客間に入ると、体調が悪いようには見えないリード侯爵がソファに掛かけて待っていた。

「やあ、ユウキ。君が私に会いに来る様子がないから、こちらから来てしまったよ」

　またしてもリード侯爵は、何事もなかったかのような態度だった。あの別れ際ぎわのやりとりなど、彼にとっては本当に他愛たわいないことなのかもしれない。

　だが、リード侯爵のことなどどうでもいい。

　夕貴は半ば上の空で紅茶の支し度たくに取り掛かった。ぼんやりとした視界の中で、自分の手が流れるように動くのが、なんだか不思議だ。

　──毎朝レヴィンの紅茶を淹いれていたからかな。最初の頃ころは渋しぶかったり温ぬるかったりで、よく苦笑いされたけど。

　最近ではレヴィンの好みの通りに、上手に淹れられるようになったはずだ。

「上手だね」

「……シルフォード卿に教わりました」

　ふうん、とリード侯爵が呟つぶやいた。

　茶葉を蒸むらしている間にちらりと窓の外へ目を向けると、あの庭園の近くで招待客の一グループがアーチェリーに興じていた。聳そびえ立つ大樹の陰かげにリンゴがちらちら見えているから、本当にリンゴを的にして遊んでいるのかもしれない。

　ぼんやり外を見ていると、アーチェリーの一群の中に令嬢達に囲まれたレヴィンを見つけてしまい、夕貴は痛みを堪こらえる時のように歯を食いしばった。

　──見せてない。きっとレヴィンはあの庭園を誰にも見せたりしない。

　レヴィンは自分との約束をきっと守ってくれている。夕貴は自分にそう言い聞かせ、震ふるえる手でポットからカップへ紅茶を注ぐ。

「どうぞ」

　外から聞こえてくる歓声に半ば意識を奪うばわれながら、夕貴はリード侯爵の前に紅茶のカップを置いた。──が、

「あッ!?」

　テーブルに載せる前に、カップが勢いよく引っくり返った。リード侯爵が膝ひざを使って夕貴の手を弾はじいたのだ。

「な、何をするんですか!?」

「それは私の台詞せりふだよ。君が上の空で私の相手などするから、見たまえ。スラックスが汚よごれてしまった」

　リード侯爵が低く笑って、夕貴の腕うでを摑つかみ上げた。その腕を引かれたかと思うと視界がぐるりと回転し、気づけば夕貴はソファの上に押し倒たおされていた。

「な、に？　痛い、離はなしてください！」

「抵抗しても無駄だよ。私は自分の執着だけでこうして君を奪おうとしているわけではない。これはレヴィンの大おお叔母おば上うえのご意向でもあるのだよ」

　え、とかすかな声を発した直後、夕貴は上手うまく息ができなくなった。

　──何？　今、この人、なんて……？

　信じ難がたい言葉を聞いたような気がする。だが、まさかそんなことがあるはずないと、夕貴は必死に否定した。いくら自分を嫌っているとはいえ、イザベルはレヴィンの身内なのだ。

　誤解してはいけない。そう思うのに、リード侯爵が毒のように酷ひどい言葉を囁ささやいてくる。

「私はね、彼女に君とレヴィンを引き離すように頼たのまれたのだ。彼女はレヴィンと君が同じ寝しん室しつで眠ねむっていることを知っている。だが、彼女は今度こそ当主に貴族の娘むすめを娶めとらせたい──つまり、君が邪じや魔まなんだ」

　これでわかっただろう？　とリード侯爵が身動きもできずにいる夕貴のネクタイをするりと解き、シャツのボタンに手を掛ける。

「イザベルにこうも疎うとまれている以上、レヴィンと共にいても君にいいことは何もないよ。だが私のものになればいいことずくめだ。あくせく働くこともなく、勉強でも遊びでも好きなことを好きなだけさせてやろう。こうして君が大人しく私に可愛がられているならね」

　どちらが得かは考えるまでもないだろう、とリード侯爵が頰を歪ゆがめて笑い、直接肌はだに触ふれてくる。その瞬しゆん間かん、夕貴の身体が強きよう烈れつな嫌けん悪おに震えた。

「やだ、触るな！」

　夕貴は必死にリード侯爵の手を振り払った。

「俺、俺はレヴィンのものです、だってレヴィンがそう言った。だから、触らないでください…っ」

「だが、あれはすぐに君を捨て、適当な女性と結けつ婚こんするよ。一族の総意だ。抗あらがえまい」

　仕方がない──そう言って背を向けたレヴィンの姿が夕貴の脳のう裏りを過よぎった。でも、それは最初からわかっていたことなのだ。

「レヴィンが誰だれと結婚してもいいんです。俺は俺の勝手でレヴィンを好きになって、ずっと好きでいるって決めたんだから」

　懸命に夕貴が言い返すと、リード侯こう爵しやくが歪んだ笑みを深くした。

「ほう、一いち途ずなことだ。だが君は肝かん心じんなことを忘れているな。私は名目上侯爵を名乗っているが、次期公こう爵しやくだ。レヴィンは侯爵。彼は私より一つ階級が下になる」

「それが何ですか。貴族の階級なんて、今ではほとんど意味がない」

「だが、社交を通じた外交では大きな力を持つこともあるのだよ。そういう方面からレヴィンに政治的、経済的な圧力を掛けることが私には可能だ。あれの一族も仕事も一気に潰つぶすことが私にはできる。もちろん君の出方次し第だいだがね。さあ、どうする？」

　その言葉に夕貴は愕がく然ぜんとした。まさか自分が彼を拒きよ否ひしたくらいで、本気でレヴィンに圧力を掛けるつもりなのだろうか。

「や、やめ…っ」

　リード侯爵に胸を撫なでられ、拒きよ絶ぜつの言葉を紡つむごうとした途と端たんに唇くちびるを唇で塞ふさがれた。

　──嫌いやだ…！

　酷い嫌悪感にびくっ、と夕貴の身が竦すくむ。それを都合よく解かい釈しやくし、リード侯爵が乳ち首くびに爪つめを立ててきた。

「……ッ」

　痛みに身体が竦み上がる。そんな夕貴の反応をリード侯爵が楽しんでいるのが、無理やり合わせられている唇から伝わって、夕貴はリード侯爵を押しのけようと渾こん身しんの力を腕に込める。

　けれども不利な体勢と体格差のせいで、それは少しも上手くいかなかった。押しのけるどころか再び胸に痛みを与あたえられ、抵てい抗こうする力を失った一いつ瞬しゆんの隙すきに男の舌が夕貴の口内に押し入ってくる。

　──やッ、嫌だ、こんなの嫌だ…！……レヴィン！

　心の中で名を呼ぶと、一気に恋れん情じようが深くなる。危険な目に遭あうと必ず、彼は夕貴を助けてくれた。だが今レヴィンに助けを求めたら、リード侯爵がレヴィンに何をするかわからない。

　──どうしよう、どうしたら……。

　身体を撫で回され、舌を嚙まれる。

　その感触に耐え切れず、夕貴は闇やみ雲くもに暴れ、結果としてリード侯爵を突つき飛ばし、ソファから逃げ出してバルコニー脇わきの壁かべ際ぎわへすがりつく。

「やだ、いやだ、来ないで…っ」

　カーテンの陰かげに隠かくれるようにしてうずくまると、足音が近づいてきた。

「やれやれ、面めん倒どうな。だが、そこへ逃げたらもう後がないよ」

　ゆっくりとリード侯爵が近づいて、座り込んでいる夕貴を囲い込むように両手を壁かべについた。そして、さらに距きよ離りを詰つめるように右みぎ腕うでを肘ひじまで壁に付けた途端──

　ダンッ、と鈍にぶい衝しよう撃げき音が空気を震ふるわせた。

　その音に夕貴がハッと身を強こわ張ばらせ、一瞬の自失にパニックが鎮しずまる。

「な、なに、が……？」

　何が起きているのだろう？　夕貴はおろおろと視線を彷徨さまよわせていると、自分に覆おおい被かぶさるように壁に手をついたリード侯爵が、その右腕の袖そでを矢で壁に縫ぬい留められているのが見えた。

「ば、ばかな！　誰がこんな……っ」

「夕貴に手出しをすれば容よう赦しやしないと言ったはずだ」

　慌あわてた様子のリード侯爵の向こうから、低いレヴィンの声がする。その声が一気に近づいたかと思うと、動けずにいたリード侯爵が殴なぐり飛ばされ、夕貴はレヴィンの腕の中にしっかりと抱だき締しめられた。

「レ、ヴィン……っ」

「怖かったな。もう大だい丈じよう夫ぶだ」

　その言葉に、夕貴は心の底から安あん堵どした。レヴィンの腕の中にいて、彼の鼓こ動どうをこうして身体中で感じていれば、それだけで何も怖くない。

「わ、私にこんなことをしてただで済むと思っているのか！」

　激げき昂こうしたリード侯爵が、壁に右腕を縫い留められたまま怒ど鳴なってくる。それにレヴィンが凄せい惨さんな笑みを向けた。

「それはこっちの台詞せりふだ。夕貴に手を出して、この程度で済むと思うなよ」

「ならばやってみろ。何もできはしないだろうがな。私がおまえを潰す方が先だ」

　リード侯爵が苦労して右腕をスーツの袖から引き抜ぬきながら、左手で携けい帯たい電話を取り出そうとポケットを探さぐっている。そんな中、騒さわぎを聞きつけイザベルが駆かけつけてきた。

「レヴィン、何なのですこの有様は。いったいリード卿きように何を…！」

「夕貴に手を出そうとしたので、殴らせていただきました」

　平然と答えるレヴィンに、イザベルが卒そつ倒とうしそうな顔をする。その悲ひ愴そうな顔を見て、夕貴は現状を思い出した。

「そ、そうだ、レヴィン。さっきリード卿が、逆らったらレヴィンを潰すって……どうしよう、俺、また迷めい惑わく掛けて──」

「心配するな。根回しはとっくに済んでいる」

　レヴィンが力強く頷うなずいたとき、リード侯爵が苦労して取り出した携帯電話が鳴り響ひびいた。

「ああ、私だ。いいか、今から政財界の重じゆう鎮ちんを──、……何!?」

　リード侯爵が突とつ然ぜん顔色を変えた。がばっと優ゆう雅がさの欠片かけらもない所作で立ち上がると、携帯電話を両手で握にぎり締めて大声で怒鳴り始める。

「獲かく得とくできなかったとはどういうことだ！　絶対に取ると言ったじゃないか。このために幾いくら費ついやしたと思っている!?」

　リード侯爵は一息で怒鳴り散らしたが、しかし次の瞬しゆん間かん、愕然として色を失った。

「油ゆ田でん権けん益えきを獲得したのは……エインズワースだと!?」

　リード侯爵の剣けん幕まくに驚おどろいていた夕貴は、エインズワースの名を聞いてレヴィンをそっと見上げる。

「どういうことですか？」

「北ほつ海かい油田の産油量が年々減少し、枯こ渇かつするのもそう遠くないと言われているのは知っているか？　あいつの所有する石油開発会社はそれを事業の柱としているんだが、枯渇する前に外国の油田権益の取得を狙ねらっていたんだ」

「それを、あなたが獲得した……？」

「そういうことだ。俺のところにもさっき連れん絡らくが入った」

　では、リード侯爵の脅おどしは本当にただの脅しで済んだのだ。

「よかった……俺、この人があなたに何かしたらどうしようかと……」

　ホッとして夕貴の身体からだから力が抜けたとき、携帯電話を床ゆかに叩きつけたリード侯爵が凄すさまじい形相でこちらを振ふり返った。

「貴様、いったいどういうルートで…ッ」

「ビジネスで手の内を晒さらすバカがいるか」

　そう答え、レヴィンが冷笑を浮うかべる。

「しかし随ずい分ぶん大金を投じたようだな、リード卿？　破産でもしそうな顔色だ」

「黙だまれ！　くそ、貴様覚えていろよ！」

　悔しげにレヴィンを睨にらんだものの本当に危機的状じよう況きようらしく、リード侯こう爵しやくは壁にスーツの上着を残したまま蒼そう白はくになって走り去った。

　残されたのは夕貴とレヴィン、そして呆ぼう然ぜんとしているイザベルだ。ドアのところから使用人が心配そうに顔をのぞかせているが、客の姿がないところを見ると、スチュアートが上手うまくサロンへと人々を誘ゆう導どうしたようだ。

「ど、どういうことなの、今の話は？」

　自失から醒さめたイザベルを、レヴィンは冷ややかに見下ろしている。

「大したことではありません。ビジネスで俺とリード卿が競せり合い、俺が競り勝った。それだけのことです」

　それだけのこと、ではないのだろうと夕貴は漠ばく然ぜんとだが感じ取った。あのリード侯爵の様子では、きっと水面下で様々なところに大きな影えい響きようが出るに違いない。

「ところで俺もあなたに伺うかがいたいことがある。夕貴を傷つけるためにリード卿をここに招いたのはあなたですね、大おお叔母おば上うえ」

　なぜそれをレヴィンが知っているのだろう。夕貴は驚いてレヴィンを見上げた。

「スチュアートが見ていたのですよ、あなたがリード卿をこっそり城内に引き入れるのを。俺がこの部屋に駆けつけたのは、夕貴とリード卿の姿がそこの窓から見えたためですが、夕貴をリード卿のもとに差し向けたのもあなたですね」

　レヴィンは夕貴を抱だく腕に力を込めて、イザベルを冷ややかに睨んだ。

「これはあなたの差し金でしょう、大叔母上？　俺から夕貴を引き離はなし、こんなことをしてまで、あなたは俺を良家の令れい嬢じようと結けつ婚こんさせたいんですか」

「ええ、そうですよ。その通りです」

　レヴィンの苛か烈れつな一面を見て覚かく悟ごを決めたのか、イザベルは背筋を伸のばして自らの行いを認めた。

「今日は残念な結果に終わってしまったけれど、勉強にはなりました。お気に入りの遊び相手にちょっかいを出されたくらいでこうまで怒おこるなら、今後はあなたのプライベートに口出しをするのは止めておきましょう」

「お言葉ですが、大叔母上。夕貴は遊び相手ではなく、生しよう涯がいのパートナーです。幸い、英国では同性婚が認められている。できるだけ早いうちに、俺は夕貴と結婚するつもりです」

「ええっ!?」

　その発言に、イザベルも使用人らも息を吞のんで固まった。が、誰より驚いたのは当事者の夕貴だ。

「レ、レヴィン？　いきなり何を……あの、冗じよう談だんですよね？」

「冗談？　何がだ」

「だから、その……け、結婚？」

「俺がそんな冗談を言うわけないだろう。何だ、夕貴は嫌いやなのか？」

「い、嫌だなんて…！」

　真しん剣けんな顔で尋たずねられ、夕貴は慌てて首を振った。

「でも、急にそんなこと言われても……。俺、あなたのこと凄すごく好きだけど、まだ告白してないし、されてもいないし、付き合ってもいないのに結婚だなんて──」

「おい。ちょっと待て。付き合ってもいないって、どういうことだ？」

　低い声に遮さえぎられ、え、と夕貴は首を傾かしげた。頭が酷ひどく混乱していて、何を問われたのかよくわからない。

「俺はおまえに、欲しいと言ったぞ。あの時、おまえは頷いたはずだ。俺のためなら何でもすると言って、実際にそうした。あの後、俺がおまえを俺のもの呼ばわりしても、それを否定しなかったはずだ」

　それは薔薇ばら園でのことだろうか？　ならば確かにその通りなので、夕貴は小さく頷く。

「そして俺達は、毎晩同じベッドで眠ねむっているんだぞ。これでもおまえは、俺とは付き合っていないと言うのか？」

「そ、それは……」

　確かにそう言われると、自分達の関係は恋人同士のように聞こえる。

　──でも、本当は違う。俺とレヴィンはそんなんじゃない。だってレヴィンは……。

　夕貴はぎゅっと両手を拳こぶしにして、震ふるえる唇を開いた。

「確かに、俺はあなたのことが好きです。でも、あなたは違う。あなたはこのパーティで、イザベル様の選んだ花はな嫁よめ候補の中から、結婚相手を選ぶんでしょう？」

「知っていたのか？」

「ごめんなさい。前に、居間であなたがイザベル様と話しているのを聞いてしまって……」

　我慢していた感情が溢あふれて、夕貴は泣き出してしまいそうになる。そんな顔を見られたくなくて俯うつむこうとしたら、一瞬早く、レヴィンの指に顎あごを取られてしまった。

「そうだ。だから、俺はおまえを選んだ」

「え…？」

　まっすぐに見つめられ、思わず心臓がどきりと跳はねる。

「大事な話があると言っておいただろう？　あれは一応、プロポーズの予告のつもりだったんだが、この様子じゃ少しも気づいていなかったようだな」

「そ、それは……っ、だって、花嫁候補の中から選ぶはずじゃ──」

「そんな細かい取り決めはしていない。今日、このパーティの出席者の中から相手を選ぶと言っただけだ──俺は、おまえと結婚したい」

「け、結婚って……」

　ストレートに求婚されて、夕貴は茹ゆでられたように赤くなった。イザベルや使用人が見ている前で、なんてことを言うのだろう。動揺と羞恥が一度に湧き起こったが、それらを上回る喜びが津波のように押し寄せてくる。

　けれど素直に頷くには、気になることが多すぎた。

「でも俺は男で、貴族社会のことなんか何も知らない、ほんとにほんとの庶しよ民みんですよ……？」

　どう考えても自分とレヴィンは釣つり合わない。レヴィンのことは誰だれより好きだし、ずっと傍うばにいたいと思っているけれど、結婚なんて無茶だ。

「身分や地位は関係ないんじゃなかったのか？　俺のためなら何でもすると言っただろう。あれは噓うそか？」

「噓じゃない、それは本気で──」

「なら、俺と結婚してくれ。俺は夕貴がいい、おまえでなければダメなんだ」

　だから頷うなずいてくれ、と夕貴を搔かき口説くレヴィンに、イザベルが取り乱して声を上げた。

「じょ、冗談じゃありませんよ!?　レヴィン、あなた自分が何を言っているのかわかっていて？　わたくしは認めませんよ、ええ、認めませんとも。由ゆい緒しよ正しい侯爵家の嫁が男だなんて…ッ」

「ならば俺は爵位を返上し、侯爵家から出て行きましょう」

「なっ……！」

「なんですって!?」

　あまりのことに夕貴は目を瞠り、悲鳴のような声を上げたイザベルも、それきり言葉を失くしてしまう。

　しかしレヴィンは真剣で、そして冷静だった。

「レヴィン、そんな無茶な……！」

「勢いで言っているわけじゃない。俺はもともと身分や地位に執しゆう着ちやくはないんだ。そのせいでおまえと結婚できないなら、そんなもの今すぐ捨ててやる。ゼロからやり直すことになったとしても、俺は自力で今以上の地位を築き、成功する自信があるからな。だが──」

　レヴィンが急に瞳ひとみを揺ゆらし、呆然としている夕貴の頰ほおを両手で包み込んだ。

「おまえだけは手放せない」

「な、んで……？」

　夕貴は信じられない気持ちで尋ねた。イザベルも驚きよう愕がくに目を見開いてこちらを見ている。使用人たちも静まり返り、入り口に固まっている。そんな中でレヴィンの告白は続いた。

「俺をただの男として、大切にしてくれたのはおまえだけだ。拒きよ絶ぜつしても試しても、俺の為に何かしたいと、おまえだけが寄り添そってくれた。そんなおまえを愛いとしいと──俺だけのものにしたいと思ったらおかしいか？」

　聞いているほうが切なくなるような声でレヴィンが呟つぶやいた。

「俺はおまえが欲しい。どうしても欲しいんだ。誰にも奪うばわれたくない」

　そのために計画も立てた、と彼は続ける。

「油田権益の獲かく得とくがそれだ。何かと俺の頭を押さえ付けたがる一族の連中が推進していたプロジェクトだったんだが、途中で頓とん挫ざしかけてな。青くなった連中に代わって、俺がそれを引き継ついだ。もし俺がこの仕事を成功させたら奴やつらは降格、今後は公私共に俺の周囲に余計な手も口も出さない──それを条件に」

　そうやって足場を固め、晴れて夕貴を迎むかえる。両親の二の舞まいにはさせない。

「おまえのおかげで、邪じや魔まな連中とリード卿きようを一度に片付けられたな。一石二鳥だ」

　彼はさらりとそう言ったけれど、実際にはどれほど大変な思いをしただろう。口で言うほど簡単なことではなかったはずだ。

　自分のためにそこまでしてくれるなんて、と夕貴の胸は熱くなる。

「じゃあ、ほんとに俺のこと……？　あなたの遊び相手の人達は……？」

「おまえが城に来た二週目にはすべて整理した。疑うなら思い出せ。一週目の週末以外で俺がおまえを置いて、一人で外出したことがあったか？」

　確かにない。なかった。

「本当だ。だから絶対に断るなよ？　俺のために何かしたいと本気で思っているなら、俺と結けつ婚こんしてくれ。おまえのことは俺が世界一幸せにしてやる」

「でも…」

「でもじゃない、答えはイエスしか受け付けないぞ。おまえを誰にも奪われたくない、俺だけのものにしたいんだ。そのためなら爵位も地位も、何を捨てても構わない、だから……！」

　レヴィンが急に居住まいを正し、夕貴の手を取り甲にそっと口づけた。

「俺と結婚して欲しい」

　囁くような声音に隠された、懇願の響き。青い瞳の熱っぽさ。

　いつも夕貴が怖い目に遭あうたびに助けてくれたレヴィンの瞳が、今は助けを求めるように夕貴をじっと見つめている。夕貴の答えを待っている。

　その事実に、心臓を鷲摑みにされたような心地になった。

　恋愛や結婚をするよりも割り切った相手と遊んでいるほうがマシだと言っていたレヴィンが、こんなにも自分を思ってくれるなんて。

「…ひとつだけ、確かく認にんしてもいいですか？」

「何だ？」

「さっき、あの庭園に連れて行って欲しいって、どこかの令れい嬢じようにねだられていたでしょう？　連れて行った…？」

「いや、あれは誰より先に夕貴に見せると約束したからな。令嬢方は、庭園へ案内する振ふりをしてアーチェリーに紛まぎれて誤ご魔ま化かした」

　その返答には躊ちゆう躇ちよも迷いも疑いもなかった。夕貴との約束を当然のようにレヴィンが守ってくれたことに、胸が熱く震ふるえる。

　──ああ俺、やっぱりレヴィンが大好きだ。

　もう癇かん癪しやくを起こしたイザベルの声も、廊ろう下かであがった使用人達の歓かん声せいも夕貴の耳には入らない。込み上げる愛いとしさのままに、夕貴は自分からぎゅっとレヴィンに抱だきついた。

「俺、結けつ婚こん式しきはあの庭園がいいです」

「俺は今すぐ、ここででも構わないぞ」

　冗じよう談だんめかしたプロポーズの返事に、レヴィンが真顔で返してくる。その言葉を証明するように、彼は夕貴の顔を上げさせると、誓ちかいのキスにしては激しすぎる口づけで夕貴の呼吸を奪った。
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「…あ…っ」

　肌はだに唇くちびるを落とされると、甘えた声が零こぼれてしまう。

　グランローズ城の主しゆ寝しん室しつ、その天てん蓋がい付きのベッドの上で、夕貴は一糸纏まとわぬ姿をレヴィンの前に晒さらしていた。

　あますところなく自分のものにするとレヴィンが言った通りに、夕貴は彼の手と唇に身体中を辿たどられた。

　手足の先から始まって、背中も脇わき腹ばらも肩かたも胸も、どこもかしこも指で辿られ、手のひらで撫なでられてキスされた。敏びん感かんに反応したところは特に念入りに唇で愛され、自分の身体からだの何もかもをレヴィンに暴あばかれていく。

「日中のガーデン・パーティでよかったな。もし夜会だったら、今いま頃ごろこんなことはしていられなかった」

　こんなこと、のところで、レヴィンが腕うでに抱かかえた夕貴の内うち腿ももに音をたてて口づけた。びくん、と敏感に身を震わせた夕貴に、彼は柔やわらかく目を細める。

　ゲストに騒ぎを知られることなくガーデン・パーティは幕を下ろし、イザベルがよろめきながらロンドンへ帰ると、夕貴はレヴィンに手を引かれ主寝室に連れて行かれた。

　レヴィンは夕貴をベッドに押し倒たおしてスーツを脱ぬがせながら、すべて自分のものにすると言い、実際にそうしていた。

「あ、んっ…、レヴィン……」

「可愛かわいいな、夕貴。この目も鼻も唇も、肌も髪かみも……おまえはどこもかしこも可愛い」

　俺のものだ、と呟きながら、いたるところに触れた手を滑すべらせて、ゆっくりと高められた夕貴の熱を握にぎり込んだ。

「あっ……」

「ここも可愛い。俺の手の中に収まってしまうんだな」

「や、だ…！　変なこと、言わないでくださ…い…っ」

「変？　可愛いと褒ほめてるだけだろう」

　夕貴が何を嫌いやがっているかわかっているくせに、レヴィンはそしらぬ顔だ。そして巧たくみな手つきで夕貴の快感を引き出してゆく。

「この滑なめらかな白い肌を、他ほかの男には見せるなよ？　触さわらせるのは以もつての外だ」

　性器を甘く扱しごかれる快楽に戦慄わななきながら、夕貴は何度も頷うなずく。

「ここは、誰だれのものだ？」

　鎖さ骨こつのすぐ下をきつく吸われて、そこに甘い痛みが宿る。

「あなたのもの、です」

「なら、ここは？」

　今度は尖とがった胸の先せん端たんを熱い舌に転がされ、レヴィンのものだと夕貴は吐と息いきを弾はずませて答えた。ここは、こっちはと次々に尋たずねられ、同じように答えるたびに本当に自分がレヴィンのものになったのだという実感が湧いてきて、喜びが胸に込み上げる。

　──好きになってもらえないと、思ってた。

　それでもいいと思っていたけれど、今はもうそんなふうには思えない。

　夕貴もレヴィンと同じだった。一度こんな幸せを知ってしまった以上、もうなかった頃ころには戻れない。戻りたくない。

「好き……あなたが、好きです」

　自分からレヴィンの首に両りよう腕うでを絡からめ、夕貴は頭を浮うかせて下から彼にキスをした。

　けれど、すぐに主導権を奪われて、夕貴は激しい口づけに晒される。

「…ン…っ、」

「夕貴、夕貴、好きだ」

　キスの合間にレヴィンが熱く囁ささやいてくる。夕貴の下か肢しに絡んだ指の動きは、キスが深くなるにつれて激しさを増し、夕貴はレヴィンに痺しびれるほどに舌を吸い上げられながら、とろとろと下肢を濡ぬらし始める。

「あ、あっ、だめ…っ、…れい、じょ……」

「これ以上されたら我が慢まんできなくなりそうか？　本当に感じやすいな、おまえは。我慢なんかする必要はないぞ。見ててやるから、このままいけ」

「やだ、や…っ、離はなし、て……」

　キスを解いても頭を離してもらえず、夕貴はレヴィンの青い瞳ひとみに間近から見つめられたままくちゅくちゅと性器を嬲なぶられた。

　濡れた性器を淫みだらに刺し激げきされて、びくびくと身体が跳はねるのに頭は少しも動かせない。それが苦しく、快感に染まる自分の顔を見られるのも恥はずかしくて、夕貴は何とかレヴィンの手を外させようと必死になった。けれど、それが無理なことは経験からもうわかっている。

「や、だ…っ、さっきまで、可愛い、かわ、い…っ、て、優やさしかった、のに…っ」

　どうしてこんな意地悪をするのかと、羞しゆう恥ちと快楽の涙なみだを滲にじませ、夕貴は懇こん願がんの眼差しをレヴィンに向ける。気を抜ぬいたら今にも弾はじけそうだ。

「夕貴は俺のものだからな。感じている顔も俺のものだ。俺には鑑かん賞しようする権利がある」

「な…っ、やだ、鑑賞、なんて」

「他の男には見せるなよ？　見せたら死ぬほど酷い目に遭わせるぞ。そいつをな」

「も、バカ……！」

　嬉うれしい言葉と恥ずかしい言葉を一いつ緒しよに言われて、夕貴はどう反応していいかわからなくなった。性器を嬲る手はいっそう激しく、濃のう密みつになり、快感に腰こしから背筋が震える。

　このままでは本当に、その瞬しゆん間かんの顔を見られてしまう。しかも、こんな間近からだ。

「やっ、嫌だ、見るな…ッ、見ない…で……っ」

　無む駄だと知りつつ、夕貴は必死の抵てい抗こうを試みた。けれどレヴィンの胸をどんなに叩たたいても、肩を必死に押しのけても、彼の身体はびくともしない。

　それどころか、熱い吐息がかかるほど間近にレヴィンは顔を寄せてきた。瞬まばたきの数が極きよく端たんに減った青い瞳が、泣きそうに歪ゆがんでいる自分の顔を映している。

「…っ、も、やだ、見ないで…っ……」

「なぜ？」

「…恥ずかし…、っ……」

「バカだな、夕貴」

　くす、と笑った口元が、啄ついばむように唇に触ふれた。

「そんな可愛い顔で恥じらわれたら、余計に見たくなるに決まってるだろう？」

「やだ…！」

「ダメだ、もう夕貴はすべて俺のものだからな。ほら、いく瞬間の顔を見せてくれ」

「あん、やっ、あぁっ……！」

　一気に快楽の波が高められる。頭を振ふって快感を逃にがせない代わりに淫らに腰を悶もだえさせ、感じている顔を見られながら夕貴は最初の絶頂に追いやられた。

「は、…ぁ……」

「色っぽくて綺き麗れいだったぞ、夕貴。ぜひまた鑑賞させてくれ」

　次はこっちを可愛がってやろう、と夕貴の蜜みつをまとったレヴィンの指が後孔こうに触れてきた。

「や、待って……」

　おかしな感想を述べている余よ裕ゆうがあるのなら、息が整うまで待って欲しい。そう思ったのだが、実はそれほどレヴィンにも余裕はないようだった。宥なだめるように夕貴の額や目め尻じりにキスをしながら、彼は性急に夕貴の後孔を解ほぐしていく。

　──俺のこと、欲しいって思ってくれてるんだ。

　急ぎながらも丁てい寧ねいに、夕貴のそこが柔らかく解されていく。その指が蠢うごめくたびに身体の内側にぞくりとするような甘い疼うずきが生まれて、少しずつ理性を溶とかされていく。

　早く、欲しい。

　指なんかじゃなく、レヴィンに奥まで犯おかされたい。一秒でも早く、自分のすべてをこの人に明け渡わたしてしまいたかった。そうして差し出す自分のすべてをレヴィンでいっぱいに満たして欲しい。

　そんな甘い焦しよう燥そうに身を灼やかれていると、レヴィンの指が身体の中から引いていった。

「おまえが欲しい」

「──っ」

　耳元で囁かれて、ぞくりと甘美な震ふるえが走った。レヴィンを見上げると、さっきまでの意地悪な様子が噓うそのように真面目まじめな顔をしている。

「おまえが欲しい。身体も声も心も全部、何もかも俺だけのものにしたい。今抱だいたら、俺は二度とおまえを手放さないが、──それでもいいな？」

　それは確かく認にんのようでいて、実はそうするという宣言だった。青い瞳は強く熱く輝かがやき、夕貴に拒きよ否ひなど許していない。

　夕貴にしても、拒否するつもりなどなかった。ここまで欲しがられていることに胸をときめかせ、そうして欲しいと頷く。

「俺を、奪うばってください。全部奪って、あなたのものに……あなたの、好きにされたい」

　初めての夜に教えられた言葉が、今、自分自身の願いとなって唇くちびるから零こぼれ出る。

　それにレヴィンも気づいたのか、一瞬目元を和やわらげると、彼は夕貴の後孔に猛たけったものを押し当てた。

「力を抜くんだ」

「…っ、はっ……」

　レヴィンの猛りに身体からだをじわじわと拓ひらかれて、そこから押し寄せてくる快楽に夕貴の身体が竦すくみ上がる。

　初めてではないとはいえ、レヴィンを受け入れるのはまだ三度目だ。上手うまく身体の力が抜けず、圧あつ迫ぱく感かんに胸を喘あえがせながら、何とか身体の力を抜いて必死にレヴィンを受け入れる。

「あ…、は…っ…」

「夕貴……もう、これで何もかも俺のものだ。俺の、夕貴…ッ」

　その言葉が嬉しくて、夕貴がそっと目を上げるとレヴィンもこちらを見つめている。

　宝石のような青い瞳が愛いとしげに細められ、自分だけを映している。そう思ったとき、レヴィンがふいに呟つぶやいた。

「そうやって、おまえは俺だけを見ていろ。この瞳に、他ほかの誰も映すな」

　同じ事を考えていたのだ。それはまるで気持ちが通じた証あかしのようで、夕貴の瞳に涙が滲む。

「俺は……最初から、あなた、しか……」

　レヴィンしか見ていなかった。レヴィンだけを追いかけていた。憧あこがれの人だったのだ。

「好き、好きです……レヴィンが、好き」

　両手を伸のばしてしがみつくと、しっかりと身体を抱き返された。

「愛してる、夕貴。俺には、おまえだけだ」

　レヴィンがゆっくりと動き出し、密着した下肢が擦こすれあう。いつの間にか再び反応していた性器をレヴィンの硬かたい腹に擦られて、前と後ろから濡れた音が立った。

「あ、あんっ、はッ、…あぁっ」

　抱だき締しめて、抱き締められて、身体を繫つないで唇を重ねる。

　そうして一気に追い上げられた夕貴は、熱を放ちながら最奥にレヴィンの熱情を注がれ、身も心も溶け合うような至福の瞬間に酔よいしれた。
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　色とりどりの花が咲さき乱れる六月は、グランローズ城が一年の間でもっとも華はなやぐ季節だ。

　とりわけ今日は、城全体に輝くような幸せの空気が満ちている。

　そんな中、主しゆ寝しん室しつのドレッシングルームを今日は本来の目的で使用している夕貴は、鏡の中の自分から目を逸そらして振り返った。

「──変じゃないかな…？」

　白い立たち衿えりシャツに白いモーニングの三ツ揃ぞろい。胸むな元もとを飾かざるブートニアは、世界中でシルフォード侯こう爵しやく家の庭のみに咲く『シルフォードの薔薇』だ。

　夕貴は白いモーニングコートに身を包み、支し度たくを手伝ってくれた執しつ事じのスチュアートを緊きん張ちようの面おも持もちで振り返った。

「よくお似合いです」

「でもレヴィンは普ふ通つうにダークグレイなんですよね？　俺だけ白いモーニングなんて」

「イズミ様には白がよくお似合いです。旦だん那な様が生き地じから厳選に厳選を重ね、今日のために大切に誂あつらえさせたお衣装でございます。お似合いにならないはずがございません」

　押し被かぶせるようにスチュアートが言い、眼鏡めがねの奥の目がにこりと笑う。その言葉に励はげまされ、夕貴は庭へ降りていった。

　廃はい園えんは見事に甦よみがえり、今を盛りと咲き誇ほこるローズガーデンとなっている。茨いばらの絡からんでいたアイアンゲートは今日はリボンで飾られて、その手前には正装姿のレヴィンが夕貴を待っていた。

「遅おそいぞ。まったく、二ヶ月も待たされるとはな」

「そ、そんなこと言われても、まさか本気で結けつ婚こん式しきを挙げるつもりだなんて普通思わないじゃないですか」

　そうなのだ。

　昨日の夏学期の最終日、いきなり大学にレヴィンが現れたかと思うと夕貴は車に乗せられて、取るものも取りあえずグランローズ城へ連れてこられた。そして、

『明日あした、挙式するぞ』

　レヴィンにいきなりこう言われたのである。

「夕貴が言ったんだろう。結婚式はこの庭園がいいと」

「そうだけど、まさか本当に式を挙げるなんて」

「嫌いやなのか？」

　う、と夕貴は言葉に詰つまった。そんな傷ついたような目をするのは反則だ。絶対わざとに決まっているのに、夕貴はつい反射的に首を振ってしまう。

「嫌じゃないです」

「そうか、なら何の問題もないな」

　案の定、ころりと態度を変えて、レヴィンが笑え顔がおで夕貴の頭上にふわりと何かを被せた。

「何ですか、これ？」

「花はな嫁よめにはベールが必要だろう？」

　フランス製の最高級チュールレースを贅ぜい沢たくに使った、花刺し繡しゆうの縁ふち取どりが美しい純白のマリアベール。これもレヴィンがこだわりぬいた逸いつ品ぴんだったが、もちろん夕貴は知るよしもなく、なんで男の俺が花嫁でベール？　と困こん惑わくすることしきりだ。

　そんな夕貴をじろりと睨にらみ、レヴィンはベールごと夕貴の頭を両手で摘つまんだ。

「取るなよ？　花嫁のベールは悪あく魔まの嫉しつ妬とから身を守るためのものだからな。悪魔なんかに俺達の新しん婚こん生活を邪じや魔まされてたまるか」

「し、新婚!?」

「当然だろう、今日結婚するんだから。さあ、行くぞ」

　くの字に曲げた腕うでを差し出され、夕貴は少し悩なやんだ後、おずおずとその腕に手を絡めた。

　ゲートの向こうに歩を進める。どこまでも続く薔薇のアーチを潜くぐって二人が向かうのは、修復された古い礼拝堂だ。

「うちの城にまつわる伝説を知っているか？」

　ローズガーデンを歩きながら、ふいにレヴィンが問いかけてきた。夕貴は少し考えて、スチュアートから聞いた話を思い出した。

「昔、あなたのご先祖様が薔薇の妖よう精せいを助けたっていう伝説ですか？　ずっとこの場所で薔薇を守っている限り侯爵家を祝福してくれて、何か幸せが訪おとずれる時にはその前まえ触ぶれとして光が舞まうんでしたっけ」

「そうだ。薔薇の花びらのような光が舞う。信じなくても構わないが、俺はおまえがこの城に来たときに、そんなようなものを見た」

「え？」

　どきりと夕貴の心臓が鳴った。そういえば自分も見たのではなかったか？

　──あれは本当に一いつ瞬しゆんのことで、その後色んなことがあったからすっかり忘れてたけど。

　もしかしたら、その伝説の光だったのかもしれない。

「あの、俺も見ました。俺が初めてこの城に来たとき、正面玄げん関かんの方から吹ふき寄せてきたんです、花はな嵐あらしみたいに」

「本当か？　俺が見た奴やつはちょうど逆だ。俺が正面玄関のホールにいたら突とつ然ぜんそれが現れて、一気に外へ流れ出ていったんだ。それを追いかけていったら、おまえがいた」

　二人は無言で顔を見合わせた。

　まさか、とは思う。妖精なんて見たこともないし、あの光だって目の錯さつ覚かくだった可能性のほうが高い。けれど、

「運命──だったら、いいですね」

「ああ。悪くない」

　二人はにこりと笑い合い、礼拝堂に入っていった。

　荘そう厳ごんなステンドグラスが見下ろす祭さい壇だんの前に立ち、夕貴はレヴィンと向かい合う。

「じゃ、俺から行くぞ。──病やめる時も健すこやかなる時も……」

　レヴィンがどこか照れた顔をして誓ちかいの言葉を口にする。その声が二人きりの礼拝堂に厳おごそかに響ひびき渡わたる。

「──命ある限り、真心を尽つくすことを誓います」

　言い終えたレヴィンにちらと視線で促うながされ、

「誓います」

　夕貴もレヴィンと共に誓った。

「では、夕貴。手を」

　レヴィンが取り出した指輪は、プラチナ製のシンプルなものだが、指に触ふれる内側には二人のイニシャルと今日の日付、そして二種類の宝石がはめ込まれている。

　レヴィンの瞳ひとみの色のサファイアと、夕貴の瞳の色を表すトパーズだ。ベールのことは知らない夕貴だが、この指輪に関してレヴィンがどれだけこだわりぬいたかは知っている。その理由がただ、自分を喜ばせるためだけだったということも。

　それを左手の薬指に嵌はめられ、レヴィンの気持ちをそっくりそのまま受け取ったような気持ちになる。夕貴の胸は輝くような幸福感でいっぱいになった。

「ありがとうございます。俺、一生大切にします。この指輪も、あなたも」

「ああ、期待してる。おまえも期待していてくれ。息が詰まるほど幸せにしてやる」

　自信たっぷりに笑うレヴィンに微笑み返し、夕貴はベールの裾すそを揺ゆらしながら彼の左手にそっと触れた。その薬指に指輪を通し、顔を上げる。

「……」

　一瞬、無言で見つめあい──

　静せい謐ひつな静せい寂じやくの中、二人は誓いのキスを交かわした。
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